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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　──その日、古都には『嵐』が吹ふき荒あれていた。





　現実のそれではない。


　多くの人々を翻ほん弄ろうし、常に歴史の転てん換かん点に吹いていた『運命』という名の嵐である。


　その嵐に巻き込まれた者は、必ず決断を迫せまられる。


　そして、ひとつの決断はさらに多くの選せん択たくと決断を強制し、波は紋もんは波紋を呼んで、ドミノ倒たおしのように世界を席巻していくのだ。





　たとえば、サラエボで皇太子を暗殺した銃じゆう弾だんのように。


　たとえば、祖国を守らんと立ち上がった、ジャンヌという少女のように。





　本人の思いと末路とにかかわらず、一度吹き始めた『嵐』はとめどなく他人へ影えい響きようし続ける。


　それは、魔ま法ほう使つかいですら例外ではない。


　世界のシステムへ裏側から触ふれなんとする奇き蹟せきの徒ですら、『運命』という嵐に抗あらがう術すべは持たなかった。


　この古都においても、同じだ。


　すでに『嵐』は京都という街を席巻し、多くの決断を迫っている。


　逃にげることも留めることもかなわぬ『嵐』が、新たなドミノ倒しを始めようとしている。


　ゆえに。


　始めよう。


　魔法の世界を搔かき乱す『嵐』の一幕を、これより再開しよう。





　その、最初のひとつは──





　　　　２




　九月の、正午過ぎ。


　いまだ秋になりきれぬ厳しい日差しが、表通りに注がれていた。


　西に歩けば京都最大の繁はん華か街がい・四し条じよう河原町、東に歩けば素戔嗚すさのおの尊みことを祭神とする八や坂さか神社へと行き当たる、祇ぎ園おん町の静かな通りだ。


　赤い暖の簾れんが、乾かわいた風に揺ゆれている。


　小さな甘かん味み処どころだった。


　冷たい葛くず切きりを主に提供し、多くの観光客を集める老舗しにせである。


　竹で出来た器うつわや、燻いぶした木材の調度。ガラス窓の向こうで整えられた中庭も慎つつましく、長い時間を重ねた風ふ情ぜいを醸かもし出している。こうした場での一服は、きっと客の心のひだまでもしみいることだろう。


　しかし。


　今は、その情じよう緒ちよも遠かった。


　よく清められた甘味処の床ゆかには、何人もの黒服たちが──〈協会〉の魔法使いたちが倒れており、その周辺に三人の少女と巨きよ漢かんがたたずんでいたのだ。


　穂ほ波なみ。


　アディリシア。


　葛かつら城ぎ香かおり。


　紫し藤とう辰たつ巳み。


　年若くはあっても、いずれ劣おとらぬ魔女であり、巫女みこであり、守り人であった。


　そして、その四人もまた、残らず硬こう直ちよくしていた。


　原因は、入り口のそばに現れた細身の人ひと影かげだった。


　長い髪かみにブリーチをかけた、二十歳はたち前後の瘦やせた若者。軽けい薄はくそうな顔立ちで、開いたシャツの胸むな元もとに金属のペンダントをさげていた。


　その若者が、最前、四人へこう告げたのである。





「──葛城家、〈ゲーティア〉、ならびに〈アストラル〉。以上の結社は、伊い庭ばいつきおよび〈螺旋なる蛇オピオン〉の拘こう束そくに協力するよう、〈協会〉の名のもと要よう請せいする」





　石動いするぎ圭けい。


　猫ねこ屋や敷しきの弟弟で子しであり、〈協会〉に所属する陰おん陽みよう師じだった。


　かろうじて、穂波が口を開いた。


「あたしら全員に……〈螺旋なる蛇オピオン〉だけやなくて、いっちゃんも追えって？」


「そうさ」


　と、圭は肩かたをすくめた。


「禁きん忌きと指定された伊庭いつきを追って、追い詰つめて、捕とらえてくれって言ってるんだ。ほかの何かに聞こえるか？」


「…………」


　誰だれもが、言葉を無くした。


　圭の言うことを理解して、理解できてしまったゆえだった。


　つまるところ、これは追討命令だ。


　禁忌として指定されてしまった伊庭いつきを──たった今〈螺旋なる蛇オピオン〉のフィン・クルーダに攫さらわれた少年を──守るためではなく、禁忌のサンプルとして扱あつかうために、〈協会〉へ差し出せと言っているのだった。


「直接〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔ま法ほう使つかいとやりあうよりよっぽどマシだろ？　いろいろ面めん倒どうくさい条件はあるにしても、結局は餓が鬼きひとり捕つかまえるだけだ。ちっとばかり人間らしい良心には目をつぶってもらわなきゃならねえが、それこそ魔法使いなら慣れっこのはずだしな？」


　唇くちびるを歪ゆがめて、圭は唐とう突とつに頰ほおを押さえた。


　火傷やけどしそうなほどの異様な熱を、そこに感じたのだ。


「あん──？」


　振ふり返って、圭の笑えみは凝ぎよう固こした。


　それまで黙だまっていた巨漢──紫藤辰巳が、一歩前へ出ていたのである。


　何かを押し込こめたような形相は、普ふ段だんの巨漢が表情豊かなだけに、ひどく不ふ吉きつで暴力的に思えた。


「てめえ……」


　辰巳のごつい顎あごが、奥歯を軋きしらせる。


　この巨漢にとって、いつきは大切な友人であり恩人だった。


　前の、冬のことだ。


　葛城の山で起きた、事件のこと。


　自分だけではなく、自分の大切な人たちを、あの少年に救ってもらったのだ。


　単に、生命いのちを助けられたということではない。


　あの少年は、自分たちを認めてくれた。


　魔法使いではなく、ごく普ふ通つうの少年として接してくれた。ごく普通の感覚で、辰巳たちが救われて当然なのだと言ってくれた。魔法使いだからといって惨さん劇げきにつきあう必要などないと、そう断言してくれた。


　そのことで辰巳も、香も、みかんも、辰巳が兄と慕したう人物だって救われた。


　だから、巨漢には腹ふつ腔こうから煮にえたぎる熱をこらえきれなかった。


（……そのいつきを……踏ふみにじれってのか……）


　そして、辰巳は知っている。


　禁忌と指定されたモノが〈協会〉に拘束されたなら、二度と外界に出ることはないということを。


「……おいおい」


　くっ、と圭が半ば強こわ張ばった顔で手を振った。


「一応言っておくけど、俺を殴なぐってもどうにもならんぜ？」


「あいつを……どうする気だ」


「それも、答える必要はねえな」


　と、圭が片目をつむる。


　そうしながら、相手を値ね踏ぶみする。


　この巨きよ漢かんであれば、自分を屠ほふることなどたやすいだろう。


　単なる肉体能力以前に、魔法使いとしての格の違ちがいを、若者はまざまざと感じ取っている。


　強きよう烈れつな呪じゆ力りよく。


　優ゆう秀しゆうな魔法使いの家系が何代、何十代もの血統を重ねてやっと獲かく得とくできる──凄すさまじい精気オドを、巨漢はその身内に抱かかえていた。総量だけでいえば、穂波やアディリシアにも勝まさるほどの『力』であった。


（鬼おに、かね……）


　と、圭は思う。


　葛城の鬼。


　守り人は、その血筋に鬼を抱えているという。


　鬼と紛まごうほどの異形を、その血統に組み込んだのだという。


　その噂うわさのどこまでが真実かは知らぬが、この守り人もまた、後こう継けい者しやである巫女みこに劣おとらぬ希少な魔法使いなのであった。


（……はっ、たいした化け物揃ぞろいだ）


　密ひそやかに、笑う。


　穂波も、アディリシアも、葛城香も、紫藤辰巳も。


　この場の全員が、化け物だ。


　本来なら、石動圭なんて半はん端ぱ者ものが居合わせること自体おかしい。


　ここにいるのは、生まれたときから魔法使いとしての極きわみを約束された、純血の奇形種サラブレツドのみだった。


（あいつなら……どうだ？）


　ふと、圭も、ほかの四人と同じ顔を思い浮うかべた。


　彼もまた、あの少年に触ふれたひとりだった。


　伊庭いつき。


　妖精眼グラム・サイトという特異体質を持ち合わせたがゆえ、魔法使いの世界に巻き込まれてしまった少年。


　そんな体質と関係なく、魔法使いに正面から触れ合おうとしてきた少年。


　あの在り方は、自分にも何か影えい響きようをもたらしていただろうか？


「…………」


　周囲の、化け物たちを見る。


　これだけの魔法使いたちが、皆みなあの少年を中心に動いている。


　魔ま術じゆつだとか妖精眼グラム・サイトだとか関係なく、全員があの少年の安否を気き遣づかっている。


（今は……敵か）


　すぐに、圭は自分の思いを振ふり払はらった。


　余計な考えだ。


　どのような経けい緯いがあったとしても、結局自分の立場は変わらない。石動圭は、今となっては伊庭いつきを追い詰つめる側で、〈協会〉の走そう狗くとなった身だ。


　それでいい。


　石動圭は、それでいい。


「なんだったら、無理に従うことはねえよ？」


　おどけて、シャツの襟えりを人差し指で弾はじいた。


　強張る唇くちびるを、無理につりあげて笑う。


「〈協会〉はあくまで互ご助じよ組合だ。あんたらに命令する権限とかはねえ。だけど……断るってなら、〈協会〉に属することで得ていた利益は、当然放ほう棄きしてもらうぜ？」


「…………っ」


　辰巳が、歯を食いしばった。


　それは、事実上、魔術の世界を敵に回すことだからだ。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の台頭によって、魔法の世界が揺ゆれているとはいっても──いいやだからこそ、粛しゆく清せいの嵐あらしはなお厳しいだろう。現代という魔法を拒きよ絶ぜつした時代で、魔術結社が横のつながりを無くせば、それこそあっという間に崩ほう壊かいしてしまうのは間ま違ちがいなかった。


　行き場を無くした巨漢の怒いかりに、横から別の声が沸わいた。


「──そもそも、いっちゃんが禁きん忌きってどういうことなん？」


　穂波である。


　振り向いて、圭は片眉まゆをあげた。


「それも、答える必要がねえな」


　と、鼻を鳴らす。


「で、〈アストラル〉としてはどうなんだ？　伊庭いつきを捕つかまえるのに協力するのか？」


「あたしは〈アストラル〉の代表やない。決定権もない。やから、そんなん言われても従いようがあらへん」


　瞳ひとみに強く力を込こめて、穂波ははねつけた。


「はあん？」


　圭の眼めが、面おも白しろそうに瞬まばたきする。


　すると、そばに立っていた香もはっと表情を変え、右に倣ならったのだ。


「わらわも、まだ葛城家を預かる身ではありませぬ。すぐにはお返事いたしかねます」


「なるほど。なるほどなるほどね」


　面白そうに、圭はうなずいた。


「まあ確かにそうだ。〈協会〉も個々の魔法使いと契けい約やくしてるわけじゃないからな。そういう返答もありだろうよ」


　くしゃくしゃと頭を搔かいて、圭が微び苦く笑しようする。


　さほど残念そうではなかった。


　視線を移し、瘦やせた顎あごをついとしゃくった。


「……だけど、あんたはどうだ？」


　と、尋たずねる。


　すぐに、声は返らなかった。


　石動圭の視線の先で、アディリシア・レン・メイザースがうつむき、制服のスカートをぎゅっと摑つかんでいたのだ。


　そんな少女へ、さらに圭が問う。


「穂波・高たか瀬せ・アンブラーや、葛城の姫ひめさんとは違ちがうよな。あんたは、紛まぎれもなくひとつの結社を預かる首領の身だ。で、〈ゲーティア〉の首領として、〈協会〉の要よう請せいにどう対応するつもりだ？」


　弄もてあそぶような問いかけ。


　残る三人もつられて、視線を金きん髪ぱつの少女へと集中させた。


「…………」


　アディリシアは答えられない。


　かすかにうつむいたまま、スカートを摑んだ手を震ふるわせている。


「アディ……」


「アディリシアさん……」


　穂波と香とが、それぞれに名を呼んだ。


　しかし、


「私は……」


　と言いかけて、もう一度アディリシアは黙だまり込んだ。


　胸の奥を、ひどく重いものが閉とざしていた。


　この誇ほこり高い少女にとっても、わずか一時間足らずの展開は急すぎたのだ。


（……どうして）


　と、そんな思いが、喉のど元もとまでせりあがっていた。


　少し前まで、修学旅行だったのだから。


　たとえ〈八はち葉よう〉との会談があり、魔法世界の混乱があったとしても、この一時ばかりは穏おだやかに過ごせるのではないかと、アディリシアは心のどこかで思っていた。


　ごく当たり前の学生みたいに、修学旅行を楽しめるのではないかと、思っていた。


　きっと、もう少しぐらいは続くと、そう信じていた日々。


「私は……」


　声が震えた。


　瞼まぶたの裏に揺れているのは、いつも困ったような少年の笑え顔がお。


　──それでも、なお。


　少女の困こん惑わくは、ただの数秒であった。


　ただの数秒しか、困惑していることさえも、少女には許されなかった。


　制服の胸むな元もとへ手をおいて、アディリシアはこう言ったのだ。





「〈ゲーティア〉は、〈協会〉に協力いたしますわ」





「アディリシアさん!?」


　香が小さく叫さけびをあげて、


「賢けん明めいな判断、感謝します」


　ゆるりと圭が一礼した。


　ついで、もうひとり、アディリシアを正面から見つめているクラスメイトがいた。


　英国の〈学院〉に在ざい籍せきした頃ころより、ずっと競きそっていた相手であった。


「アディ……本気で、社長を捕つかまえる気なん？」


　怒おこるでもなく、悲しむでもなく。


　真まっ直すぐに、穂波は訊きいた。


「……ええ」


　対して、アディリシアもまたあらゆる表情を押し殺してうなずいたのだ。


「〈協会〉に助力することは、秩ちつ序じよを肯こう定ていする魔ま法ほう使つかいにとっては義務ですもの。まして事態は魔術の世界すべてに及およんでます。個人の意思を挟はさむ余地などありません」


「分かった」


　こくりと、栗くり色いろの髪かみの少女もうなずく。


「やったら、あたしはあたしで動く。香さんも一いつ緒しよに行こ」


「え？　あ、は、はい」


　瞬きした香の手をつかんで、穂波は踵きびすを返したのだ。


　そのまま、入り口の圭の隣となりをすり抜ぬける。


　一度も、振ふり返らなかった。


　道を別わかった魔女ふたりは、この決別こそ必然だったというように、互たがいを顧かえりみることはしなかった。





　　　　＊





「──お、おい高瀬」


　甘かん味み処どころを出た穂波を、慌あわてて巨きよ漢かんが追った。


　どたどたと、漫まん画がっぽいぐらいの勢いと重量感で暖の簾れんをかきわけて、その先の少女へと問いかけたのだ。


「いいのかよ、あれで」


「いいんよ」


　言いながら、穂波は少し不満そうに唇くちびるをとがらせた。


「アディは諦あきらめてへんもん」


「諦めてない？」


「あの娘このことやったら、ほかの誰だれより分かる。アディは自分ができることをやってくれてるだけ。それに頼たよらんとあかんってのは、ちょっと腹立たしいけど」


「……〈協会〉の内側にいた方が分かることもある、ということですか？」


　これは、穂波にひきずられた巫女みこ、葛城香が訊いた。


「うん。──それに、あたしらやって時間はあらへん」


　穂波の表情が厳しくなる。


「葛城家は当主の鈴すず香かさんから命令されたら終わりやし、〈アストラル〉やって社長の代役を指名されたら、同じ断り方はできへん」


　社長が禁きん忌きと指定された以上、新しい代表を求める権利が〈協会〉にはある。


　あんな子供じみた言い訳は、二度と通じまい。


　穂波と香のふたりに要よう請せいを断られながら、圭に余よ裕ゆうがあったのはそういう理由だ。所しよ詮せんはちょっとした時間稼かせぎでしかないし、今の時点では〈ゲーティア〉だけでも抱かかえ込めれば十分と、そう踏ふんでいたのだろう。


　もとより、〈協会〉と自分たちでは地力が違ちがう。


　本気で睨にらまれたなら、ただの苦し紛まぎれでも王手から逃にげるしかないのだ。


「そりゃ……そうか」


　辰巳も納なつ得とくして苦い顔になった。


　状じよう況きようは、どこまでも不利。


〈螺旋なる蛇オピオン〉だけでも十分な危機だというのに、背後から〈協会〉に妨ぼう害がいされる可能性までも考えねばならない不条理。


　それでも。


　深く、穂波は息を吸い込んだ。


　もう決心はつけていた。


　貸し出し魔法使いレンタルマギカとして。


　あのお人ひと好よしで怖こわがりな少年の幼なじみとして。





「まずは、社長を捜さがす。香さんと辰巳さんも、手伝ってもらえる？」





「おお！」


「もちろんです」


　辰巳は大きく、香はささやかにうなずいて、〈アストラル〉ケルト魔術課正社員、穂波・高瀬・アンブラーの言葉に同意したのであった。





　　　　＊





　穂波たちが消えて少ししてから、甘味処に残ったふたりは向かい合った。


「それでは、〈ゲーティア〉様にも捜そう査さへ加わっていただきましょうか……といっても、今はアディリシア様ひとりだけですかね」


　若者の言葉に、アディリシアがついと視線を持ち上げた。


「それはひっかけのつもりですの？」


「はて」


　圭が首をひねる。


　すると、金きん髪ぱつの少女は翠みどりの瞳ひとみも厳しく、若者へ食ってかかったのだ。


「〈八葉〉との会談にそなえて、京都近きん隣りんには〈ゲーティア〉の動ける徒と弟ていを複数待機させております。お役所仕事の〈協会〉はともかく、誰より臆おく病びようで用心深いあなたが──石動圭が調べてないはずはないでしょう？」


「過大な評価をいただき、感謝に堪たえません」


　ふざけた感じで、若者が腰こしを屈かがめて見せた。


「…………」


　アディリシアは唇を嚙かむ。


（……ホナミ）


　決別した魔女を、思う。


　穂波は、自分の意図を分かってくれているだろう。


　ここまで話が入り組んでしまった以上、〈協会〉側の動きを知る者も必要だ。伊庭いつきを巡めぐる戦いは、もはや個人だけの『力』だけではどうにもならない。


　だけど。


　それだけではなかった。


　アディリシアの葛かつ藤とうは、きっと穂波にも全ぜん貌ぼうを把は握あくできない。


　結局、アディリシアは、守らねばならないのだ。


　自分の結社を、自分の血統が続けてきた『魔ま法ほう』を、守らねばならない。


　いつきや〈アストラル〉──自分が本当に大切に思うモノよりも、受け継ついでしまったモノを優先しなければならない。


『魔法』が手段でしかない貸し出し魔法使いレンタルマギカと、『魔法』自体を目的とする真正の魔法使いの、致ち命めい的てきな違ちがい。


（……本当に、あなたが羨うらやましいですわ）


　アディリシアは思う。


　とても、羨ましかった。


　好きな人を当たり前に守れるという、その当たり前が、アディリシアにはどうしようもなく遠い。守ろうとする行こう為い自体が、アディリシアには許されない。


　不意に、古い記き憶おくが思い出された。


　あれは、初めての契けい約やくの記憶だったろうか。


　ソロモン王七十二の魔ま神じんを従えるための、最初の契約。


　当時、幼いアディリシアが対価に払はらったモノ。





　──『あなたと契約する代だい償しよう……？』


　──『私の〝時間〟ではどうです？』





　自分の、時間。


　すなわち未来の一いつ瞬しゆんまでも、すべて魔法のために捧ささげると誓ちかった。


　差し出したモノの重さ、貴さが今になって分かる。


（私は……）


　密ひそかに、奥歯を嚙んだ。


　後こう悔かいはしていない。


　自分の捧げたモノを、事実を悔くやみはしない。


　しかし、それだけのモノを差し出しても、いまだ〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部たちには勝利し得ないのだ。


（私は……どうやったら……イツキを救えますの……？）


　思う。


　想像する。


　あの少年を、救えるだけの『力』。


　そんな『力』を得ようと思えば──今度は、何を差し出さなければならないのか。


　いいや。


　もう、自分は分かっているんじゃないのか？





　──アディリシア・レン・メイザースにとって、一番大切なものなんて、とっくの昔に決まっているんじゃないのか？





「っ──」


　かぶりを振ふる。


　恐きよう怖ふと不安とで押しつぶされそうになりながら、少女は制服の胸むな元もとを握にぎりしめた。


「どうしました？　アディリシア様」


　そんなアディリシアへ、圭が怪け訝げんに眉まゆをひそめた。


「……なんでも、ありませんわ」


　気き丈じように、顔をあげる。


　そして、





「さあ。〈協会〉は、〈ゲーティア〉に何を求めますの？」





　華はなやかに笑った。


　内心などおくびにも出さず、〈ゲーティア〉首領、アディリシア・レン・メイザースの微び笑しようは、甘かん味み処どころの一角を飾かざったのであった。





　　　　３




　鴨かも川がわ。


　都の東を流れることから、古くは東川とも呼ばれた、近きん畿き地方の代表的な河川である。


　風水の理においてはすなわち青せい龍りゆうの相を持ち、時に鉄てつ砲ぽう水みずを起こす暴れ川として、時に罪人を処しよ刑けいする河原の刑けい場じようとして、時に歌か舞ぶ伎きをはじめとしたさまざまな芝しば居い小屋の土地として、京都を見つめてきた水脈。


　その上流、下しも鴨がも神社の近域に屋や敷しきはあった。


　ひどく古く、不思議なほど景け色しきに馴な染じんでいる平屋造りの屋敷だった。


　塀へいは千鳥破は風ふ、屋根は入母屋造りに整えられており、鴨川の水気を受けてしっとりと濡ぬれているようにも思えた。





　──そして、その奥の間で。





　破れた御み簾すを隔へだてて、ふたりの陰おん陽みよう師じが向かい合っていたのである。


　木乃伊ミイラのごとく枯かれ果てた老人と、平安風の羽織を纏まとった銀ぎん髪ぱつの青年だった。


　父と、子。


　御み厨くりや庚こう申しんと、猫屋敷蓮れん。


　しかし、ふたりの対たい峙じに親子の情など欠片かけらもなく、ただ冷厳たる殺意の糸だけが両者をきつく結びつけていた。


「か、かかか」


　御厨庚申が、嗤わらった。


「どう、する、つもり、だ、蓮」


　喘ぜん鳴めいとともに、老人が言う。


　嗄しわがれた声とともに、老人が嗤う。


「わしは、言ったぞ。自分、が、〈螺旋なる蛇オピオン〉、の、〈法ゲブラー〉の、座セフイラーだと、な」


　告白する。


　十数年も前からの秘密を、まるで暴ばく露ろすること自体に快感を覚えるように、乾かわいた長い舌を突つき出して、皺しわ深い顔を歪ゆがめる。


　また、嗤う。


「そのわしを、おぬし、は、どうする」


　御厨庚申の問いかけに、猫屋敷は身を震ふるわせた。


「わし、を、殺す、か？」


「…………」


　和服の懐ふところへ手をいれながら、青年は動かない。


　老人を──自らの父を、観察する。


　喘鳴混じりの父の声は、しかしおぞましいほど強きよう烈れつな意思を秘めていた。


　屋敷と同調した呪じゆ力りよくが、ひしひしと肌はだ身みに伝わってくる。


　たとえ肉体は朽くちる寸前だとしても、魔ま法ほう使つかいとしての御厨庚申は今こそ絶頂を極きわめていると、その呪力が雄ゆう弁べんに訴うつたえていたのだ。


　実際、そうだった。


　さきほど猫屋敷が放った霊れい符ふを、いともたやすく無効化した冴さえこそは、まさしく御厨庚申の名に恥はじぬものだった。


　若かりし猫屋敷が一度も伍ごしえなかった陰陽師の、その実力は衰おとろえていなかった。


　果たして、今の猫屋敷蓮をもってしても、元来の『力』の差を覆くつがえせるや否いなや。


「……私も、質問が途と中ちゆうですよ」


　と、猫屋敷は口にした。


「社長が禁きん忌きに指定された理由の……〈螺旋なる蛇オピオン〉の術式というのは、どういうことですか」


　それこそが、最大の疑問であった。


　伊庭いつきは、〈協会〉に禁忌と指定されたという。


　同時に、〈螺旋なる蛇オピオン〉に与くみしたということで、〈八葉〉は〈協会〉から呪じゆ詛そをかけられた。ほとんどの構成員はその呪詛に倒たおれ、今も部屋には濃のう密みつな呪詛が張り詰つめて、御厨庚申を害さんともがいている。


　そこまで、〈協会〉が躍やつ起きになる理由。


　そして、御厨庚申が自分の正体を暴露してもかまわないと、思い至ったわけ。


　どちらも、いつきの内の術式に端たんを発している。


　おそらくは、あの妖精眼グラム・サイトとも密接に絡からんでいるだろう術式に。


「……ああ。あの、伊庭、いつき、とかいう、小こ僧ぞうの、な」


「最初、貸し出し魔法使いレンタルマギカに依い頼らいしたいと言っていた『大祭』というのも、その術式に関かかわっているんですか？」


　続いて猫屋敷が訊きき、くっ、と御厨庚申の乾いた唇くちびるがつりあがった。


　ただでさえ瘦やせ細った体が、折れそうなほどにひん曲がる。


「それ、は、言えん、なあ」


　ひどく愉たのしそうに、老人はぺろりと乾いた舌を出したのだ。


　年ねん齢れいと裏腹に、どこか稚ち気きの入り混じった口調で、自らの息子むすこへこう語りかけたのである。


「力ずくで、訊いて、みるか」


「お望みなら」


　猫屋敷の指がすうと一枚の霊符を選ぶ。


　互たがいに同じ陰おん陽みよう道どう。


　同じ流派。


　ならば、偶ぐう然ぜんの介かい在ざいする余地は限りなく薄うすい。


　純じゆん粋すいな実力の差こそが、両者の命運を分けるに違ちがいなかった。


「…………」


　猫屋敷の吐と息いきが、細くなっていく。


　それに伴ともなって、ふたりの陰おん陽みよう師じの周囲には沸ふつ々ふつと呪力が滾たぎり、五体をとりまくように複雑怪かい奇きな螺ら旋せんを描えがいた。呪力の顕あらわれひとつをとっても、穂波やアディリシアの場合とは異なり、単純な放散とはならぬ。


　陰陽道の魔術特性は──精密呪力制御陰陽五行の式。


　ほかのいかなる魔術よりも精せい妙みように呪力を操作し、偉い大だいな魔術へと昇しよう華かする特性であった。


　互いの編んだ呪力は、いかなるカタチをとって喰くらいあうか。





「疾チツ！」


「疾！」





　口こう訣けつは、一いつ瞬しゆん。


　霊符は、両者の指から離はなれた直後、凄すさまじい紫し電でんと化して相打った。


　いわく、九きゆう天てん応おう元げん雷らい声せい符ふ呪じゆ。


　猫屋敷の知る霊符においては、最速の術であった。


　御厨庚申と猫屋敷、どちらも最速の符を選んだのは、まず戦いの主導権を得ようとした結果だったろうが、同時にふたりの思考の同一性をも示していた。


　師と、弟で子し。


　このふたりは魔法使いとして同じ完成に至っており──それゆえに、結果を待つこともしなかった。





「疾！」


「疾！」





　新たな符を放つタイミングさえ同じ。


　ただし、猫屋敷は横合いに走りながら、御厨庚申はその場に座したままで。


　今度は、放つ符は違っていた。


　猫屋敷が選んだ符は、飛ひ翔しよう半ばで無数の針を生み出し、老人へ襲おそいかかった。


　いわく、太たい白はく破は軍ぐん金こん神じん符ふ呪じゆ。


　対して、老人の指が投げた符は、同じ数の石礫つぶてとなってその針を迎げい撃げきする。


　いわく、玄げん天てん上じよう帝てい石せき星せい符ふ呪じゆ。


　紫電と紫電。


　魔ま針しんと石礫。


　広い座ざ敷しきに幾いく多たの魔術がぶつかり合い、颶ぐ風ふうを招いた。


　強力な魔術同士が干かん渉しようしあった末に吹ふき荒あれる、呪じゆ力りよくの風だった。同じ陰陽道同士であれば呪波干渉の程度は抑おさえられるはずなのに、これほどの呪風の巻き起こることが、ふたりの呪力の凄まじさを示してもいた。


　老人の座った膝ひざ元もとで真っ二つに烈れつ風ぷうが立ち割れ、対する猫屋敷の四方には四匹ひきの猫ねこが立ち塞ふさがって結界をつくっていた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ！」


　猫たちが、鳴く。


　玄げん武ぶ、白びやつ虎こ、青せい龍りゆう、朱雀すざく。


　四し神じんの名を与あたえられた猫たちは、今こそ自分たちの出番だと言わんばかりに、勇ましく鳴き交かわす。


「なるほど、猫、か」


　と、老人がひび割れた唇を舐なめる。


「お前の、式神、だったな」


「ええ」


　猫屋敷がうなずく。


　どちらの魔法使いも、一歩たりとも退かなかった。


　御厨庚申が、呟つぶやく。


「小細工、では、らちが、あかんな」


　これほどの符呪をもって、なお小細工と言い切った。


　そのまま、背後からずるりと取り出したのは、汚よごれた陶とう器きの壺つぼであった。
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　黒い土がついたままの、ごく平へい凡ぼんなその壺に、猫屋敷が表情を変えた。


「──覚え、てるか、蓮」


　と、御厨庚申がその壺を掲かかげた。


「藤とう次じ、に、掘ほり、出して、もらったぞ」


　屋や敷しきの外で倒たおれている、猫屋敷の腹はら違ちがいの兄の名を、老人はあげた。


　その壺を傾かたむけると、内側からざらりと汚れた砂がこぼれ……その砂に混じって、真っ白な何かが老人の膝元に落ちたのだ。


　骨だった。


　ひどく小さな、獣けものの頭ず蓋がい骨こつであった。





「叶かの恵えが可愛かわいがってた猫だ。名前もないのにこう呼ばれていたよな。……蓮、と」





「呼ぶな！」


　すると、猫屋敷も語調を強くしたのだ。


「あなたが……その名前を呼ぶな」


「くか、か」


　老人が、嗤わらう。


「お前でも、不快、か。狂くるった母親の、ことを、わしに語られるのは、嫌いや、か」


「…………」


「それ、とも、この猫の名が、嫌か」


　喘ぜん鳴めい混じりの声で、青年を弄もてあそびながら、それでも油断ひとつ生じさせない。


　さらに、言い募つのる。


「叶恵は、お前の、ことが、分からなかった、な」


　と、嗤う。


「……ずっと、お前と、この猫の、ことを、間ま違ちがっていた、な」


「……ええ、そうでしたとも」


　猫屋敷が、応じた。


「一匹の猫のことを、ずっと私と間違えてました。蓮、蓮と嬉うれしそうに呼んでましたよ。猫が死んだ後も、その死し骸がいをずっと抱かかえてました。隣となりで立っていた私のことなんて、一度だって振ふり返りはしませんでした」


　猫屋敷の声からは、あらゆる感情の色が失われていた。


　怒いかりも憎にくしみも遠く、ただ恐おそろしく静かに、老人を見つめていた。


　見つめているのは、過去であったか、今であったか。


「だか、ら、その姓せい、か？　あてつけ、か、何か、か？」


「…………」


　再び、猫屋敷は沈ちん黙もくした。


　しかし、老人は問う。


「どう、思う？」


　と、膝元の頭蓋骨を掲げる。


「母親に、お前と、間違えられていた、猫だ。呪じゆ術じゆつ、の触媒カタリスト、として、も、ひどく、お前、と、縁えん深い、猫だと、思わん、か？」


「…………」


「喜べ。これは、お前の、ためにだけ、用意していた、蠱こ毒どくだ」


　にい、と老人の朽くちた膚はだが笑いのカタチに歪ゆがむ。


「おぬしには、一番、効く、蠱毒、だろう？」


「好きに、すればいいでしょう」


「ほう」


「それでも、私は屈くつするつもりはありません」


　すう、と猫屋敷の指が空中に陣じんを描えがく。


　円と三角を組み合わせた、複雑精せい緻ちな陣図であった。


　合わせて、四方を囲んでいた猫ねこたちもまた動き、青年の周囲に同じ法円を築き上げたのだ。





「ひとつがふたつ、ふたつがよっつ、よっつがやっつ、やっつがじゅうろく──」





「ほう」


　自らの息子むすこがあげた口上に、初めて老人は呻うめきをあげた。


　青年を中心に制せい御ぎよされ、増ぞう幅ふくされ、循じゆん環かんしていく呪じゆ力りよくの流れに笑えみを深くした。


「石動の、傍ぼう流りゆう、が、編んでいた、四神相応が、ひとつ、か。確か、六十四卦け、三百八十四爻こうの、陣、とか、言ったか」





「太極より両りよう儀ぎ生じ、両儀より四し象しように至り、四象は八はつ卦けへと変わり、八卦は六十四卦の大成卦となす。されど、我はその爻こうを押し開き──」





　その術の、完成する間ま際ぎわだった。


　膨ふくれ上がった術の完成を待たず、猫屋敷は猛もう然ぜんと振り返ったのだ。


「これハ、残念。見物でシタのに」


　そこで、ひとりの白人が笑っていた。


　ブルーのサングラスに、百九十センチを超こえる体格。


　高そうな純白のジャケットは分厚い胸むな板いたで張り詰つめ、極ごく上じようの大理石から彫ほり上げたような首に三重にゴールドとプラチナのネックレスをさげていた。


「あなたは……」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉は〈尊厳ホド〉の座セフイラー、ジェイクと言いマス」


「────っ!?」


　猫屋敷が硬こう直ちよくしたのは、一いつ瞬しゆん。


　その一瞬で、数十の思考が脳のう裏りをよぎった。


　この期ごに及およんでも、なお青年の判断は正しかったと言えよう。


　御厨庚申ひとりでさえ互ご角かくなのに、新たな座セフイラー──〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部が現れたのならば、もはや先制攻こう撃げきしか残された手段はない。六十四卦三百八十四爻の陣の完成は、その瞬間に諦あきらめ、すぐさま発動できる霊れい符ふへと猫屋敷は意識を切り替かえた。


　ゆえに、男の名乗りが終わるのと、術の発動はほぼ同時。





「疾チツ！」





　選んだ符は、飛ひ翔しよう半ばで灼しやく熱ねつの奔ほん流りゆうと化した。


　ごお、と喚かん起きされたのは地じ獄ごくの炎ほのお。死者さえ焼き尽つくす浄じよう罪ざいの『力』を秘めて、猫屋敷が最も使い慣れた符は、六十四卦三百八十四爻の陣の余よ剰じよう呪じゆ力りよくさえ上乗せして、普ふ段だんの数倍の威い力りよくで現れた男を押し包んだ。


　すなわち、泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符ふ呪じゆ。


　──しかし。


　猫屋敷をしても、その結果は予想しえなかった。


　燃えていたのは、白人ではなかった。


　呪術ゆえに延えん焼しようはせず、正確に人ひと影かげだけを飲み込むはずの炎は……白人の足元で、ごく小さな物体を焼いているに過ぎなかったのだ。


「アア、これはヒドい。随ずい分ぶん高イ品だったノニ」


　見下ろして、白人が顔を歪ゆがめた。


　その、物体は──


「人形……っ!?」


「ソレが私の魔ま術じゆつデシテ」


　目を見張った猫屋敷が、同じ場所にたたずんだままの白人を見つめた。


　ジェイクと名乗った白人は、何重もの指輪をつけたごつい指を振ふってから、しい、と分厚い唇くちびるにその人差し指をあてた。


「種明かシはナシで。手品でもゲームでも、野暮な解説ハ厳禁だからネ。──それニ、そんなコト、気にしてる場合じゃないでしょ？」


　最後の示し唆さが何を指しているかなど、言うまでもなかった。


　無論、猫屋敷も注意を怠おこたったわけではない。


　ジェイクという新たな〈螺旋なる蛇オピオン〉に攻撃をしかけながらも、その集中力を途と切ぎれさせてはいなかった。


　それでも。





「──ほう、れ」





　老人の指が、膝ひざ元もとの頭ず蓋がい骨こつへ触ふれる。


　瞬間、一いつ緒しよに壺つぼからこぼれていた砂を吹ふき飛ばし、頭蓋骨が宙を舞まった。


　避よけることも、できたはずだった。


　なのに、猫屋敷は動けなかった。


　対たい抗こうする術を編むどころか、微び動どうだにできなかった。


　それこそ、御厨庚申が『猫屋敷のためだけに用意した蠱こ毒どく』と言った意味であったろうか。


　石像のごとく硬直した青年の肩かた口ぐちへ、小さな頭蓋骨が嚙かみつく。


「…………っ！」


　かすかな、呻うめき。


　今にも砕くだけそうな小さな歯の残ざん骸がいは、いかなる毒を青年陰おん陽みよう師じへ注いだか。


　ひどくゆっくりと、猫屋敷は自らの父を見やった。


「あな、たは……」


「死にはせん」


　と、老人が嗤わらった。


「だが、一ヶ月は、仮死、の、ままさ。その、まま、眠ねむって、おれよ。蓮」


　その声が届いたかどうか。


　無残な弧こを描えがき、猫屋敷の体は前にのめって、座ざ敷しきの畳たたみへと倒たおれ伏ふしたのだった。


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ああああ」


　朱雀の鳴き声が、まるで悲鳴のように屋や敷しきへ響ひびき渡わたった。





　　　　＊





「あ……っ」


　自分の唇から叫さけびがこぼれるのを、葛城みかんは必死に押さえていた。


　屋敷の、すぐ外側の塀へいだった。


　塀にへばりつき、〈協会〉の呪じゆ詛そにやられた〈八葉〉の次期当主──御厨藤次を看病しながら、みかんは内側の様子を見つめていたのだ。


　実際に、自分の目で見たわけではない。


　白虎である。


　四匹ひきの猫ねこの中でも、とりわけ呪力の同調に長たけた白虎の目を通すことで、屋敷の中でのやりとりをみかんは知覚していたのである。


　藤次の看病を頼たのむ前に、猫屋敷がそのための術を仕し掛かけておいてくれたのだった。


　しかし。


　少女の見た光景は、予想よりなお惨むごかった。


　ジェイクと、御厨庚申。


　ふたりもの〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部を前に、倒れ伏した猫屋敷蓮の姿。


「どうしよう、どうしよう……」


　隠かくれたまま、震ふるえる声を飲み込む。


　歯の根が嚙み合わず、どうしようもなく地面にうずくまる。


「お兄ちゃん社長が……猫屋敷さんが……っ」


　呟つぶやいて、みかんは顔を覆おおおうとする。


　動かした手が、こつりと何かにあたった。


[image: ]


「え？」


　それは、御厨藤次だった。


　呪詛によって男の顔はどす黒く染まり、短い吐と息いきを漏もらしていた。


　直接死に至るタイプの呪詛ではないが、長く続けば、やはり生命の危機につながるだろう。


　つまり……この事件が終わらぬ限り、死者は増える。


「…………」


　自然と、思考が止まった。


　真っ白になった頭で、少女はぐっと歯を食いしばっていた。


　──駄だ目めだ。


　混乱していても、何もできはしない。


　自分のできることを、しなければならない。


　この一年半で、葛城みかんが〈アストラル〉から学んだこと。


「……あたし……が……」


　と、少女は目め尻じりを手の甲こうで拭ふいた。


「あたしが……しっかりしないと……」


　誰だれにも見られぬように、ぎゅっと拳こぶしを握にぎる。


　いまだかよわく、しかしけして折れ曲がらない意志を、その幼い拳は秘めていた。





〈アストラル〉神しん道とう課契けい約やく社員、葛城みかんは、この事件を止めることを決意したのだった。





　　　　４




　それは、いつも頭の片かた隅すみで響いている声だった。


　どれほどに伊庭いつきが望んでも、けしてやまない声だった。





【見ロ】





　と、それは言う。





【視みロ】





　と、それは言う。





【観みロ】





　と、それは言う。





　声が呼ぶ。


　声が招く。


　いつきの中で反はん響きようし、増ぞう幅ふくし、軋きしりあがる。


　伊庭いつきという貧弱な『器うつわ』など、この機に破は壊かいせんとばかりに轟とどろき渡る。


　まるで。


　まるで、伊庭いつきはここで破壊されるためだけに存在していたのだと言わんばかりに──


「…………っ」


　意識が、浮ふ上じようする。


　窓から斜ななめに降り落ちる日差しが、網もう膜まくを焼いた。


　バンの中であった。


　ひっそりとした車道を走る後部座席に、いつきは今まで寝ねかされていたのだった。


「痛っ……」


　眼帯を押さえると、隣となりから覗のぞき込む気配があった。


　人の良さそうな顔立ちをしていた。


　くすんだ金きん髪ぱつに、鳶とび色いろの瞳ひとみ。ほっそりした身を纏まとうのはシックなスーツ。いつきより少し年上で、少し背の高い風ふう貌ぼうは、どこか子供っぽく映った。


「イツキ君、大だい丈じよう夫ぶ？」


　と、その若者が語りかける。


　フィン・クルーダ。


　もうひとりの妖精眼グラム・サイトにして、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部。


　いつきを──攫さらってきた相手だった。


「……大丈夫も、何も……フィンさんのせいでしょう？」


「おや」


　困った風に、フィンが頭を搔かいた。


「一応、イツキ君を保護しているつもりなんですけどね。〈協会〉に追われる身だっていう自覚はあるんでしょう？」


「頼たのんだ覚えはありませんし、保護っていうのが僕のためだとも思えません」


「これは手厳しい」


　若者の整った顔がしかめられる。


　ごく真面目まじめに、もっと歓かん迎げいされると思っていたようでもあった。


　ついで、


「だよなあ」


　と、喉のどを鳴らす音があった。


　こちらは運転席で、黒い口紅を塗ぬった唇くちびるを淫みだらに舐なめて、少年を見返したのである。


　艶えん然ぜんとした、二十代半ばほどの女だった。


　実際の年は、分からない。


　馥ふく郁いくと流れる黒い髪かみ。雪と紛まがうばかりの白い肌はだ。纏まとった毛皮にも劣おとらぬ、眩まばゆいばかりの肢し体たい。いずれも瑞みず々みずしさに溢あふれていたが、女の本来の年ねん齢れいを保証するものではなかった。


　ツェツィーリエ。


　あるいは吸きゆう血けつ鬼きとも呼ばれる、ルーンの魔ま法ほう使つかい。


　彼女こそが、オルトヴィーンの師にして、残ざん忍にん非道たる〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈王国マルクト〉の座セフイラーだった。


「なんせ、わざわざ気絶させて運んだぐらいだからねえ」


　ろくに前も見ず、くつくつと愉ゆ快かいそうにツェツィーリエが笑った。


「どう言いつくろっても、拉ら致ち誘ゆう拐かいの徒には違ちがいないさ、このバンだって、まともに認識されないようにずいぶん仕し掛かけを重ねてるしねえ」


「仕掛け……ですか」


「そうともさ。〈協会〉は表の世界でも権力持ってるからね。ああいや、そっちの方が今は主か。魔法使いとしては堕だ落らくだけど、集団で動かれるとなんとも鬱うつ陶とうしい。さっきから検問にかからないように、あちこち小細工ばっかりだ」


　親指に乗せた金貨を、ぴんと跳はね上げる。


　そこに刻まれたルーン──『馬エフワズ』という意味の書かれた文字を、いつきの右目は痛みとともに捉とらえた。


　ぐるりと車内を見回してから、少年は言う。


「この車で……僕を運んできたんですね」


「おおさ」


　と、ツェツィーリエがうなずく。


　そう。


　フィンによって左ひだり大だい文もん字じ山やまへ瞬しゆん間かん移動させられたいつきは、今度はツェツィーリエのバンへ無理矢理乗せられていたのである。


　最初から目的地へ行けばよいようなものだが、もとより瞬間移動などという魔術自体繊せん細さい極きわまりない代しろ物ものだ。成せる魔法使い自体ごく一ひと握にぎりしかおらず、その魔法使いたちにせよ、実行できる場所も時間も限られる。こうしたバンの準備は、彼らにとって必然だったろう。


　だが、疑問は残る。


　この後……いつきをどうするつもりか、という疑問が。


　怖おぞ気けを振ふり払はらい、少年が訊きく。


「僕を、どこに連れて行く気です？」


「おやおや、ずいぶん楽観的な人ひと質じちだねえ。こんだけひどい誘ゆう拐かい犯相手なのに、何でも訊けば答えてもらえるって思ってるわけか？　そら甘えた話だぜ？」


「…………」


「ま、だからって逃にげるわけにもいかないだろうがねえ？」


　牙きばを剝むいたツェツィーリエに、いつきは奥歯を嚙かんだ。


　右目を、意識する。


　じくじくと眼帯の奥で広がっていく、痛みのような感覚を意識する。


　──あるいは。


　フィンだけ、もしくはツェツィーリエだけならば、この眼帯をもぎとれば対処できるかもしれない。打ち倒たおすことは不可能にせよ、逃げるぐらいはできたかもしれない。


　だが、ふたりでは無理だ。


　ひとりずつでさえ超ちよう絶ぜつをもってなる魔法使いが、こうしてふたり揃そろってしまったならば、いつき程度にできることなど何もない。眼帯の奥の──妖精眼グラム・サイトでさえ、その例外ではなかった。


「…………」


　眼帯から、手を外す。


　その様子に、少年の心情を把は握あくしたか、


「はん、芯しんから馬ば鹿かってわけじゃないのは助かるな」


　と、ツェツィーリエが唇を歪ゆがめた。


　その、タイミングだった。





「──あなたの眼めですよ」





　と、フィンが口にしたのだ。


「おい、フィン？」


　ツェツィーリエが眉まゆをひそめたのを無視して、若者は告げる。


「イツキくんの眼を、治します」


「……それ、一年前の穂波にも、同じことを言いましたね？」


　だから、あのときの穂波は〈アストラル〉から離り反はんしたのだ。


　布ふ留る部べ市の竜りゆうを生いけ贄にえとしてでも、いつきの目を治ち癒ゆしようとした。


　それは、ケルト魔術本来の魔術特性でもあった。代だい償しようとする生け贄が価値あるものであるほど、より強大な力を発揮するという、フィンとともに確立した魔術。


　穂波の先せん輩ぱいであるフィンは、そうした儀ぎ式しきへ穂波をそそのかしたのだった。


「ええ」


　と、フィンが認めた。


「僕の目に……」


　言いかけて、いつきはぐっと奥歯を嚙んだ。


　ずきり、と右目が痛んだのだ。今までもある痛みだったが、ずいぶんと頻ひん繁ぱんになってきていた。


「フィンさん、僕の眼帯に……何かしたんですか？」


「いいえ」


　と、フィンはかぶりを振った。


「もう、そんな必要はないですから」


「必要が……？」


「さっき、あの甘かん味み処どころで僕の妖精眼グラム・サイトを視みたでしょう」


　と、若者は自分の瞳ひとみを指した。


　今は普ふ通つうの、鳶とび色いろの瞳にしか思えない。


　若者が使っているコンタクトが、いつきの眼帯のような呪物フエテイシユなのか、それともフィンが妖精眼グラム・サイトを完全に制せい御ぎよできているためか、その理由は判然としなかった。


「僕の妖精眼グラム・サイトに君の妖精眼グラム・サイトが反応した──それだけで、もう耐たえられないぐらいに、君の眼帯は脆もろくなってるんですよ」


「それも……」


　と、いつきが抗こう弁べんする。


「昔……フィンさんが、壊こわしたせいですよ」


「それも本当ですね」


　困ったように、若者が頰ほおを搔かく。


　それから、不意に真面目まじめな顔になって、少年の頰へ触ふれた。


「…………っ！」


「もう知ってるはずですよ。知らなくても感じているはずです。君の目に何があるか。十年前──いいえ、もう十一年前、君が視た術式がどのように育ってしまっているか」


　もぎはなそうとしても、若者の手は外れなかった。


　フィンの真しん剣けんな瞳から、目を離はなすこともできなかった。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉に必要なのも、その術式です」


「──てめえ」


　今度こそ、野や獣じゆうめいた声にツェツィーリエが殺気を漲みなぎらせた。


　しかし、それさえ、フィンは意に介かいさなかった。


　ばかりか、こう続けたのだ。


「あなたの目で育はぐくまれた……『生命の実』の術式を、〈螺旋なる蛇オピオン〉は欲しているんです」


「生命の……実？」


　いつきの手が、自分の眼帯へと動く。


　かすかに震ふるえる指がもどかしく眼帯の表面をこすったとき、右目に痛みが走った。


　運転席から、ごおと熱風が巻いたのだ。


　その中心に、呪じゆ力りよくを放つ文字を、いつきは視た。
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　その『意味』は『炎ほのお』と見えた。


　いつきのみならず、フィンまでも巻き込んで燃やし尽つくす業ごう火かが、突とつ然ぜん後部座席へと膨ふくれあがったのだ。





「──命ずるハイル」





　そして、その炎が、若者のあげた指の先に吸い込まれた。


　ルーン文字の成そうとした魔ま術じゆつが、呪力ごと無効化されたのだと、いつきの右目はかすかな痛みとともに視た。


　鼻を鳴らし、ツェツィーリエが牙きばを剝むく。


「いい加減殺すぜ？」


「十分殺す気だったくせに」


　微笑して、軽くフィンは咳せき込んだ。


　その横顔が、いつもより青ざめて見えたのは、いつきの気のせいだったろうか。


「覚えておくといい。イツキくん」


　あくまで、若者の声こわ音ねは柔やわらかかった。


　瞳はいつきの眼帯へ据すえられたままで、おぞましいほどに優やさしく、壊れそうなぐらいに懸けん命めいだった。


「君の目は、希望です」


　真まっ直すぐに、告げる。





「それこそは僕らの願いであり……とりもなおさず、すべての魔法使いの願いなのですから」
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　──そして、もうひとつ。





　もうふたりだけ、〈アストラル〉には社員がいた。


　京都・北部。


　船ふな岡おか山やま。


　都の霊脈レイラインの基部をなす、歴史ある霊れい山ざんであった。


　その半ばで、三人の魔法使いが睨にらみ合っていたのだ。


　片方のペアは、薄うす手でのパーカーを着た半はん透とう明めいの少女と、真しん紅くのコートを纏まとった男の子。


　黒くろ羽はまなみと、オルトヴィーン・グラウツであった。


　先に、黒羽が口を開く。


「じゃあ……どうしても、いつきくんを捕つかまえるっていうんですか？」


「ええ。いまや禁きん忌きに指定されてますからね」


　と、対する男がうなずいた。


　唇くちびるから紫し煙えんをくゆらせる細葉巻シガリロを除いては、年ねん齢れいから表情まで、ありとあらゆる特とく徴ちようを削けずったような男であった。


　ひとつひとつのパーツをとれば整っているといってもよいのに、全体を見たとき、まるで印象に残らない。眉まゆの長さも、彫ほりの深さも、瞳ひとみの深ささえもがすべて平均的な男性だった。


　影かげ崎ざき。


　あるいは、魔法使いを罰ばつする魔法使いと、そう呼ばれる男だった。


　その男から、たった今ふたりは、伊庭いつきが禁忌に指定されたという事実を聞いたのだった。


「とはいえ……〈アストラル〉自体に罪があるわけではありません。あなた方には無む駄だに動かぬよう、警句を残すにとどめましょう。……では」


　告げるだけ告げて、影崎は踵きびすを返す。


　その背中には、とりつくしまもない。


　かといって、冷れい酷こくというのも違ちがう。岩や水がそうであるように、最初からふたりに興味など持ち合わせてないと、そういうようだった。


「待てよ」


　と、オルトヴィーンがその背中をひきとめた。


　こちらは、上辺こそ力強いが──まるで、無理矢理にしぼりだしたような声音。


「あの馬鹿（Dummkopf）を捕まえたら……どうするつもりだ」


「あなたの想像通りかと」


　振ふり返りもせずに、影崎は答える。


　そのまま歩いていき、数歩ばかりで止まった。


「おや」


　と、無機質な視線だけを、こちらへ向ける。


　その方向から溢あふれた殺意に、気がついたためだった。


　ごく静かに、問う。


「気にくわない想像でもしたようですね。……私に嚙かみつくつもりですか？　吸きゆう血けつ鬼きの弟で子し」


「……おおさ」


　と、オルトヴィーンは答えた。


　ぶるりと背筋が震ふるえるのを、少年は押し隠かくした。


　懐ふところより取り出した指には、いくつもの小石が挟はさまっている。その小石のひとつひとつに精密なルーン文字が刻まれていた。


　今、そのルーン文字にオルトヴィーンの呪じゆ力りよくが通され、徐じよ々じよに赤く染まりつつあった。


　ルーンの染色、という。


　自らの血や呪力をもって文字を染めることにより、ルーンの魔法使いはその『力』と『意味』を顕けん現げんせしめる。


「──染色の速度は、たいしたものですね」


　ぽつりと、影崎が呟つぶやいた。


　滅めつ多たにないことだった。


　この男が、他人の手て際ぎわを褒ほめるところなど、聞いたものはそうおるまい。


　オルトヴィーン・グラウツの魔ま術じゆつが、この若さでそこまでの域に達しているということだ。かの吸血鬼が叩たたき込んだ魔術は、たとえ呪のろわれた技術であっても、少年の強さとなって芽め吹ぶいていた。


　はたして、魔法使いを罰する魔法使いに応じて、いかなるルーン文字を少年は選んだか。


　──しかし、


「待って、オルトくん」


　少年がその文字を解き放つより早く、半透明の手が分け入ったのだ。


「黒羽!?」


「もう少し待って、オルトくん」


「黙だまれ！　お前は何も分かってない！　仮にも〈協会〉が禁忌と指定した以上、それは絶対だ。覆くつがえることなんかない。だったら、今のうちにこいつだけでも排はい除じよか──時間稼かせぎしておかないと、あの馬鹿（Dummkopf）は……っ」


「〈アストラル〉ではあたしが先せん輩ぱいです」


　はっきりと、少女は言い切ったのだ。


　その凜りんとした強さに、一いつ瞬しゆん、オルトヴィーンさえも気を呑のまれた。


　影崎が、視線を少女へ据すえる。


「どうするおつもりです？」


「何も」


　と、少女はかぶりを振った。


「でも、ひとつだけ、尋たずねることがあります」


「ほう」


　面おも白しろくもなさそうに、影崎が相づちを打った。


「…………」


　黒羽が、言葉を止めた。


　霊エーテル体ゆえに呼吸などないが、まるでそれを思い出してしまったように胸むな元もとを押さえた。


　まるで十年ぶりの呼吸を押し出すように重く、少女は訊きいたのだ。





「──影崎さんは、先代〈アストラル〉の社員だったのに、どうして〈アストラル〉と敵対しようとするんですか？」





「な……っ！」


　驚きよう愕がくとともに目を剝むいたのは、オルトヴィーンであった。


　影崎は、ただ静かだった。


　とん……と細葉巻シガリロを叩くと、灰が地面に落ちた。その灰を軽く踏ふんで、ゆっくり影崎は視線を戻もどした。


　相変わらず、何の感情も映さぬ漆しつ黒こくの瞳ひとみが、尋ねた。


「猫屋敷か、ユーダイクスあたりが話しましたか？」


「いいえ」


　黒羽がかぶりを振ふる。


「ですけど、皆みなさんの話を聞いていて、なんとなく思ったんです。〈アストラル〉にいた最後の社員の──柏かし原わらさんっていうのは、影崎さんのことじゃないかって」


「…………」


　影崎が沈ちん黙もくする。


　オルトヴィーンは、ただ茫ぼう然ぜんと少女の主張に思いをめぐらせた。


　柏原代だい介すけ。


　話には、聞いたことがあった。


　以前ユーダイクスが話した、十二年前の物語にも出てきた人物だ。


　先代〈アストラル〉社長・伊庭司つかさの創立から付き合っていたという、道術の使い手。かの〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部さえ退けた魔術の冴さえは、なるほど魔法使いを罰ばつする魔法使いにふさわしいものではあった。


　能力だけならば、そのふたりが同一人物であるという黒羽の言葉はうなずける。


　だが。


「……今の私と、柏原代介とは、ずいぶん印象が異なるかと思いますが」


　オルトヴィーンの疑問と同じ内容を、影崎が口にした。


「はい。全然違ちがいます」


　黒羽も微び苦く笑しようする。


　その通りだった。


　先代〈アストラル〉にいた柏原という社員は、いつもびくびくしてて、やたらにお人ひと好よしで、今の影崎に似てる部分など欠片かけらもない相手だった。


　どちらかといえば、そのお人好しぶりは、いつきのようなただの人間を想起させる。


　今の影崎と重なるところなど、何ひとつない。


「でも、やっぱり似てます」


　と、黒羽は告げた。


「どこがでしょう」


「あたしも分かりません」


「は？」


　影崎がきょとんと声をあげた。


　前代未聞とか珍めずらしいとかを通り越こして、もはや奇き蹟せきに認定されそうな出来事だった。


「あは」


　と、唇くちびるに手をあてて、黒羽は続ける。


「だって、理由なんかないんです。本当に何もない。──強しいて言うなら」


「強いて言うなら？」


「女の勘かん、でしょうか」


　にっこりと笑ったのである。


　幽ゆう霊れいだというのに、まるで相反する印象の、太陽みたいな笑え顔がおだった。


　聞いた影崎は、しばらくその笑顔を見ていた。


　それから、


「それなら仕方ありませんね」


　と、男は呟つぶやいたのだった。


「…………」


　結局、その無表情が揺ゆらぐことだけはなかったが、オルトヴィーンは愕がく然ぜんとしていた。


　両者を視界にいれたまま、ずっと目を丸くしていた。


　最後の影崎の声に、かすかな感情が含ふくまれているように思えたからであった。


（ひょっとして──）


　その正体を考えて、オルトヴィーンはかぶりを振った。


　あまりにそれが、影崎という相手に縁えん遠どおいものに思えたからだ。


　魔ま法ほう使つかいを罰する魔法使いという、〈協会〉でも特別な立場からは考えがたい、ごくごく当たり前の感情だったからだ。


（それこそ……まさかだ）


　自分の想像を、オルトヴィーンは強く打ち消す。


　ひょっとして……その感情は微び笑しようだったかもしれないなんて……そんなこと。


「では、私が柏原だったらどうなさるつもりです」


　冷ややかに、影崎が問う。


　すでに、その表情には感情の残ざん滓しもない。


〈協会〉副代表ダリウス・レヴィが最も信をおくと言われる魔法使いは、ただの数秒で元の異い貌ぼうへと戻もどっていた。


「教えてください」


　ひるまず、黒羽は口にした。
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「教える？」


「〈協会〉の影崎さんじゃなくて、先代〈アストラル〉の社員だった柏原さんに訊ききたいんです。いつきくんが禁きん忌きだっていうのは、どういうことなんですか？　あたしたちが〈アストラル〉にできることって、何もないんですか？」


「訊けば、教えてもらえるとでも？　さきほど、私とあなた方は利害が相反すると言ったはずですよ。なのに、ろくに知りもしない先せん輩ぱい後輩の間あいだ柄がらを使って情報を得ようなんて、少々虫のいい話ではありませんか？」


「あたしは、何もできません」


　無情の眼まな差ざしを受けて、なお強く、少女は言った。


「ほかの皆みなみたいに魔法使いじゃありません。いつきくんみたいに特別な才能があったわけでもありません。だったら、どんなに虫のいい話でも、みっともない方法でも、しがみついて見せます」


　折れぬ決意で、影崎を見み据すえる。





〈アストラル〉幽霊課正社員、黒羽まなみは、かつての大先輩へと自らの思いのたけをぶつけたのだった。
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　穂波たちが足を止めたのは、祇園よりやや東北にずれた小さな橋の上だった。


　鴨川から分ぶん岐きした、細い傍ぼう流りゆうである。


　流れの狭せまさに合わせて川底も浅く、行ぎよう儀ぎ良い石の並びまでもがはっきりと目視できた。


　そして、その傍流に架かけられた、赤い木製の桁けた橋ばしで、


「──高瀬」


　途と中ちゆうで立ち止まったのに焦じれて、辰巳が太い眉まゆをあげた。


「〈八葉〉に行くんじゃないのか？」


「ううん」


　と、穂波はかぶりを振ふる。


「今から〈八葉〉に行っても、もう終わってると思う。〈協会〉は〈八葉〉が〈螺旋なる蛇オピオン〉につながってるって言うたんやから、あたしらと同じかそれより先に動いてるはずや」


　きっぱり、少女は断言した。


　実際、穂波の推測通り、彼女たちが〈協会〉の魔ま法ほう使つかいたちと出会ったとき、〈八葉〉の構成員は呪じゆ詛そに倒たおれていたのである。


「……それに、みかんにも猫屋敷さんにも、携けい帯たいも社章の糸パスもつながらへん。〈協会〉の面々と一いつ緒しよに〈螺旋なる蛇オピオン〉にやられたんかもしれへん」


「みかんが……じゃとっ！」


　これは、香が呻うめく。


　白く幼い顔が歪ゆがみ、ぎゅっ、と唇くちびるを嚙かんだ。


　葛城みかんは、少女にとって、たったひとりの妹であった。


　苦しみを分かち合い、表ひよう裏り一体の悲しみを共有した相手だった。さまざまな事情の末、〈アストラル〉と葛城家に別れて過ごすことになっても──いやだからこそ、ふたりの絆きずなは代え難がたいものであった。


（……おのれ……っ）


　怒いかりを、嚙みつぶす。


　悔くやしさと絶望のないまぜになった強い衝しよう動どうが、ぐるぐると十一歳の幼い身体からだを搔かき乱した。


　その感情を抑おさえかねていると、小さな頭の後ろが、その倍ぐらいの大きくて柔やわらかな手に包み込まれたのだ。


　巨きよ漢かんの手であった。


「辰巳」


「助けりゃいいんだ、助けりゃ」


　言葉は軽く、その内側の意志は重かった。


　何よりも、手のひらから伝わる温かさこそが、少女を支えてくれた。


「……うむ」


　と、香はその温かさに体重を委ゆだねた。


　それから、


「穂波どのは……どうする気じゃ？」


「まず、社長を連れて行った場所を割り出す」


　制服の内側から、しゃらん、と紐ひも状の何かを穂波が取り出した。


　細い銀ぎん鎖ぐさりの先に水すい晶しようをつなぎとめたそれは、ダウジング用のチェーンであった。


「それで、分かるのか？」


「社章の糸パスは途と切ぎれてるし、向こうも半はん端ぱなダウジングがでけへんように準備してると思う。やけど、ヒントはある」


「ヒント？」


　眉をひそめた香に、穂波はこう言ったのだ。


「御厨庚申が言ってた……『祭り』や」


「でも……〈螺旋なる蛇オピオン〉とつながってたっていうなら、その『祭り』ってのもでたらめじゃねえのか？」


　これは辰巳が問うたのだが、穂波は別の見解を提示した。


「全部が全部、噓うそやないと思う」


　と、ダウジングチェーンを見つめる。


「社長を攫さらうだけやったら、昨日の内に攫っておけば良かったんや」


「昨日？　〈八葉〉との会見のときか」


「うん」


　少女がうなずく。


「わざわざ前日に面会の機会をつくったいうことは、社長に埋うもれてる術式の状態を、御厨庚申がその目で確かめる必要があったいうことや。どういうことかは分からんけど、社長の目にあるっていう術式を、〈螺旋なる蛇オピオン〉はこの京都にいる間に何とかしたいんやと思う」


　推測を重ね、穂波は香へと向き直った。


「香さん、心当たりあらへん？」


「心当たり？」


「香さんも見たやろ？　社長の妖精眼グラム・サイト」


「……う、む」


　今年の、頭のことだ。


　葛城の、鬼おにの事件。


　間接的には〈螺旋なる蛇オピオン〉も関かかわった事件で、進しん退たい窮きわまったそのとき、伊庭いつきは右目を封ふうじた眼帯をもぎとったのだ。


　その凄すさまじさを、忘れるはずもない。


　単に、呪じゆ力りよくや魔ま術じゆつの本質を見み極きわめるとか、そういう段階のモノでは到とう底てい無かった。


　鬼のハジマリを突つき止め、複数の魔術系統を融ゆう合ごうせしめて、ついにはひとつの霊脈レイラインさえ創生した奇き蹟せきを──魔法使いが口にしてはならぬその言葉にふさわしい現象を──香は、はっきりと記き憶おくしている。


　そして、穂波が言う。


「あの妖精眼グラム・サイトに……この都市を使って干かん渉しようできる儀ぎ式しきに、心当たりある？」


「陰おん陽みよう道どうで霊脈レイラインじゃと……有名なのは泰たい山ざん府ふ君くん祭さいじゃが……今日の天道を考こう慮りよすれば……」


　思考に没ぼつ頭とうして、香は口元を覆おおった。


　確かに、絞しぼり込める要素はあった。


　いかな腕うで利ききの魔法使いといえど、あれほどの術式に触ふれるとなれば、相応の儀式を用意せざるを得ない。一いつ旦たん安全な場所に逃にげてからという考え方もあるが、それでは土地の問題を解決できないのだ。


　強大な魔術を行おうとすれば、それを受け止められる土地は不可欠だ。


　かつ、世界の有力な霊れい地ちは〈協会〉とその関係者に押さえられている。


　ここでいつきを攫い、〈協会〉の追っ手を振ふりきったとしても、それでは二度、三度と〈協会〉に嗅かぎつけられる危険を免まぬかれがたい。だとすれば、伊庭いつきを攫ったこの場所で、そのまま儀式を行うのが最も好都合で効率的な考え方だった。


　まして、京都という稀まれなる霊地に、わざわざ〈アストラル〉を誘さそい出した理由と必然性を考えれば──


「…………」


　香の沈ちん黙もくは、たっぷり数分ほど続いた。


　振り袖そでが汚よごれるのもかまわずしゃがみこみ、その指が橋に触れて、複雑精せい緻ちな図形を描えがいている。その輪りん郭かくの一部が、ほぼ正確に京都の土地の外形を模していると、辰巳と穂波だけは理解した。


　何度か、検算するように少女の白い指が同じ箇か所しよをなぞり、それから口を開いた。


「……ひとつには絞りきれぬ。〈螺旋なる蛇オピオン〉が必ずしも陰陽道をメインに儀式を行うとは限らぬからな。じゃが、京都という土地を使う上ならば、七つまでには狭せばめられよう」


「そこを教えて」


　穂波が、強く言った。


　しゃらん、とダウジングチェーンが鳴った。


「そしたら──最後はあたしが絞り込む」





　　　　＊





「……どうしましたの？」


　アディリシアの声を受けて、弱った風に石動圭は肩かたをすくめた。


「いやいや、ちいっと面めん倒どうくさくなってるみたいでして」


　胸むな元もとのペンダントをいじりつつ、かたかた、とノートパソコンのキーボードを叩たたいている。


　先の、甘かん味み処どころだった。


　あれからふたりは動かずに、甘味処の中で待機していたのだった。


　変化らしい変化といえば、圭が近くのテーブルに腰こしを据すえて、ノートパソコンを開いた程度であろう。科学技術をいとわぬ〈協会〉らしく、対策本部の情報はネットを通じて配布されているらしかった。


　フィンに倒たおされた魔法使いたちも、すでに移送されている。


〈協会〉が店ごと押さえたと言ったのは本当らしく、新たな客や店員はまったく出てこなかった。


「やっぱ、駄だ目めかあ」


　テーブルを叩いて、圭が顔をしかめた。


「何がです？」


「思った以上に、〈螺旋なる蛇オピオン〉も本気のようです。〈八葉〉の屋や敷しきに向けていた連中が、ほとんど連れん絡らく取れなくなりました。……こりゃどうも、三ヶ月前に倫敦ロンドンの〈学院〉を襲おそったレベルの連中が、複数出てきてるっぽいな」


　最後のは、独り言めいた呟つぶやきだった。


　舌打ちした圭に、アディリシアが口を開く。


「読みが甘かったのかしら？　それとも戦力の振り分けが間ま違ちがってました？　あるいはその両方でして？」


「そう言われると耳が痛い。……ですが、天才的な魔法使いほど頭が固くて、言うことを聞いてくれないものでして。アディリシア様でしたらご存じでしょう？」


「ええ。嫌いやみたらしく言われなくても」


　視線をそらしながら、アディリシアは同意した。


　実際、そこは〈協会〉の弱みなのだ。


　互ご助じよ組合である〈協会〉は、政財界への権力こそ持つものの、直属の魔法使いの数はそう多くない。また、それら直属の魔法使いは粒つぶぞろいではあるが、群を抜ぬいた──いわゆる天才と呼ばれるレベルの魔法使いは、意外なほど少ないのだ。


　仕方のない話ではある。


〈協会〉が幾いく多たの結社を束ねる以上、ひとつの魔ま術じゆつ系統へ傾かたむくわけにはいかないからだ。


　そうでなくとも、魔法使いという生物は、魔術に対して執しゆう着ちやくが強すぎる。迂う闊かつに高位の魔法使いなど集めれば、〈協会〉の公平性や組織力は一いつ瞬しゆんで瓦が解かいすることだろう。


　とりわけ、科学という価値観に蹂じゆう躙りんされた現代では、〈協会〉が政治力の方に傾いたのは当然の結果といえた。悪あく循じゆん環かんではあるが、そういう〈協会〉に魔法使いたちが非協力的になるのも自然である。天才と言われるレベルになればなるほど、科学や俗ぞく世せへの嫌けん悪おは増すばかりだからだ。


　──だからこそ。


　ごくわずかな例外は、畏い怖ふをもって呼ばれる。


〈協会〉の抱いだく刃やいば。


　魔法使いでありながら、魔法自体に価値を見み出いださないもの。


〈協会〉への絶大な忠誠と、ＡＡＡトリプルエークラスの結社首領さえ凌りよう駕がする呪じゆ力りよくを兼かね備えたモノ。


　彼らは、こう呼ばれる。


（魔法使いを罰ばつする魔法使い……ですわね）


　アディリシアの表情に、かすかな影かげが揺ゆれた。


　この誇ほこり高い少女には稀まれなことに、それは怯おびえと言われる感情にも似ていた。


　しかし、〈協会〉の活動範はん囲いが全世界に渡わたるのに対し、彼らの数はあまりにも少ない。周囲に睨にらみを利きかせる事情もあいまって、これほどの事件でさえ動かせる人員はほとんどおるまい。


　規模では圧あつ倒とう的に劣おとる〈螺旋なる蛇オピオン〉に、〈協会〉がつけこまれる隙すきもそこにあった。


（……少しいい気味ですけど……イツキは）


　ひそかに、拳こぶしを握にぎった。


〈螺旋なる蛇オピオン〉に拐かどわかされた少年は、いまだ消息不明のままだ。


　フィンの口ぶりからして命を取られていることはないだろうが、どのような環かん境きようにおかれているか、アディリシアでも想像できなかった。


（…………っ）


　胸が、痛い。


　張り裂さけてしまいそうなほどに、会いたくてたまらなかった。


　しかし、会ってどうするのか。


　こうして敵になってしまっている自分が、どんな顔をしていつきの前へ出られるのか。


　まして、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部に敗北した自分が、いまさら一体何をできるというのか。


（……『力』が、あれば？）


　問いかけは、自分自身の心に染みこんだ。


　何気なく制服の懐ふところへさしこんだ指先に、固い感かん触しよくがあった。


　ざらりとした青銅の壺つぼ。


　その内側に秘められた、形なきモノの正体をアディリシアは知っている。


　至上の四柱。


　未熟なアディリシアがいまだ支配し切れぬ魔神たちも、その壺の内に眠ねむっていた。


　いや、未熟というのは酷こくだろう。〈ゲーティア〉の歴史をひもといても、至上の四柱を直接支配するに至った者は数えるほどしかいない。四柱すべてを喚かん起きしえた者は、伝説のソロモン王を除けば、アディリシアの父オズワルド・レン・メイザースただひとりだ。


　アディリシアの素質と努力をもってすれば、いずれはさらなる四柱を従えることも不可能ではあるまい。


（それでも……）


　少女の指は、青銅の表面をなぞった。


　冷たく固く不快な感触が、今の少女にとっては支えであった。


　そんなときだった。


　不意に振しん動どうを感じて、アディリシアは懐から携けい帯たいを取り出した。


　圭が、片眉まゆをあげる。


「おや」


「もしもし」


　受話部へ応答して、二、三会話すると、少女はすぐに電源ボタンを押した。


　携帯をしまって、圭へ向き直る。


「ダフネからでしたわ」


「なるほど。なんと言ってました？」


「先に石動さまに言われたよう、付近で待機していた〈ゲーティア〉の徒と弟ていたちに、探査儀ぎ式しきを行わせておりました。妨ぼう害がいも厳しかったですが、さきほどやっと、ひとりの反応をつかまえられたと」


「どなたです？」


「…………」


　かすかに、少女は躊躇ためらった。


　それも、わずか一秒足らずだった。


「伊庭イツキの居場所を、〈ゲーティア〉は捕ほ捉そくしました」


　そう、言い切ったのだ。


「なるほど」


　と、圭も感心した風にうなずいた。


「では、〈ゲーティア〉首領として、アディリシア様自らも、伊庭いつきの拘こう束そくに出向いていただけるんでしょうか？」


「────っ」


　かすかに、少女は息を止めかける。


　それを悟さとられぬよう、必死にこらえた。


　表面だけはいつも通りおどけたまま、石動圭の瞳ひとみはこちらの内側までも食い入るような、ぞっとする鋭するどさを隠かくしていたからだ。


　こちらを見定めようとする瞳だった。


　だから、


「もちろんですわ」


　と、少女は肯こう定ていした。


　心臓が、痛いぐらいずきずきと鳴る。


　たった今止まってくれればいいのにと、切にアディリシアは思った。


　そうすれば、こんな言葉は口にせずにすむのに。





「〈アストラル〉も葛城家も〈螺旋なる蛇オピオン〉も退けて、この私が伊庭イツキを……いいえ、〈協会〉が禁きん忌きと指定するバケモノを……捕とらえてみせますわ」





　　　　２




　時間は、非情に流れていく。


　街に起きている悲劇も憂うれいも、すべて均等に刻んでいく。


　初秋の太陽もいよいよ傾かたむいて、夕暮れの緋ひ色いろを帯びつつあった。


　まるで血のような、べっとりとした色合い。


　古都に似合わぬその光に、侘わびた通りも寺院の影かげも侵しん食しよくされていって──


「やれやれ……苦労しました」


　と、ぼやく声が聞こえた。


　フィン・クルーダだった。


　その近くのぬかるんだ地面を、いつきとツェツィーリエも歩いていた。


　森の中である。


　低い丘きゆう陵りようの、獣けもの道みちさえない坂だった。


　場所は、京都の中心部より南方にずれる。


　数時間前、京都北方に誘ゆう拐かいされたいつきは、フィンとツェツィーリエに連れられて、ぐるりと京都の南方の丘陵まで移動していたのだ。


　途と中ちゆう、検問に何度かでくわしたが、そのたびフィンが軽く指を振ふるだけで、警官たちは皆みないつきたちの乗ったバンを忘れたように、右往左往するのだった。


　妖よう精せいのまどわしですよ、と若者は言っていた。


「魔ま法ほう使つかい相手だと難しい子供だましの暗示ですが、一いつ般ぱん人なら十分通じます。まあ、〈協会〉側も想定してるでしょうから、あくまで時間稼かせぎにしかならないでしょうが」


「…………」


　どこか疲つかれた声のフィンの説明を、いつきは厳しい面おも持もちで聞いていた。


　そして、バンを降りたのがこの丘陵の手前だったのだ。


「いやはや、きつい」


　登りながら、フィンがため息をつく。


「検問のあげく、あちこち魔術の罠トラツプも多かったですしねえ。街中にどれだけ魔法使いを放ったんだか。いいかげん、手持ちのまじないが切れそうですよ」


「……おかげで、倍以上時間がかかったぞ」


　イライラした声で、ツェツィーリエもこめかみのあたりをぐりぐりと搔かき回す。鋭い爪つめもあいまって、今にも白い皮ひ膚ふを破りそうな有様だ。


　丘陵には、鬱うつ蒼そうと杉すぎの木が立ち並んでいる。


　雑然としていたが、先の左大文字山と違ちがって、どこか人工的な雰ふん囲い気きもあった。


　振り仰あおげば、遠目には壮そう麗れいな城が見える。


「場所、分かります？」


　と、フィンがいつきに耳打ちした。


「今、ちらりと見えたのが伏ふし見み城じよう。正確には焼失した伏見城の天守閣だけ再現したレプリカですね」


「観光案内のつもりですか」


　睨にらんだいつきに、フィンは微び笑しようして手を振った。


「まあまあ。イツキくんがどう思ってるにせよ、自分の誘拐された場所ぐらい把は握あくした方がいいでしょう？　ほら、逃にげるにも便利かもしれませんよ」


「逃がすつもりなんて、ないくせに」


「それはそうですが」


　若者の微苦笑が深くなる。


　今はいつきを挟はさんで、ツェツィーリエが前を、フィンが後ろを歩いていた。前後ともに塞ふさがれている形だ。逃げるどころか、こちらの歩く速度までふたりに操あやつられるしかなかった。


　フィンが、丘陵の坂を見上げる。


「このあたりは、陵みささぎでしてね」


　陵。


　古い言葉で、墓のことだ。


　多くは、高貴な血をひく者を悼いたんで──あるいは生前から造られた巨きよ大だいな墓のことを言う。


「ひとつは桓かん武む天皇陵。ひとつは明治天皇陵。この国を司つかさどったふたりの王。そのふたつの陵の、中間地点にあたります。さらに言えば、さきほどの城は戦国時代の覇は者しや、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが構えた城でしてね。面白いでしょう？　言うなれば、異なる三つの時代の王様が、この土地を特別に指定したわけです」


　疲ひ労ろうを滲にじませてはいても、フィンの言葉はよどみなく続いた。


「…………」


　その特とく殊しゆ性は、いつきにも理解できている。


　右目の、痛みだ。


　フィンと再会してから止まらぬ痛みが、この丘陵に来てからなお増していた。





【見ロ】





　その瞳ひとみが、言う。





【見ロ。視みロ。観みロ】





　瞳が、さらに言う。


　びりびりと、電流に似た何かが、右目から脳のう髄ずいへ突つき抜ぬけていく。


　ともすれば、その痛みに意識を持っていかれそうになる。さきほどから、自分の口調の端はし々ばしに、もうひとりの自分が覗のぞいてしまうのも、そのせいであったろうか。


　そして、その痛みのせいで、土地の呪じゆ力りよくもくっきりと視えていた。


（これって……？）


　いつきは、眉まゆを寄せる。


　呪力自体は大したことがない。


　実際、今のいつきの状態で、かつての飛鳥あすかの土地のような濃のう密みつな呪力を受けていたら、悶もん絶ぜつしていてもおかしくなかった。


　しかし、その『在り方』は、あまりに特殊だった。


（空っぽ……？）


　そんな印象を、いつきは覚えた。


　まるで、空になったダムみたいだった。


　かつては凄すさまじい量の呪力を受けていたのに、それがぽっかりと消え失うせてしまった結果、呪力を受け入れた『器うつわ』だけがここに残ったように思えた。


　呪力によってつくられた、『器』。


（こんなところに、僕を連れてきて……？）


　思考をめぐらせる内、不意に鼻び孔こうへ水みず苔ごけの臭においが忍しのび入った。


「水──っ？」


　すぐに、森が開ける。


　赤光の眩まぶしさに、いつきが瞼まぶたを押さえた。


　正体は、すぐに判明した。


　水面の反射である。


　森の中央に、ぽっかりと、小さな運動場ほどの池が湛たたえられていたのだ。


「……ここ、は？」


「治じ部ぶ池いけ、と言います」


　フィンが告げた。


「さきほどの陵のこともあって、本来はこの国でも高貴な血の一族しか入れぬ土地ですね」


　言って、若者はすうと両手を広げた。


「この近くは、昔、もっとずっと大きな池だったんですよ。池というよりも湖と言うべき規模でしてね。鴨川、桂かつら川がわ、宇う治じ川がわ、木き津づ川がわ、淀よど川がわのすべてに連なる大きな水源でした」


「湖？」


　いつきの眉がひそめられた。


　近くを宇治川が通っているのは、修学旅行のパンフレットを見て知っていたが、そんな大きな池に覚えはなかった。


「巨椋おぐら池いけと、そう呼ばれてました。京都の南──朱雀すざくを担になう場所だったんですが」


「それが……どうして？」


「干かん拓たくされたのさ。綺き麗れいさっぱり消え失せた」


　これは、すぐそばでツェツィーリエがにんまり笑ったのである。


「一応、〈アストラル〉の社長を一年以上やってるんだよな。陰おん陽みよう道どうだかでいう風水の話ぐらいは聞いてるんだろ？」


　風水。


　その土地の霊脈レイラインの流れを観測して、都市や住居の吉きつ凶きようを占うらない、場合によってはそれらの吉凶を覆くつがえすための思想である。


　この概がい念ねんは、多くの魔ま術じゆつや学問に取り込まれたが、とりわけ陰陽道では中ちゆう枢すう部分に据すえられていた。


　たとえば、猫屋敷の飼っている四匹ひきの猫ねこの名前もそうだ。


　玄武、白虎、青龍、朱雀。


　玄武は──北方に座し、霊脈レイラインの力を引き寄せる。


　白虎は──西方に座し、霊脈レイラインの力を制せい御ぎよする。


　青龍は──東方に座し、霊脈レイラインの力を増ぞう幅ふくする。


　朱雀は──南方に座し、霊脈レイラインの力を留め置く。


「干拓された巨椋池にいたのは朱雀。京都という竜りゆうの力を留め置くための池さ」


　ツェツィーリエが言った。


　そして、目の前の小さな池を見つめて、せせら笑ったのだ。


「たかが極東の霊れい地ちつっても、一度は首都になったほどの霊脈レイラインを、これっぽっちの池じゃあ受け入れられないやな。まあ、干拓事業の表向きは洪こう水ずいやら何やら、きっちり理由がついてるわけだけど、為い政せい者しやによっては別の意味を持っていたかもなあ？」


　べろりと、ツェツィーリエが唇くちびるを舐なめあげる。


　裏の意味をどこまで重大に感じるかは、時代や人によって異なるだろう。


　必ずしも、霊脈レイラインの乱れた都市が衰すい微びするわけではない。


　純じゆん粋すいに山を削けずり、池を埋うめ立てるような都市計画に則のつとる限り、その結果も非現実的なものにはならないのだ。呪波汚お染せんを呼び込むような儀ぎ式しきでも行わねば、直接人体に異常が発生することもない。


　風水のもたらすものは、あくまで微び細さいな影えい響きようの積み重ねだ。


　あるいは、物流や水源の確保といった、ごく現実的な要素の裏返し。


　これは、風水が都市計画のために使われていた側面を考えれば、当然のことだろう。


　──しかし。


　もともとが非現実に生きる、魔法使いにとっては？


「まあ、歴史の授業はここまでだ」


　と、ツェツィーリエは向き直る。


　その瞳ひとみが、ぎらぎらと嫌いやな光を湛たたえていた。


「要は、ここがずっと空っぽで……そのせいで、あたしが喰くう気もしないよぼよぼの霊脈レイラインになっちまってるってことさ」


「…………」


　いつきは、沈ちん黙もくする。


　それは、少年が京都に覚えた第一印象とも重なっていた。


　内側には豊ほう饒じような呪じゆ力りよくを抱いだきながら、突つき崩くずされ、搔かき乱され、老化した竜。


　まさしく、少年がとらえた都の霊脈レイラインは、そういう状態だったのだ。


「だからこそ、ここがお前にふさわしいのさ」


　女吸きゆう血けつ鬼きの笑えみに、いつきが奥歯を嚙かんだ。


　痛みのおさまらぬ眼帯の奥を意識し、自分の半顔を手で覆おおった。


「ふさわしいっていうのは……僕の目の中にあるっていう、生命の実に、ですか」


「フィンは余計なことを言ったな」


　隣となりの若者をちらりと見て、ツェツィーリエが舌打ちする。


「だけど、言葉だけ知って、その内容も分からない。そんなことに意味があるのか？」


「ないかもしれません」


「はあ？」


　ツェツィーリエが顔を歪ゆがめる。


　猛もう獣じゆうのそれにも似て、気分ひとつで少年の命など刈かり取ってしまう、暴力装置の表情。


「だけど……知ろうとすることに、意味はきっとあると思います」


　いつきが、顔をあげる。


　眼帯さえ透すかしてしまう右目ではなく、ごく普ふ通つうの左目で、ツェツィーリエを見み据すえる。


　自分は、何ひとつこの女吸血鬼にかなわない。


　だけど。


　せめて、その目だけは離はなすまいと思った。


「ご立派ご立派」


　女吸血鬼が、乾かわいた拍はく手しゆをした。


「でも、あたしにご大層な言葉を吐はいた代だい償しようは考えたか？」


　そおっと、指が少年の胸むな板いたをなぞった。


　制服の表面が、その爪つめに触ふれただけで裂さける。


　その気になれば少年の心臓だってたやすく貫つらぬくだろう爪を這はわせながら、ツェツィーリエは甘い声で囁ささやいたのだ。


「たとえば……オルトのヤツ、突っ返す気にならねえか？」


　自らの、かつての弟で子しの名を口にした。


「どうせ、お前のとこでも扱あつかいあぐねてんだろ？　もういい加減のしつけて返そうとか思わねえかね」


「オルトくんは、人にあげたりもらったりするモノじゃありません」


「はっ」


　女吸血鬼が鼻を鳴らした。


「くだらないなあ。まったくくだらないなあ！　あいつはあたしのモノだよ。爪つま先さきから頭のてっぺんまで、欠片かけらも残さずあたしの所有物だ。飽あきたからって捨てても、他人に拾われるのは勘かん弁べんならないさ」


　牙きばが剝むき出しになり、白い切っ先に涎よだれが滴したたった。


　今にも、少年を頭ず蓋がいから喰らわんとするようだった。


「そんなあたしのモノに……余計な知ち恵えをつけやがったのは誰だれだ？」


　ぐい、といつきの頭をつかむ。


　爪がこめかみの皮ひ膚ふに埋まり、血を滲にじませた。


　女はまだ握あく力りよくの半分も出し切ってないのに、少年の頭蓋はぎちぎちと軋きしんだ。


「ぁ……か……っ」


「どうした？　もう死ぬか？　顔面握にぎりつぶされて眼球をひりだすか？　こっちは右目だけ残ればいいんだぜ？　くっだらない頭にはおがくずでも詰つめといてやるよ」


　頭蓋が軋む。


　嫌な音をたてて、少年の唇くちびるの端はしに泡あわが吹ふく。


　しかし、それでもいつきは、指の隙すき間まから女吸血鬼を睨にらみ付けたのだ。


「くだらなくなんて……ありません……っ」


「だったら……」


　女の目の光が、暴ぼう虐ぎやくから殺意へと切り替かわりかけたとき、





「──イツキくんをからかうのは、それぐらいにしていただけます？」





　突とつ然ぜん解放されて、いつきが尻しり餅もちをついた。


　女吸血鬼の手首を押さえ、フィンが割って入ったのだ。腕わん力りよくよりは、タイミングと技術による結果だった。ツェツィーリエの死角から、フィンは一いつ瞬しゆんで関節の急所をとらえたのである。


　毅き然ぜんとした空気に、ツェツィーリエも鼻白んだ。


「はん、化け物同士が庇かばい合うわけか？　ま、あたしの言えたコトじゃないけどさ」


　手のひらを返して、肩かたをすくめる。


　それから、少年と若者の肩かた越ごしに、森の向こう側を見つめたのだ。


「もう、ジェイクたちも来た」


「────っ！」


　その言葉に、いつきは振ふり返った。


「へエ。それガ、例の〈アストラル〉の首領デスか？　これはお目ニかかレテ恐きよう悦えつ至し極ごく」


　と、新たな気配が問うたのだ。


　いつきたちがやってきた、斜しや面めんの森からであった。


　くっ、とツェツィーリエが唇の端を持ち上げる。


「そっちも遅おそかったね」


「あちコチ、霊脈レイラインが壊こわさレテタからネエ。本当、〈協会〉ッて小細工バカリで鬱うつ陶とうしイ話サ。マア、今回ノ儀ぎ式しきは直接霊脈レイラインとハ関係しナイけど、応急処置に手間取っタヨ」


　斜面をのぼってくるのは、ふたり。


　ブルーのサングラスに純白のジャケットを纏まとい、三重のネックレスをした白人と、その背におぶわれた枯かれ木のごとき老人だった。


　初めて見る白人はともかく、いつきは老人の方に目を剝いた。


「あな、たは……」


「こち、らも、野暮用、が、すんで、な」


　切れ切れな声が、そう伝えた。


　御厨庚申。


　いつきをおびき寄せた、〈八葉〉の首領。


「担かつがさレルこっちの身ニモなってほしいデスけど」


　妙みような発音で、白人が肩口を揉もんだ。


　今のやりとりからすれば、このジェイクという白人も、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部のひとりなのであろう。


　何にせよ、いつきにとっては歓かん迎げいできぬ相手に違ちがいなかった。


　ただでさえ前門の虎とら、後門の狼おおかみだというのに、四し面めん楚そ歌かへのレベルアップだ。


「どうカナ？　気分ハ？」


　と、その白人が訊きいた。


「最悪です」


「それハ残念。やっパリ、ツェツィーと一いつ緒しよナノが良くなかッタかな!?　だから、俺ハこのチーム編成には反対シタのに！」


「勝手に、人の名前を略すな」


　ツェツィーリエが言うと、サングラスの白人はオーノーと叫さけんで頭を押さえ、大おお袈げ裟さにかぶりを振った。


「固いコト言うのなしダヨ！　キミと俺の仲なノニ！　俺のコトだって、ジェイって呼んでくれテいいんダヨ！」


「呼ぶかよ低脳。後、片かた腕うでもらっただけだ」


「くっ！　冷たい言葉ダネ！　そんなトコロも結構好きダケド、これダカラ欧おう州しゆうの人間は歴史バカリ長くテ陰いん険けんだッテ言われルンダ！　言っテルノ主に俺ダケド！　ほかノ人、聞いテクれないケド！　糞（Shit）！　ここは慎つつまシイ日本人ノ長所を分けテやってくレナイカ!?」


　身振り手振りまでくわえて、白人が熱弁する。


　そんな様子に目を白黒させたいつきへ、彼はにこやかに笑って、顔を近づけたのだ。


「──自己紹しよう介かいが遅おくれタネ。俺はジェイク。〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈尊厳ホド〉の座セフイラーになるヨ」


「は、はあ」


　無理矢理いつきの手をとって、白人──ジェイクが握手シエイクハンドする。


「〈協会〉に捕つかまるヨリは良かッタと思ウンだがネ。ホラ、立っテ立っテ」


　尻餅から引きずり起こされ、いつきは目を見張った。


（この人が……座セフイラー？）


　ひそかに、疑問を抱いだく。


　ジェイクと名乗った白人からは、ほとんど魔ま法ほう使つかいらしい呪じゆ力りよくを感じ取れなかったのだ。


　無論感じないといっても、山やま田だみたいな一いつ般ぱん人ほどではないし、身につけている品からは十分以上の『力』を認にん識しきできる。しかし、仮にも〈螺旋なる蛇オピオン〉に属し、ツェツィーリエと同格の幹部というにはあまりにも非力な呪力であった。


　困こん惑わくは、しかし数秒だった。


　いつきの視界に、もうひとりの老人が映ったからだった。


「御厨……庚申さん」


「どう、やら、無事に、確保できた、かよ」


　老人が、喘ぜん鳴めいとしか思えぬ声をあげる。


　その声からすればこの場で絶命してもおかしくないのに、皺しわに埋うもれた目は、ひどく冷ややかにこちらを観察していた。


「あなたも……本当に……〈螺旋なる蛇オピオン〉に……っ」


「元から、さ。元から、〈螺旋なる蛇オピオン〉、の〈法ゲブラー〉の、座セフイラーよ。かか、あの息子むすこと、同じ、ことを、訊くのか」


　あの息子、と老人は言った。


　少年の顔に、緊きん張ちようが宿る。


「猫屋敷さんを……どうしたんです？」


　いつきが訊くと、老人はただでさえ深い皺を倍も深くしたのだ。


「あれなら、ケリ、が、ついた、わ」


「……ケリ？」


「あれは、もう、お前と、会うことは、あるまいよ」


「────っ」


　その意味を、いつきはすぐには理解できなかった。


　理解できなかったが、頭の芯しんがぞっとするほど冷えた。


「どう、した？」


　くく、と笑い声を老人がくぐもらせる。


「他人、を、どうこう、思うより、自分の、ことを考えた、方が……？」


　からかうような声は、しかし途と中ちゆうでやんだ。





「……猫屋敷さんを、どうしたんです？」





　もう一度、同じことをいつきが訊いたのだ。


　同じ声。


　同じ抑よく揚よう。


　だが、何かが違っていた。


　根本的な──本質的な何かが、変わろうとしていた。


　それを老人は知っていた。御厨庚申こそは、妖精眼グラム・サイトの伝承も、その内側の術式も何度と無く照査した身であった。


　むしろ、それこそが老人の望みでもあった。


　なのに。


「っ、お……」


　それでも、一歩後ずさったのだ。


　眼帯を透すかして、少年の瞳ひとみには赤光がともっていた。


　もはや眼帯では覆おおいきれぬ異様な光。


　折しも世界を塗ぬりつぶさんとする夕映えに似て、その色合いは少年の半顔を燎りよう原げんの炎ほのおのように広がっていき──


　──刹せつ那な。


　少年の膝ひざが、がくりと揺ゆれた。


　振ふり返りかけて硬こう直ちよくした背中へ、一筋のヤドリギが生えていたのである。


「危ない危ない。もうちょっとで台無しだった」


　冷ひや汗あせを隠かくさず、フィンは倒たおれ伏ふすいつきを抱かかえた。


　ツェツィーリエが、ちっと舌打ちする。


「なんだよ。あたしは、そいつと全力でやりたかったんだけど？」


「知ってますよ。だから、ずっと挑ちよう発はつしてたんですよね。……ですけど、僕はイツキくんを守ると約束してるんです」


「……フィン……さんっ……」


　いつきの瞳と、唇くちびるだけがかすかに動く。


　意識が絶えたわけではない。


　だが、全身に力が入らなかった。まるでヤドリギによって、首から上と下で神経を切り離はなされたようだ。おそらくケルト魔ま術じゆつの一いつ端たんではあろうが、仮にも妖精眼グラム・サイトを発動させかけていたいつきに、それを感じさせずヤドリギを放った能力こそ、この若者の底知れなさを示してもいた。


「もう少しだけ、待っていてください。でないと、君が助けられません」


「フィンさんに……助けて……なんて……」


「望んでないでしょうね」


　フィンが静かに言う。


　他人の願望にしか興味のないはずの若者は、なんとなくため息をついた。


「一応、君の目を癒いやすのが、ホナミの望みではありましたが」


「穂波……も……」


「ええ、もう断られましたね。だから、彼女の願いでやっているわけじゃない」


　若者が苦笑する。


「うん。本当にどうしてでしょうね。これだけは、どうもやめる気にならないのですよ」


　不思議そうに、フィンは首をひねった。


　自分のやってることが分からないという言い訳じみた台詞せりふが、この若者に限っては実際に適用されるらしかった。


「…………」


　いつきは、答えられない。


　首から下の感覚が、完全に失うせていた。


　多分、地面に膝をついているはずなのだが、それが感じられない。フィンに抱だき寄せられた腕うでも分からぬ。少年はただ意識を保つだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


「──フィン」


　と、御厨庚申が告げた。


「準備、は、いいな？　〈協会〉の、糞くそども、が嗅かぎつ、けるより、先、にすま、せるぞ？」


「ええ」


　若者が、浅くうなずく。


「はイ」


「いいぜ」


　ジェイクと、ツェツィーリエも賛同した。


　すでに離れていた老人と同じく、ジェイクとツェツィーリエが離れた。


　フィンを中央として、三人の〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーは、正確に三方に散ったのだ。


　三角とは、もっとも少ない人数でなす陣じんである。


　同時に、風水においては毒や刃やいばを示すカタチだった。


「こ、れ……」


　いつきが戸と惑まどう。


　四人は、それぞれ魔術系統も違ちがう。


　呪じゆ力りよくの波長も、それぞれの強さも、まるで異なったまま、ひとつの儀ぎ式しきを開始しようとしていたのだ。


　それは、ありえない。


　ありえないはずだった。





【──見ロ】





　また、声がした。


　右目の声。


　だが、これほど早く発ほつ作さが再開した例を、いつきは知らない。


　まるで、身体からだの内側から無理矢理にひきずりだされるような発動を、いつきは知らない。


「…………っ」


　透とう明めいな手に、直接眼球を摑つかまれたごとく、少年の身体が震ふるえ出す。





【視みロ】





　視えた。


　三角形のそれぞれの頂点から、呪力がのびあがっていくのを。


　色も波長も異なる呪力の渦うずが、フィン・クルーダを中心に巡めぐりだしたのを。


「まさ……か……」


　舌が、もつれた。


「ええ、君は視たはずですよ」


　フィンが、笑う。


　そして三み度たび、右目が言う。





【観みロ】





　そうだ。


　御厨庚申は、最初に言ってなかったか。


　貸し出し魔法使いレンタルマギカを借りたいという依い頼らいの内容を、かつての鬼おにの事件の再現だと語っていなかったか。


「君が霊脈レイラインを創りだしたときと、同じです」


　フィンが言う。


　若者の瞳ひとみにも、真紅クリムゾンの光がともっていた。


　その意味を知って、いつきは愕がく然ぜんと口を開いた。


「そんなの……できる……わけ」


「ええ、僕の妖精眼グラム・サイトだけではできません」


　認めて、フィンは少年の眼帯に触ふれる。


　首より上からは感覚が残っており、なめした革かわの上からなぞられるのを、いつきは戦せん慄りつとともに感じた。


「でも、ここに君がいる」


　フィンの妖精眼グラム・サイトが、真紅の領土を広げる。


　いつきの妖精眼グラム・サイトが、脈動する。


　ふたつの妖精眼グラム・サイトは、初めて共鳴するように、その緋ひ色いろの光をひとつにしていった。


「……あ……ぁ……」


　いつきの意思を離はなれて、右目が動く。


　動く。


　蠢うごめく。


「君の中の術式がある」


　フィンが、言う。


　それは、希望の逆転。


　かつて、伊庭いつき自身が成し遂とげた奇き蹟せきの、最悪の反転。





「──急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう」


　御厨庚申が、萎しなびた指とともに霊れい符ふを掲かかげ、





「──NEITHER.NEITHER」


　ジェイクの指が、複雑な印形を虚こ空くうに刻み、





「──応こたえろ、アンサズ」


　ツェツィーリエの手が、[image: ]というルーン文字の刻まれた金貨を転がして、





「──我は命ずるハイル」


　それらのすべてを、フィンが司つかさどる。





　──すなわち。




異なる魔ま術じゆつ同士の、融合。







　森の梢こずえが鳴った。


　治部池の表面が波打ち、強い風が巻いた。


　その内側で、枯かれたはずの霊脈レイラインが脈打つのをいつきは視た。


「その術式を……生命の実を、〈螺旋なる蛇オピオン〉の名をもって摘てき出しゆつさせていただきます、イツキくん」


　フィンが、言う。





【見ロ！　視ロ！　観ロ──！　汝なんじガ魔法ヲ！　終しゆう焉えんヲ！】





　右目が、吼ほえた。


　フィンの妖精眼グラム・サイトとともに、いつきの眼がん窩かで暴れ出す。


「が……あ、がっ……！」


　少年の身体からだが痙けい攣れんし、白目を剝むく。


　共きよう振しんはさらなる共振を呼び、呪じゆ力りよくはさらなる呪力を巻き込んで、朧おぼろ気げながらひとつのカタチを取りつつあった。


　まさしく──竜りゆうのカタチを。





　そのときだった。





　空の端はしから、黒々とした群れが舞まい降りたのだ。


「……なっ!?」


　フィンが、息を止める。


　それは、おびただしい黒い鳩はとの群れだった。


　奇き怪かいなのは羽毛の色だけではない。単なる鳩にあらざるのは、一羽一羽が身体に纏まとった、禍まが々まがしい呪力からしても明らか。


（…………！）


　いつきには、見覚えがあった。


　つかのま儀ぎ式しきが乱れ、解放されたいつきは、地面に横たわりながら首だけをそれらの群れへと向けた。


　糸のように細く、呼吸を再開する。


　それからやっと、嗄かれた喉のどは黒鳩の名前を呼んだ。


「シャッ……クス……」


　七十二の魔神の一柱。


　麗うるわしき金きん髪ぱつの魔女に仕える、黒き鳩の姿をした魔神であった。





　　　　３




「〈ゲーティア〉の、魔神ですか」


　空を埋うめ尽つくす黒い鳩の群れに、フィンが呟つぶやいた。


　そのすべてが、ただ一柱の魔神だと、誰だれが信じられるだろうか。


　一年前、アディリシアは同じ手段を取ったことがある。


　自らの父、オズワルド・レン・メイザースが道を外れ、多くの魔神を持ち去ったときだ。あのとき、アディリシアは魔神シヤツクスの源げん霊れいを分ぶん割かつし、徒と弟ていに集団喚かん起きさせることによって、数の不足を補ったのだ。


　無論、本来の用よう途とではない。


　源霊を分割するという行こう為い自体、普ふ通つうの術式ではないのだ。


　変則儀式による疲ひ労ろうや代だい償しようは大きいが──しかし、多数の術者がひとつの儀式で呪力を合一できるというメリットも大きかった。


　それだけ、今回の事件を重要視したということでもある。


　実際、考えられる限りの隠おん密みつ術式を張り巡めぐらせていたフィンたちが、こうも短時間で見つかったのは、アディリシアの決断のゆえだったろう。


　今、魔神シヤツクスは、アディリシアの声で言う。


「その禁きん忌きを、離はなしなさい」


「おや」


　と、フィンが楽しそうに片眉まゆをあげる。


「禁忌と仰おつしやる？　それはつまり、あなたは伊庭イツキを助けるために来たのではないということですか？」


「……関係ありません」


「なるほど」


　ますます愉たのしそうに、フィンは唇くちびるをほころばせた。


「でしたら、僕の答えもひとつです」


　と、胸を叩たたいたのだ。





「──僕は、イツキくんを守ります」





「…………っ」


　一いつ瞬しゆんだけ、黒鳩は息を飲んだように思えた。


　実際、それはなんて皮肉めいた立場の逆転だったろう。


　アディリシア・レン・メイザースが伊庭いつきを追いつめ、フィン・クルーダが伊庭いつきを守る。


　たった半日前ならば、皆みな一笑に付しただろう言葉。


　なのに、今は。


（…………）


　身じろぎもできぬ身体で、いつきは黒鳩の群れを見つめた。


　この状じよう況きようを、考えなかったわけではなかった。


〈協会〉に禁忌と指定され、フィンにその意味を告げられたときから、十分予想できたことである。


　禁忌という大義名分をもって〈協会〉に要よう請せいされたなら、アディリシアは〈ゲーティア〉を守るため、いつきの追討命令に乗るしかないだろう。


　誰よりも、人の上に立つ意味を知っている少女だ。


　その覚かく悟ごも、その責任も、当然のように背負っている少女だ。


　だからこそ、少年が憧あこがれた相手だった。


「っ……」


　心が、痛んだ。


　アディリシアを責める気など、起こるはずもない。


　ただ、少女に謝りたかった。


　今少女が苦く悩のうしているのは、けして少女のせいではないのだと──そう言いたかった。


　しかし。


　フィンが、笑う。


「なるほど、そうですか。アディリシア・レン・メイザースが伊庭イツキを見捨てましたか。これは少し愉ゆ快かいですね」


「黙だまりなさい！」


　黒鳩シヤツクスが、叫さけんだ。


　禍まがつ声。


　並の魔ま法ほう使つかいが受ければ廃はい人じんとなりかねない、おぞましい呪じゆ力りよくを孕はらんだ声だった。





「──我は命ずるハイル」





　その前に、フィンは小石を投げた。


　円石サークルストーン。


　ケルト魔術の誇ほこる護符タリスマンに触ふれたとき、禍つ声はそよ風のごとく変質し、若者の金きん髪ぱつを揺ゆらすにとどまった。


　その交こう錯さくを契けい機きとして、若者と魔神の身体からだに呪力が高まっていく。


　しかし、異変は黒鳩シヤツクスのみにとどまらなかった。


　まったく別の呪力が、フィンたち〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部を取り囲んだのだ。


「──おい、フィン!?」


　ツェツィーリエの叫びに合わせたように、怪かい異いは連続した。


　ぼっ、と虚こ空くうに炎ほのおがともったのだ。


　炎はたちまち空間を埋うめ尽つくして逞たくましい腕うでとなり、燃え盛さかる顔を構築し、池のかたわらに四メートル近い業ごう火かの巨きよ人じんをつくりあげたのだ。


「魔神……じゃない？」


　フィンが、小さく息を飲む。


　しかも、巨人は一体にとどまらなかった。





　──ごぼり、と土が盛り上がる。


　──池からは、大量の水が巻きあがった。


　──旋つむじ風かぜが集つどい、物質化するほどに、凝ぎよう集しゆうする。





　すべては、巨人のカタチを取って、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部たちに立ち塞ふさがったのだ。


「三方、に、対するに、四大、かよ」


　かか、と老人──御厨庚申が嗤わらう。


「こっちハ〈協会〉の魔術ダネ」


　と、ジェイクも判断した。


　天使召喚術アルマデルという。


　地水火風──世界を構成する四大元素に、核かくたる『天使』を見み出いだし使し役えきするという魔術だ。西洋においては多くの魔術の基き礎そとなっており、〈協会〉のほとんどの魔法使いが呪波干かん渉しようを最低限に抑おさえて使用できる、数少ない術式であった。


　いわば、〈ゲーティア〉も〈協会〉も、〈螺旋なる蛇オピオン〉に対するために物量に打って出たのである。


　それは、〈螺旋なる蛇オピオン〉が唯ゆい一いつ用意できぬものでもあったろう。


「……勧かん告こくする」


　と、巨人が口を開いた。


　ぽっかりと歯も舌もない口は、しかし掠かすれた男の声をあげたのだ。


「……その禁きん忌きを手放し、屈くつ従じゆうせよ」


「これはこれはご丁てい寧ねいに」


　フィンの唇くちびるを、淡あわい微び笑しようが刷はいた。


「ですが、お断りです」


「承知」


　巨人はうなずかなかった。


　ぞんっ、とフィンへと跳とんだ。


　四メートルの巨体は、一いつ切さいの鈍どん重じゆうさと無む縁えんであった。


　大木にも匹ひつ敵てきする豪ごう腕わんが、戦車の砲ほう弾だんのごとく若者の瘦そう身しんへと突とつ進しんする。


　その弧この外へ、優美にフィンはステップを踏ふんだ。


　刹せつ那な、


「…………っ！」


　若者の眉び宇うに、緊きん張ちようが宿る。


　拳こぶしは触れてないのに、髪かみの先が焦こげる臭においがしたのだ。


　フィンが防ぼう御ぎよを怠おこたったわけではない。


　むしろ、拳の射程外へ出ようとしたステップこそは、若者が得意とする妖精の足取りフエアリー・ステツプであった。自身と世界とを隔かく絶ぜつするその歩法をもってすれば、いかなる魔ま術じゆつも若者を傷つけられぬはずだった。


　なのに、この巨人の拳は若者の上をいった。


「人数、の、問題、だろうさ」


　フィンの動どう揺ように、老人が口を開いた。


　京都に集った魔法使いの多くを、〈協会〉はこの遠えん隔かく儀ぎ式しきに採用したのだろう。


　たとえ別格や天才ではなくとも、十分に一流と呼ばれるべき魔法使いたちが、百人近く。


　呪じゆ力りよくの総量だけでいえば、〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーとて、これらの巨人に勝まさる道理はなかった。


「要、は、ドゥマの、幽精ジン、と同じか」


　御厨庚申が、皺しわに埋もれそうなほど目を細める。


　呪力にカタチを与あたえた思念体。ソロモン王の魔術も、幽精術も、天使召喚術アルマデルも突つき詰つめれば大差はない。


　老人にも、別の巨人が疾はしった。


　水の巨人。


「ほう、れ」


　老人の萎しおれた指が九字ドーマンを刻み、霊れい符ふを放つ。


　漆しつ黒こくの紙に、水銀から採られた朱しゆで、急急如律令と書かれた符。


　飛ひ翔しよう半ばで、その霊符は無数の石礫つぶてと化して、巨きよ人じんの五体を穿うがった。ひとつひとつが彗すい星せいと紛まがう威い力りよくは、老人の絶大な呪力をあらわしていた。


　いわく、玄げん天てん上じよう帝てい石せき星せい符ふ呪じゆ。


　土ど剋こく水すいの理ことわりにて、水行に属する巨人を倒たおさんとする、陰おん陽みよう道どうの秘術。


　しかし、霊符を受けて、巨人が揺ゆらいだのは一いつ瞬しゆんだった。


　一瞬輪りん郭かくがぶれただけで、すぐさま勢いを取り戻もどした巨人は、先に倍する勢いで老人へと迫せまったのだ。





「──疾チツ！」





　老人が、さらなる霊符を大地へと叩たたきつける。


　新たに繰くり出した霊符はたちまち土の壁かべとなり、巨人の一いち撃げきを阻はばんだが、老人はぞっと身体からだを震ふるわせた。


「トカゲ、の、尻尾しつぽ、切りか、よ」


　ひびわれた唇が唸うなる。


　本来ならば、今の一撃でしばらく巨人は動けぬはずだった。


　老人の放った霊符は、呪力の成した巨人そのものよりも、使い手へ返しの風フイードバツクによる打だ撃げきを与える腹づもりだったのだ。


　しかし、〈協会〉の成した儀ぎ式しきは、そのフィードバックをひとりに限定した。


　痛つう撃げきを受けた術者を切り離はなし、ひとり脱だつ落らくしただけで、術式を継けい続ぞくしているのだ。


　無論、全員で分かち合うはずだった衝しよう撃げきをひとりで受ければ、その痛打は人数倍となる。しばらくの目眩めまいですむはずだった魔術だが、少なくとも再起不能、ひどければ死に至っているだろう。


「それだけ、本気、って、ことか、よ」


　舌打ちして、御厨庚申は巨人たちを見み据すえた。


　背筋を、この十数年感じたことの無かった冷ひや汗あせがたどる。


　そもそも、最低限に抑おさえられるとはいえ、やはり呪波干かん渉しようは起こるのだ。


　儀式の裏で、どれほどの魔法使いが苦痛を強しいられているか。


　これほどの陣じん形けいをつくりあげ、これほどの覚かく悟ごで臨める人材となると、〈協会〉にもそうはいまい。元来〈協会〉が不慣れな極東地域であることも考こう慮りよにいれれば、もはや舌を巻くよりほかになかった。


「……ツェツィーリエ」


　と、名を呼ぶ。


「分かってるよ！」


　叫さけびに、鈍にぶくて重い音が続いた。


　こちらの女吸きゆう血けつ鬼きに向かったのは、土の巨人だった。


　巨大な土の拳こぶしを真正面から受け止めて、女吸血鬼が歯を食いしばったのだ。


　奥歯の一本が、砕くだけた。


　身長だけで四メートル、腕うでを振ふり上げれば五メートル以上の高さから、これまた百キロ近くありそうな拳を、渾こん身しんの力で叩きつけられたのである。いかにツェツィーリエが人間離ばなれしていようが、これは潰つぶれていない方が不条理なほどだった。


　さしもの強きよう靭じんな肉体が、巨人の鉄てつ槌ついを止めたことで、嫌いやな音をあげて軋きしむ。


「っざけんな！」


　があっ、と女吸血鬼が牙きばを剝むき出す。


　吼ほえる。


　ぶちぶち、と筋肉の断だん裂れつする音が響ひびいた。


　受け止められた巨人の拳が、徐じよ々じよに持ち上がっていく。


　ばかりか、一定まで持ち上げられたところで、土つち塊くれの腕はごきりと捻ひねり返され、総重量一トンを軽く上回る巨人は、その場に倒れ伏ふしたのだ。


　凄すさまじい量の土つち煙けむりがあがり、つかのま轟ごう音おんが治部池の周辺を支配した。


　しかし、代だい償しようは安くなかった。


　ゆっくりと立ち上がった土の巨人は傷ひとつなく、ツェツィーリエは息を荒あらげて、右みぎ肩かたを押さえていたのだ。


「義手にしてなかったら、またちぎれてるぞ、糞くそったれが」


　べろりと唇くちびるを舐なめあげる。


　不満を並べているのに、妙みように愉ゆ快かいそうな声だった。


「感謝しテ欲しいデスネ」


　四人目の声が、それに重なる。


　こちらは、ジェイクである。


　いかなる魔ま術じゆつによるものか、ブルーのサングラスをかけた白人は、風の巨人の攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えでいなしているようだった。


　しかし、余よ裕ゆうがあるようには見えぬ。


　どんなトリックがあるにせよ、それは無限に持つものではあるまい。強大な術であればあるほど、何らかの代償を必要とするのが魔術の大前提だった。


　実際、白人の横顔には、焦あせりの色合いが濃こい。


　長引かせれば、さらに〈協会〉の後ご詰づめがやってくるのも分かっていたからだ。


〈協会〉の喚かん起きしたる四体の巨きよ人じんは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部たちをして、確実に追い詰つめていたのだ。


　ゆえに。


　もうひとつの行こう為いに、彼らは手出しできなかった。





　先の黒鳩シヤツクスが群れ集つどい、伊庭いつきの身体からだを覆おおい隠かくしたのに気づいていながらも、彼らでさえ手を出すことはかなわなかった。





　　　　４




　いつきは、移動させられていた。


　四人の〈螺旋なる蛇オピオン〉が四体の巨人によって封ふうじられ、少年への監かん視しがわずかに途と切ぎれた直後である。


　黒鳩たちによって、身体が引きずられる。


　主戦場となっているほとりから離され、森の入り口へと引き戻もどされていたのだ。


「……ぁ」


　かすかに、呻うめきをこぼす。


　少年は、まだろくに声もでなかった。


　先のフィンの儀ぎ式しきは、中断させられたわけではなかったのだ。


　必要十分な術式と呪じゆ力りよくが少年の内側には打ち込まれており、今も侵しん食しよくを続けている。呪のろいという名の蚯蚓みみずが、骨と肉の間を搔かき分けるようにして、小こ柄がらな身体を思うがままに蹂じゆう躙りんしているのだった。


　右目が、燃える。


　熱いなんてものじゃない。


　まるで溶よう岩がんでもねじこまれたよう。


　眼がん窩かが端はしから崩くずれていく。視神経が溶とけていく。


　喉のどから気管までも焼かれたように熱く、呼吸することさえままならなかった。


「……アディリシア……さん」


　やっと、声が出た。


　揺ゆれる視界。


　鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中に、相手がいた。


　黒鳩ではない。


　アディリシア・レン・メイザース本人が、そこにたたずんでいたのだ。


　いつのまにか、身を包む衣い装しようは制服から漆しつ黒こくのドレスに戻っていた。


　とても短い──体験したとは言い難がたい修学旅行が、少なくともアディリシアにとっては終わったのだと、言外に告げているようでもあった。


　その隣となりでは、白銀の騎き士しが主人を守護していた。


　エリゴール。


　金きん髪ぱつの魔女が通常喚起できる中で、最も強大な魔神。


「伊庭イツキ……」


　と、少女は名を呼んだ。


　まるで、初めて出会う他人のようだった。


　その意味が分からないほど、いつきも愚おろかではなかった。


「右目は、痛みますの？」


　少女は、静かに訊きいた。


「……うん」


「もう、〈螺旋なる蛇オピオン〉の術を打ち込まれてますのね」


　翠みどりの瞳ひとみは、どこまでも澄すんでいた。


　倒たおれた少年を見下ろした表情はどこまでも冷ややか。身体の前で組み合わせた白い指には震ふるえひとつなく。


　少年を審しん判ぱんせんとする少女は、どこをとっても完かん璧ぺきで──


　だから。


　だから、今にもひびわれて、泣き出してしまいそうな仮面のようだった。


「逃にげませんの？」


「逃げられないと……思う」


「分かってますわね？　私は……あなたの味方じゃありませんわよ」


　と、アディリシアは告げた。


「〈協会〉に拘こう束そくされれば、あなたは禁きん忌きのサンプル扱あつかいです。人間としての待たい遇ぐうはまず受けられません。もとより魔ま法ほう使つかいに人道などないでしょう。まだしも〈螺旋なる蛇オピオン〉の方が、よほどマシかもしれません」


「…………」


　少年は、答えない。


　正直、声を出すのもきつかった。


　フィンの術式は、この瞬しゆん間かんにも進行している。〈螺旋なる蛇オピオン〉がすぐに追ってこないのは〈協会〉の巨きよ人じんに苦戦してることもあろうが、ほかの誰だれにもこの術式を解除できないという判断もあったのだろう。


　いつきも、分かる。


　完全ではなくとも、フィンの術式に少年の右目は反応してしまっている。


　残された時間は少ない。


　フィンの術式の結果は判然とせず、しかし自分の中の何かが、破は滅めつ的な結果を生むことだけは確実だ。それがどのような結果であるにせよ、〈協会〉に与くみするアディリシアにとっては肯がえんじがたいものであるのは、間ま違ちがいなかろう。


　眼帯を押さえたまま、いつきは笑った。


「アディリシアさんは……優やさしい……ね」


「何を……」


　アディリシアが、呻く。


　かすかに、瞳が揺れた。


「馬ば鹿かを言わないでください」


　少女主人の意思に従って、エリゴールが槍やりを持ち上げた。


　少年の身体からだごときは、紙よりもたやすく貫つらぬく槍だった。


「あなたの禁忌が抑おさえられないなら、殺害の許可もいただいてます。躊ちゆう躇ちよする私だと思いますか？」


「思わない……」


　いつきが、かぶりを振ふる。


　ちゃんと振ろうとしたのだけれど、力が足りなくて、視線が泳いだだけだった。


　それでも、意思は伝わったと思う。


「でも……やっぱり……優しい」


　いつきの声は、掠かすれて、嗄しわがれて、少年のものとも思えなかった。


　それでも、言った。


「だって……僕がアディリシアさんを気にせず……どこへでも逃げられる……ように……そう言ってるんでしょう……」


「…………」


　アディリシアは肯こう定ていしない。


　そんな少女に、続けて少年が言う。


「生命の……実……だって」


「え？」


「僕の中の……術式……のこと。フィンさんが……そう呼んでた」


　眼帯を、握にぎりしめる。


「アディリシアさんには……分かる？」


「それ……は……」


　少女が、声を掠れさせた。


　はたして、少年の告げた名にいかなる意味を見いだしたか。


　その瞳ひとみが、決意の光を宿した。


「──エリゴール！」


　刹せつ那な、騎き士しの槍が迸ほとばしる。


　少年の胸むな板いたではなく、翻ひるがえった魔ま槍そうは虚こ空くうを薙ないだ。


　自らを穿うがとうとしたヤドリギの矢を、打ち払はらったのである。


「アディ」


　と、その矢を放った影かげは、斜しや面めんの下から言った。


　穂波であった。


　背後には、巨きよ漢かんと別の少女──辰巳と香も連れていた。


　穂波は制服の上からマントと帽ぼう子しを纏まとい、辰巳は正式な神楽かぐらの衣い装しようを、香もみかんと同じ巫女みこ装束に身を包んでいた。


　魔法使いなれば、それらもただの服装ではない。


　大事な儀ぎ式しきにおいて、呪じゆ力りよくを制せい御ぎよするために必要な呪物フエテイシユに違ちがいなかった。


「ホナミ……」


　と、アディリシアが呟つぶやく。


　どこか、ほっとしたように見えたのは、気のせいだったろうか。


「ずいぶん、早かったですわね」


「香さんのおかげで、場所を絞しぼり込めたから。後は、ダウジングと企き業ぎよう秘密」


「絞り込めたといっても、妨ぼう害がい魔ま術じゆつもかなりの数張られてましたのに。〈ゲーティア〉は数十人がかりでしたのよ」


　軽く、唇くちびるを尖とがらせる。


　文句を言ってるのに、少しだけ嬉うれしそうだった。


　そして、とても哀かなしそうだった。


「だから、あなたは嫌きらいなの」


　微び苦く笑しようとともに、アディリシアはいつきと穂波の間に割って入る。


　穂波は、魔女の帽子力の円錐を持ち上げて、十年来自らのライバルだった相手を見み据すえた。


「社長に手は……出させへん」


「そうでしょうね」


　小さく、金きん髪ぱつの少女はため息をついた。


　そして、向かい合った。


　穂波と、アディリシア。


　いつも対立しているふたりの魔女だが、これほど忸じく怩じたる思いを抱かかえて対たい峙じしたことはあったろうか。


「…………」


「…………」


　ふたり、無言。


　誰だれもが、それぞれの意思を分かり合っていた。


　戦いたいわけではないと、知っていた。


　それでも。


　現実は、その結果を望む。


　余計な装そう飾しよくも前まえ触ぶれもなく、ただ淡たん々たんと悲劇を刻む。


「……待てよ」


　と、太い声があがった。


　辰巳である。


　ふたりのどちらでもなく、背後に倒たおれた少年を見つめて、巨漢はずかずかと斜面をのぼってきたのである。


「んな、くだらねえことしてる場合じゃねえだろ」


「近づかないでくださいませ。それより一歩でも近づけば、容よう赦しやしません」


　アディリシアの言葉に、一いつ切さいの感情はなかった。


　さらに、騎士が巨漢の前を阻はばんだのだ。


　たとえ主あるじが踏ふみ切れなくても、魔槍はそんな人間的な事情など反映せず、冷たく心臓を穿つに違いない。


「…………」


　一いつ瞬しゆんだけ、その騎士をちらりと見て。


　躊ちゆう躇ちよせず、辰巳は進んだ。


　槍やりもまた。


　白銀の光が、夕ゆう映ばえの森に無残で美しい直線を結んだ。


　──赤く、血が跳はねた。


「っ……」


　果たして、その結果をアディリシアも想像していたかどうか。


　魔槍を、辰巳は素す手でで受けていたのだ。


　呪力を込こめられた掌てのひらが、槍の切っ先をいなし、その柄つかを摑つかんでいた。


　さすがに完全には威い力りよくを殺しきれず、掌からは血が滴したたっていたが、巨漢は分厚い唇をへの字に曲げたまま、ぴくりとも動かなかった。


　無論、通常であれば、魔神の速度に人間の反射神経がかなうはずはない。速度でないならば、その狭はざ間まを埋うめるものは純じゆん粋すいな技だ。いつきが昨日見せた体術などとはかけ離はなれた、真の達人のみが成しうる技術の果てであった。


　それこそが、巨きよ漢かんの修めた魔術であり武術である体系──神楽かぐらの秘技だった。


「あなたは……」


　アディリシアが、息を飲み込む。


　今も、槍はぶるぶると震ふるえている。


　エリゴールと辰巳の間で拮きつ抗こうしている。


　それが魔神の側に傾かたむけば、辰巳の身体からだは容赦なく八やつ裂ざきとされるだろう。


　葛城の守り人がそうであるように、ソロモンの魔神の名もまた伊達だてではない。どちらの技の秘ひ奥おうもいまだ伏ふせられたままだ。


　しかし、


「るせえ！」


　と、巨漢は一いつ喝かつした。


　びりびりと、空気さえ震える咆ほう哮こうだった。


「俺が知ったことか！　立場がどうだとか、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の戦争がどうだとか、全然分からねえよ！　俺はお前らみたいに首領やら後こう継けい者しややらじゃねえし、一度は放ほう逐ちくされた身だ！　問題だったらこの場でもう一度放逐されたってかまやしねえ！」


　ぎり、と奥歯を嚙かんだ。


　魔神の槍を押さえつつ、巨漢は炎ほのおのように滾たぎっていた。


「だけどよ！　こんなのでいいわけねえだろ！」


　ぐつぐつと煮にえたぎるような瞳ひとみで、声こわ音ねで、巨漢は訴うつたえる。


「ここでくだらねえ内うち輪わ揉もめしてるより、よっぽどやるべきことがあるだろうが！」


「…………」


　アディリシアは答えなかった。


　代わりに、


「……言いぐさはともかく、いつでも破門にはしてやるわい」


　これは、すんと鼻を鳴らして、香が片目をつむったのだった。


　それから、少女はアディリシアへ視線を移した。


「わらわからも、ひとつ提案したい」


「何ですの？」


「禁きん忌きを確保したいというのは分かる。じゃが、〈螺旋なる蛇オピオン〉の術式を知る必要はあろうさ。見たところ、〈協会〉の魔ま法ほう使つかいどもも、〈螺旋なる蛇オピオン〉の牽けん制せいが限界なんじゃろ？」


「それは……言い訳ですわ」


「ああ、言い訳じゃとも」


　すんなり香が認めた。


「じゃが、おぬしには甘い言い訳ではないか？」


　たかだか十一歳ばかりの少女とも思えぬ、高こう慢まんで狡こう猾かつなやりとり。


　それは祖母にして、現葛城家当主である葛城鈴香を見て覚えたものだったろうか。


「…………」


　逡しゆん巡じゆんは、数秒。


　アディリシアが瞼まぶたを伏せると、エリゴールが退いた。


「ただし、ホナミは認められませんわ。〈アストラル〉の人間まで許せば、言い訳にもなりません」


「分かってる」


　悔くやしそうに、栗くり色いろの髪かみの少女は唇くちびるを嚙んだ。


「お願い、辰巳さん」


　その言葉にうなずくより早く、辰巳が少年へ駆かけ寄る。


　揺ゆさぶらず、耳元で呼びかけた。


「おい、いつき！」


　かすかに、反応はあった。


　右手で眼帯を押さえたまま、ゆっくり左目が開いたのだ。


「辰巳……さん……」


「黙だまってろ。すぐ、気付けしてやる」


　辰巳は、ごつい手を少年の胸むな元もとにのせた。


　応急処置を、俗ぞくに手当てという。


　この場合、その語源ともなった、手を当てることによって生命力を賦ふ活かつせんとする呪じゆ術じゆつであったろうか。さらに辰巳は息を吹ふきかける『息い吹ぶき』を併へい用ようして、自らの精気オドを少年へと供給した。


　守り人として、主人を保護するための術。


　辰巳の並外れた精気オドが功を奏したか、少年の顔色はゆっくりと回復していった。


　そして、





「駄だ目め……です」





　と、囁ささやいたのだ。


「何？」


「糸パス……が……」


　と、いつきは呻うめいた。


　その視線は虚こ空くうへと続いていた。


　絶望的な叫さけびが、細い喉のどから絞しぼり出されるようにあがった。





「僕の……右目と……フィンさんが……。お願……。早く……離はなれて……っ！」





　　　　＊





　治部池のほとりで、戦いは新たな局面を迎むかえていた。





　防戦一方だった〈螺旋なる蛇オピオン〉が、動きを変えたのだ。


　最初は、フィンだった。


　疲つかれもせず拳こぶしを振ふり回す炎の巨きよ人じんに対して、若者は人間に過ぎぬ。妖精の足取りフエアリー・ステツプも不完全にしか通じぬ以上、いずれは脆もろい人間の側が押し潰つぶされるのが必然であろう。


　たとえ、取り替え児チエンジリングであろうとも、人間には違ちがいない。


「……っふ」


　かすかに、若者の唇から笑えみが漏もれた。


　おかしかった。


　こんな場で、自分がまだ人間であることを思い知らされるなんて。


　不意に、ある言葉が思い出された。





　──『だからこそ──この心だけは、何の混じりけもなく、あの人のものです。身体からだも魂たましいも、私はあの人に捧ささげられません。ですから、この胸の奥にあるものだけは、ほかの誰にも譲ゆずりません。そのことだけが、私の唯ゆい一いつの真実ほんとうです』





　金きん髪ぱつの魔ま女じよの言葉だった。


　ちょうど一年前に、叩たたきつけられた台詞せりふ。


（……そう、だったね）


　フィンは、忘れていなかった。


　竜りゆうの事件自体よりも、その衝しよう撃げきの方が若者にとっては大きかった。


　誰だれよりも魔法使いでありながら、魔法使いであることに誇ほこりを持ちながら、なお心を曲げずにあろうとする少女が、若者には信じられなかった。


　だから。


　だから、フィン・クルーダには、愉ゆ快かいだったのかもしれない。


　そんな馬ば鹿かげた考えを踏ふみつぶすようなこの結果が、若者の琴きん線せんに触ふれたのかもしれない。


「…………？」


　眉び宇うを、寄せる。


　愉快？


　琴線？


　今、何を、自分は考えていたんだろう。


　自分の考えが、自分で理解できない。


　雑音ノイズみたいな何かが思考に混ざることが、最近は増えているように思った。


　それは、一体いつからか？


（……イツキくん、が）


　ごお、と熱が顔を叩いた。


　思考を、中断させられる。


　かろうじて円石サークルストーンが余波を防いだが、徐じよ々じよに巨人の拳は若者を捉とらえつつあった。直ちよく撃げきを受けたなら、おそらく円石サークルストーン程度では守りきれまい。巨人の熱量なら、フィンの骨まで消し炭に変えてくれるだろう。


「……なら」


　と、呟つぶやく。


　背後の三人へ、問うた。


「庚申さん、ツェツィーリエさん、ジェイクさん──いいですか？」


「う、む」


「好きにしろ」


「もちロン」


　三者三様の返事に、フィンは小さくうなずく。


「……では」


　すう、と若者の指が顔を覆おおった。


　そのまま、とん、とステップを踏んだ。


　今度のステップが、それまでとまったく違っていたことに、巨人は気づいただろうか。まがりなりにも若者を追いつめていた拳が、完全に敵を見失って虚空を旋せん回かいしたことに、不思議を覚えただろうか。


　次の刹せつ那な。


　若者は、巨きよ人じんの背後に立っていた。


　速度ではない。


　技術でもない。


　魔術とさえいえぬ。


　ただ当たり前のように、若者は巨人の認にん識しきをすりぬけて、背後へと回っていた。


　そして、ゆっくりと手を下ろす。


　こぼれる光の色は、紛まがうことなき真紅クリムゾン。


　その両目は──真紅クリムゾンの光を放っていたのだ。





「右七十五度、上方二十七度へ跳ちよう躍やく。ルーン魔術は雄お牛うしの文字にて下方十八度を打だ撃げき」





　囁ささやきは風にまぎれるほど細く、しかし、はっきりと届いた。


　途と端たん。


　ツェツィーリエの意思さえ離はなれて、女吸きゆう血けつ鬼きの身体は自動的に動いたのだ。


　呪じゆ力りよくさえ通常の倍増しとなって、石の巨人の剛ごう腕わんを紙かみ一ひと重えで回かい避ひする。まるで軌道も挙動も最初から知っていたように、女吸血鬼はその頭上へと跳とんでいた。


「っは！」


　女が笑う。


　その哄こう笑しようを絶やさず、ツェツィーリエは叫さけんだ。





「汝なんじは野牛、汝は勇ゆう猛もう、汝は俄にわかに降り来たる雨──されば吼ほえよ、ウルズ！」
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　そう刻まれた金貨を握にぎりしめ、女吸血鬼は拳こぶしを繰くり出した。


　ぞん、と強固な土の外皮をたやすく拳は貫つらぬき、その先に、プラスチック片へんがへし折れるような軽い手て応ごたえを感じた。


　それこそが、巨人を成立させている『核かく』であった。


　場所が定まってないどころか、常に身体中を高速で移動しているその『核』をとらえるなど、魔ま法ほう使つかいにも考えがたい事こと柄がらだった。


　だが、一いつ旦たんそれが成立したならば──


　どおっと音をたてて単なる土ど砂しやへ戻もどった巨人を見て、女吸血鬼は唇くちびるを歪ゆがめた。


「は……っ！　はははははははっ！」


　笑う。


　自分の顔面を押さえて、嗤わらう。


「こいつが妖精眼グラム・サイトか！　これが一度はあたしを打ちのめした『力』か！　愉ゆ快かいだな！　最高だな！　命令されてるってのは不快だけどさ！」


　女吸血鬼の笑い声は、もはや歓かん喜きよりも狂きよう気きに近かった。


　さらに、指令が続く。





「左十三度、上方六度、土ど行ぎよう符ふ呪じゆを射出後四し裂れつ。収しゆう斂れんとともに土ど剋こく水すいの理ことわりを演算」





　次なる命令に疾はしったのは、御厨庚申の霊れい符ふだった。





「──疾チツ！」





　霊符は、命中直前で四つに分ぶん裂れつした。


　つられた水の巨人の体勢が、大きく崩くずれる。


　弧こを描えがいて戻ってきた霊符の中心に、吸い込まれるようにして巨人がたたらを踏ふんだのだ。


　ずぶりと巨人の内側に埋うもれた霊符は、剝むき出しの土の柱をいくつも生んだ。内臓から突つき出したような柱を見下ろして、巨人は動きを停止した。


　そこが、『核』だったのだろう。


　腹部に大きく穴を開けて、巨人が等量の水となって雪崩なだれ落ちる。





「右三十四度、下方三度、混こん沌とんより接続。呪力の解放後にマントラの刻印」





　三み度たびの命令の対象は──風の巨人に捕とらえられ、窒ちつ息そくしかかっていたジェイクであった。


「……オオ」


　半はん透とう明めいの手によって空中へ磔はりつけにされていたジェイクが、その言葉を受けて、小さく呻うめいたのだ。


　ジャケットの内側から、何かがこぼれた。


　かっ、と光が走った。


　途端、半透明の風の巨人は朦もう朧ろうと揺ゆらぎ、せっかく捕らえていた白人を解放してしまったのだ。


「……ハッ！」


　降り立ったジェイクは、べろりと唇を舐なめあげた。


　いくつもの宝石がはまった、派手なピアスに穿うがたれた舌であった。


　太い指が、複雑な印形を刻む。





「──NEITHER.NEITHER」





　この魔術だけは、やはり正体が分からなかった。


　印形は東洋の魔術に近く、しかし呪句は英語に相そう違いない。


　さきほどの脱だつ出しゆつ劇も、呪物フエテイシユによる何らかの仕掛けトリツクだろうとは考えられたが、その根幹を成す体系は判然とせぬまま、印形の指は巨きよ人じんの身体からだに文字を刻んだのだ。


　AFOOM、と。


　それは、いかなる意味だったか。


　ただ一度だけ、風の巨人は震ふるえた。


　そのまま、破れた風船のように四散したのである。


　それまでの強大な呪じゆ力りよくが間ま違ちがいだったように、何も残さず雲うん散さん霧む消しようしていた。


「……さスガは妖精眼グラム・サイト」


　自らの行こう為いを、まるで他人のもののように見つめて、ジェイクは振ふり返った。


　魔術に詳くわしければこそ、今の現象の価値が分かる。


　妖精眼グラム・サイトによる指揮。


　いつきと〈アストラル〉のみが成しえていた奇き蹟せきの、その裏返し。


　あるいは、悪夢といっても良かろう。


〈協会〉の魔法使いたちが渾こん身しんの儀ぎ式しきで成した、四体の巨人たちでさえも抗あらがえぬ悪夢。


「さて、後はあなただけですが」


　と、フィンが囁ささやいた。


　炎ほのおの巨人は、その言葉に震えたみたいに見えた。


　全身の炎を倍加させて、一個の城じよう塞さいと化してそそり立つ。残された魔法使いたちが死力を振り絞しぼっているのだろう。


　いや増した熱波は、それだけで〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部たちを焦こがさんばかり。


　巨人を守護すべく、いくつもの炎の嵐あらしが発生する。


「…………」


　若者は、かすかに目を細めた。


　それだけだった。


　妖精眼グラム・サイトの真紅が、なお赤く曲線を描いた。


　炎の嵐をすりぬけて、若者が巨人の眼前へと立つ。


　そのときには、すでに終わっていた。


　若者のしなやかな手と巨人の額とが、緑の直線でつながっていた。


　ヤドリギが鋭するどく数メートルも伸のびて、業ごう火かに燃やされることもなく、巨人の額を穿っていたのだ。


　すなわち、ミストルティンの槍やり。


　そう呼ばれる、若者の術式だった。


　ぶるりと炎の表面が波打ち、奇き怪かいな花火のように散った。池に落ちた火花がじゅっと音をたてて、それだけが巨人の名残なごりでもあった。


　──その音を聞き届けて。


　がくり、とフィンも膝ひざをついたのだ。


「おい、もうスタミナ切れかよ」


　不満げに、ツェツィーリエが言った。


　対して、フィンは淡あわく苦笑する。


「イツキくんの儀式にも、これを使ったものでして」


　さらに言えば、甘かん味み処どころで〈協会〉の呪じゆ詛そを断たち切るためにも使っている。


　いつきほどではないにせよ、フィンの妖精眼グラム・サイトとて何の代だい償しようもなく易やす々やすと扱あつかえるものではあるまい。


　まして、断ち切ったとはいえ、一度は呪詛を受けた身でもある。


　穂波たちから受けた傷も、癒いえてはいない。


　こうして会話できるだけでも、驚きよう嘆たんすべき事こと柄がらなのだ。


　それでも。


　すぐに、若者は立ち上がった。


「さて……これ以上邪じや魔まが入らない内に、終わらせてしまいましょう」


　ほう、と重い吐と息いきとともに、指をあげた。


「始めて、しまいましょう」


　顔の前で、その指をゆっくりと曲げた。


　爪つめは短く切られており、潤うるおいのある皮ひ膚ふをした指だった。


「…………」


　少しの間、その指先をフィンは見つめていた。





　ほんの一呼吸だけ。





　その指が──若者自身の右目に、ずぶりと埋まった。
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　　　　＊





　その瞬しゆん間かん。


「熱っ！」


　アディリシアと睨にらみ合っていた穂波が、自分の指を押さえた。


　薬指であった。


「これって……ウェールズで……いっちゃんと結んだ……」


　以前、穂波はいつきと糸パスを結んだことがあった。


　妖精眼グラム・サイトの代償を引き受けたときだ。


　あのときのいつきは、突とつ然ぜんの妖精眼グラム・サイトの暴走に耐たえきれず、穂波がその一部を引き受けるまで、ずっと昏こん睡すい状態に陥おちいっていたのだ。


　今回は……そもそも、糸パスが呪じゆ力りよくに耐えきれなかった。


　ごく普ふ通つうの銅線に、発電所レベルの電力を流し込んだようなものだった。


　ならば。


　それをすべて受け止めるしかない、少年の方は──！


「いっちゃん！」


　絶望的な悲鳴とともに、少女は振ふり向いた。





　　　　＊





　その瞬間。


　どことも知れぬ闇やみで、銀ぎん髪ぱつの青年が囁ささやいた。


　意識などなく、瞼まぶたも閉じたまま、それでも口に出してしまった。


「社、長……」


　はかなく、その言葉も闇にちぎれていった。





　　　　＊





　その瞬間。


「影崎さん？」


　黒羽が小首を傾かしげた。


　市内の、平へい凡ぼんな公園だった。


　何らかの魔ま術じゆつで遠ざけられているのか、自分たちを除いては人ひと影かげひとつ見あたらなかった。


「……いえ」


　影崎が振り返る。


　ふよふよと浮ういている幽ゆう霊れいの後ろで、オルトヴィーンもまた蒼そう白はくとなっていた。


　その手の内で、小石が割れていた。


　刻まれた文字は、アルギズ。
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　いつきと繫つながっている、『保護』を意味するルーン文字だった。


「間に合わなかったかも、しれませんね」


　ぽつりと、影崎が告げた。


　その不ふ吉きつな予兆を肯こう定ていするように、三人の頭上を、大きな影かげが覆おおったのである。





〈協会〉の、飛行船であった。





　　　　＊





　その瞬間。


〈協会〉の飛行船では、資料を携たずさえた女秘書が、眉まゆをひそめていた。


「ダリウス様？」


「…………」


　蒼あおいスーツの壮そう漢かんは、窓の外を見つめている。


　ダリウス・レヴィ。


〈協会〉の副代表であり、この都市に百人からの魔法使いを集めた男だった。


「どうやら四大の術は破れたか。思った以上の戦力を、こちらに振り向けてるな」


　深みのあるバリトンが、飛行船のゴンドラに広がる。


　分ぶん析せきというよりも、予定済みだった事こと柄がらを確かく認にんしているようにも聞こえた。


　にい、とダリウスは笑う。


「だが……逆にこれを潰つぶせば、〈螺旋なる蛇オピオン〉の数割方を潰したことになるな？」


　ダリウスが、笑う。


　獅し子しの笑みを、その顔に広げたのだった。





　　　　＊





　その瞬しゆん間かん。


「ホナミ!?」


　アディリシアが、親友の変調に目を剝むく。


　同時、彼女もまた突とつ然ぜんの悪お寒かんに胸むな元もとを押さえた。


　少女にも、特別な糸パスがあったのだ。


　懐ふところに入れた、小さな青銅の壺つぼ。


　至上の四柱。


　途と轍てつもない呪じゆ力りよくを受けて、そのひとつが活性化したのである。


　アディリシアひとりでは喚かん起きすらしきれぬ魔神を、余波だけで活性化するような呪力──。





　──『禁きん忌きを確保しきれぬようなら、その段階で伊庭いつきを抹まつ殺さつしろ』





　そんな命令も、少女は忘ぼう却きやくした。


　思考することさえ遠く、ただ反射的に叫さけんでいた。


「イツキ！」


　白い喉のどは、まるで誰だれかの命をたぐりよせようとするように、がむしゃらに叫んでいた。





　　　　＊





　その瞬間。


　声にもならぬ咆ほう哮こうが、いつきの内側から迸ほとばしった。





　少年の右目から──天空へ向かって、絶大な『力』が弾はじけた。
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　　　　１




　──『力』は、天空へと昇のぼりながら、自らのカタチを形成した。





　それは、虹にじにも似ていた。


　それは、蛇へびにも似ていた。


　それは、竜にも似ていた。


　それは、まさしく黄金の竜であった。


　東西を問わず、世界各地で竜と虹と蛇とを同一視する伝承が絶えぬのは、この『力』の顕あらわれのゆえだったろうか。


　ただし、それを認にん識しきしたものはわずかであった。


　四大の巨きよ人じんを呼び出した時点で、周囲一帯の出来事が観測されぬよう、〈協会〉が権力と魔ま術じゆつ双そう方ほうによる結界を張っていたためだ。あるいは、今回の事件で〈協会〉が成した中で、最も賞賛されるべき事こと柄がらがこれだったかもしれない。常人がこれほどの『力』を視認すれば、それだけで正気を失ってもおかしくないからだ。


　たったひとりの人間から発される『力』だと、誰が信じられただろう。


　伊庭いつきという、たったひとりの少年の瞳ひとみにそれだけの『力』が封ふうじられていたなど、誰だれが考えるだろう。


　びりびりと、空気が震ふるえた。


　それの咆ほう吼こうだった。


　弾けた『力』の一いつ端たんだけで、丘おかの半周が次々と砕くだけていく。


　砂場の山を、獣けものの爪つめが引き裂くような光景だった。大量の土ど砂しやも樹木も、漏ろう出しゆつした『力』のごく一部だけで巻き上げられ、衝しよう撃げきとともに食い破られた。


　丘全体が、不気味な音をたてて震えた。


　今こそ解放されたのだと、それは猛たけっていた。


　今こそ自らの思うがまま振ふる舞まえるのだと、それは歓かん喜きしていた。


　なのに──





　──突とつ然ぜん、光はよじれた。





　空の彼方かなたまで飛ひ翔しようしようとしていた『力』が、がくんと勢いを衰おとろえさせたのだ。


　理由は、すぐに分かった。


　治部池の涸かれた霊脈レイラインが、光をつなぎとめているのだ。涸れていた巨大なダムが、いきなり途と轍てつもない給水を受けたかのように、その『力』を必死に飲み込んでいるのだった。


　まるで、強大な竜を縛しばりつける鎖くさりのようだった。


　これこそが、〈螺旋なる蛇オピオン〉が儀ぎ式しきの場所を限定した理由でもあったろう。


　普ふ通つうに考えれば、京都という霊れい地ちで、わざわざ霊脈レイラインの欠けつ乏ぼうした土地を儀式に選ぶ必要はない。だが、いつきの瞳から解放されたそれを縛りつけるには、まさしくその欠乏こそが必要だったのだ。


　それは、睥へい睨げいした。


　知ち恵えなどなくとも、それは理解していた。





【見ロ】





　と、それは告げた。


　かつて、ひとりの少年へずっと囁ささやいていた言葉を、今度は自らへ告げるようにして、それは苦しそうに、哀かなしそうに、怒おこるように言った。





【見ロ。視みロ。観みロ】





　それは、続けて言った。


　かつて、妖精眼グラム・サイトとして告げた言葉を──今は、竜りゆうの吐と息いきとともに語る。


　自分を縛りつける愚おろかな人間を、それは見つめる。


　観察する。


　検証する。





【見ツケタ】





　ごお、と吐息が殺意を含ふくんだ。


　逆巻く池のすぐそばに、砕けた丘の表面に、若者は立っていた。


　フィン・クルーダ。


　もうひとりの妖精眼グラム・サイトを目がけて、黄金の竜は牙きばを剝むいたのだ。





　──はたして、それは気がついたろうか。





「やっと……出てきた」


　と、若者は笑っていた。


「約束を守りましょう、イツキくん」


　呟つぶやいて、フィン・クルーダは、本当に嬉うれしそうに微び笑しようした。


「その竜から──生命の実から、僕が君を解放してあげます」





　　　　２




　飛行船のゴンドラには、優美な調度が配されていた。


　とりわけ、オルトヴィーンたちの通されたそこは応接室として設けられているらしく、シャンデリアにしろソファにしろ、羅ら針しん盤ばんや置き時計といったインテリアにしろ、素人しろうと目めにも一級品だと見てとれる品ばかりだった。


　そこへ乗り込んですぐ、オルトヴィーンは嚙かみつくように叫さけんでいた。


「なんだよ、あれは──っ！」


「竜ですよ」


　あっさりと、影崎が言った。


　ゴンドラの窓から、崩くずれた丘を見み据すえている。


　巨きよ大だいな怪かい物ぶつの爪つめが引き裂さいたような、ひどく不自然な崩れ方だった。一部の斜しや面めんでは巻き上げられた樹木が転げ、土石流さえ引き起こしている。一時間ほど前に、〈協会〉による一いつ般ぱん人の避ひ難なんは終わったはずだが、情報操作にはかなりの手間を要するだろう。


　そして。


　吼ほえ猛たける、黄金の竜。


　伊庭いつきに、秘ひめられていた術式。


　あんなモノが、これほどの破は壊かいをもたらすモノが、たったひとりの少年の眼がん窩かに収まっていたのか。


「布ふ留る部べ市でも倫敦ロンドンでも見たでしょう。霊脈レイラインを流れる呪じゆ力りよくですよ。本来カタチなんて持たないものですが、たまさかカタチを得るときは、ああいう形質を取りやすいんです。いえ、むしろ霊脈レイラインがああいうカタチを取った場合を竜と呼ぶ──と言った方が正確でしょうかね」


　珍めずらしくも、影崎は多弁だった。


　この男をして、平常のままではいられない──そんな何かが、あの竜にはあるらしかった。


　黒羽も、続けて尋たずねていた。


「そんな竜が、どうしてこんなところで……」


「あなた方は知っていたはずですけどね」


　と、影崎は片眉まゆをあげる。





「十一年前……今や十二年前、〈アストラル〉が布留部市に移ったとき、〈螺旋なる蛇オピオン〉と戦った話は、知ってるんでしょう」





「…………」


　そうだ。


　その話は、ユーダイクスから聞いた。


　先代の〈アストラル〉が、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部と戦っていたという、夢想だにしなかった事件と、その顚てん末まつ。


　しかし、当の十二年前の戦いに、目の前の影崎が〈アストラル〉の社員として参加していたと知ると、言葉はまったく違ちがう響ひびきをともなって聞こえた。


「あのとき、〈螺旋なる蛇オピオン〉は布留部市の竜りゆうを使って、特別な術式をつくりあげていました」


　影崎は、かすかに目を細める。


　あるいは、かつての戦いのことを思い出していたのかもしれない。


　自分が〈アストラル〉の社員として、伊庭司の下で働いていた時代のことを思い返したのかもしれない。


　数秒で、男は言葉を続けた。


「その術式で──彼らは竜を造り替かえようとしていたんですよ」


「竜を、何に、だよ」


　嚙みついたオルトヴィーンに、影崎は唇くちびるを動かした。


　苦く笑しよう、と見えなくもなかった。


「それも、あなたたちは知っているはずなんですけどね。──ああいや、考えてみれば、あの事件は黒羽さんとオルトヴィーンさんは〈アストラル〉に入る前でしたか。でしたら、すぐに思いつかないのも無理はない」


　勝手に納なつ得とくして、影崎がうなずく。


「何のことだ？」


　訊きいたオルトヴィーンへ、影崎は問い返したのだ。


「アディリシア・レン・メイザースの父、オズワルド・レン・メイザースの事件を知っていますか？」


「……ああ」


「はい」


　オルトヴィーンと黒羽、ふたりともうなずいた。


　オルトヴィーンは〈アストラル〉に入る以前の調査で知り、黒羽は入社してから皆みなに知らされた事件だった。


　伊庭いつきが、初めて〈アストラル〉の社長として邂かい逅こうした大事件。


　アディリシアと、巡めぐり会った事件。


「そう、オズワルド・レン・メイザースは禁きん忌きに触ふれたがため、多くの魔ま神じんと融ゆう合ごうし、無む惨ざんな残ざん骸がいと成り果てました。ある意味では本ほん懐かいだったでしょうし、ある意味では無念だったでしょう。その最後に残ったのが、小さな赤い実だったと、報告にはあります」


　赤い実。


　それは、妖精眼グラム・サイトを発揮したいつきが、人外となってしまったオズワルドからその『核かく』として抉えぐり抜ぬいた呪物フエテイシユだ。


　魔神とオズワルドを融合せしめた決定的なモノだと、看破した品だ。


「その実をオズワルドが手に入れたのが、今言った十二年前の事件だったな。〈螺旋なる蛇オピオン〉の術式が『魔法使いを魔法にする方法』だったから……って、お前、まさか」


　オルトヴィーンが、自分の言葉を飲み込んだ。


「ええ、あなたの想像してる通りですよ」


　うなずいて、影崎が言う。





「〈協会〉が伊庭いつきを禁忌と指定したのは、その眼めに秘められている術式が、オズワルドを変へん貌ぼうせしめた赤い実の──オズワルドという天才をしてもついに辿たどり着かなかった──『魔法使いを魔法にする方法』の完成形だと判断したからです」





「…………っ！」


　ふたりとも、息を止めた。


　単に、禁忌の理由を明かされたからではない。


　つながりを、感じたからだ。


　十二年も前からの、あるいはもっと昔からの宿命じみたつながり。


　関係ないと思っていた事こと柄がら同士が結びつき、自分たちを巻き込んでいく。


　いや、すでに巻き込まれているのだ。まるで蜘蛛くもの糸のような、因いん縁ねんの絡からみ合いこそが、ふたりを戦せん慄りつさせたのである。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉の成そうとしていた術式は、つまるところがひとつの霊脈レイラインを変質させて、魔法使いが扱あつかえるようにするものです。似た術式には陰おん陽みよう道どうの星祭りや吸きゆう血けつ鬼きの精気オド喰ぐらいがありますが、決定的に異なる点がひとつ」


　言って、影崎は人差し指をあげた。


　その人差し指をゆっくりと折って、彼は告げる。


「あの赤い実は──〈螺旋なる蛇オピオン〉が生命の実と呼ぶ呪物フエテイシユは──単に『魔法使いが魔法になる』だけではなく、霊脈レイラインの力すべてを扱える、魔法使いにとってほとんど万能の触媒カタリストとなりえるということです」


「霊脈レイラインのすべて、だって──っ？」


　その意味を悟さとって、オルトヴィーンは呻うめいた。


　自らがルーン魔術の使い手たる少年は、今の影崎の説明だけで、十分以上に驚きよう異いを理解したのだった。


「え、えっと……」


　隣となりで、きょろきょろとふたりを見返しながら、黒羽が改めて訊く。


「それ、って……どういうことなんですか？」


「星祭りも、精気オド喰らいも、霊脈レイライン全体の『力』のほんの欠片かけらしか活いかせないんですよ。言ってしまえば、おこぼれをもらう術式で、効率が極めて悪いんです。霊脈レイラインひとつを使い潰つぶすつもりで、やっと寿じゆ命みようが二十年増えるかどうかといった程度でしてね。ええ、資源の無む駄だ遣づかいもいいところでしょう」


　軽く、影崎はかぶりを振ふった。


「ですが……あのやり方なら、霊脈レイラインの力を一いつ時ときにすべて利用できます。およそ魔法使いなら、考えられる限りのありとあらゆる魔術が可能となるでしょう。──魔法使いとしては業ごう腹はらですが、いっそ『万能なる力』といってもよろしい。それが、いかなる犠ぎ牲せいを生むかは別として」


　たとえば、それは原子力発電と核かく爆ばく弾だんの違ちがいだろうか。


　原子力発電があくまで核かく分ぶん裂れつによるエネルギーでタービンを回し、二次的に電力を供給しているのに対して、核爆弾は直接の核分裂反応もしくは核かく融ゆう合ごう反応によって、一国をも吹ふき飛ばす。


　一いつ拍ぱくおいて、影崎は告げる。


「あなたたちだって見てきたでしょう？　伊庭社長の瞳ひとみが、どれほどの奇き蹟せきを起こしたか」


「…………っ」


　ぞくりと、黒羽は自分の背筋に悪お寒かんが走るのを感じた。


　禁忌。


〈協会〉がそう指定したものの一いつ端たんへ、やっと触れた気がしたのだ。


　その『力』を利用して、オズワルド・レン・メイザースは、ソロモン王の魔術のその先へと手を伸のばした。


　その『力』を奪うばい合って、かつての〈アストラル〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉は矛ほこを交えた。


　ならば、今の〈螺旋なる蛇オピオン〉は何を目指す？


　それほどの『力』を得て、これほどまでの犠牲を払はらって得た『力』で、〈螺旋なる蛇オピオン〉は何をやろうとしているのか？


　それに──


「どうして、いつきくんの眼に、そんなものが？」


「…………」


　影崎は、答えなかった。


　一いつ瞬しゆんだけ、その双そう眸ぼうに遠い日の名残なごりが見えた気がした。


　柏原と呼ばれた男の、面おも影かげかもしれなかった。


　それで、黒羽はある可能性に思い至ったのだ。


「あの……ひょっとして……」


「なんですか？」


　影崎が言う。


　その表情は、すでにいつもと同じ完全な無個性を取り戻もどしている。他ほかの誰だれかであったなら、さきほどの可能性など、綺き麗れいさっぱり忘れ去っていたことだろう。


　ここにいるのが、黒羽でなかったなら。


　思い切って、少女は胸の内の疑問を吐はき出したのだ。


「あたし、いつきくんの眼めがおかしくなったのが十年前だって聞いてます」


「……だから？」


「それって……ひょっとして影崎さんが〈アストラル〉をやめて、〈協会〉に戻ったときと同じで……だったら、影崎さんが〈アストラル〉をやめることになった理由って……」


　しかし。


　最後までを、言い尽くすことはできなかった。


　応接室の扉とびらが、開いたのだ。


「どうやら、大おお詰づめらしいな」


　と、低い声が告げた。


　その声にふさわしい威い厳げんを宿した、獅し子しみたいな髪かみをした壮そう漢かんだった。


　黒羽がきょとんと瞬まばたきし、オルトヴィーンが息を詰つめる。


　そのふたりを一いち瞥べつし、壮漢は影崎へと問うた。


「〈アストラル〉の社員か。何故なぜ連れてきた？」


「昔の未練をつかれまして」


「ほう」


　面おも白しろそうに、壮漢は唇くちびるを歪ゆがめた。


「お前が、人間らしいことを言うとはな」


「だから、未練です」


「なるほど、道理だ」


　くつくつと、壮漢はかすかに肩かたを揺ゆらした。


　それから、もう一度ふたりの方へと向き直り、


「〈協会〉副代表を務めている、ダリウス・レヴィと言う」


　厳おごそかに、壮漢は告げたのであった。





　　　　＊





　──絶大なる閃せん光こう。


　──膨ぼう大だいなる破は壊かい。


　──すべてを蹂じゆう躙りんする、竜りゆうの咆ほう吼こう。





　穂波もまた、大きく斜しや面めんを転がされた。


　直ちよく撃げきではなかったのに、凄すさまじい衝しよう撃げき波はが少女の身体からだを打ったのだ。


　しかし、丘おかの斜面が森になってなければ、それだけではすまなかったろう。


　ケルト魔ま術じゆつの魔術特性は──〈霊れい樹じゆの末まつ裔えい〉。樹木の加護をもって、自らの呪力を増ぞう幅ふくさせる魔術。その特性を利用して咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよの術を張り巡めぐらせることによって、少女は自分のみならず、この場の全員を救ったのだ。


　しかし、


「社長、辰巳さん……っ！」


　穂波が、叫さけぶ。


　突つき飛ばされた格好の辰巳は、茫ぼう然ぜんと地面を見つめていた。


　そこに、いつきの姿は無かった。


　少女の慕したう少年は、すでに消え失うせていた。


　先の『力』が弾はじける直前、いつきは巨きよ漢かんを突き飛ばしたのだ。


　そのまま、右目から噴ふき出した凄まじい呪じゆ力りよくの奔ほん流りゆうは、少年自身をも取り込み、連れ去ってしまった。


　穂波にも見えないが、おそらくはあの竜の中に、いつきが取り込まれているのだろう。妖精眼グラム・サイトの内側にあった『力』と、少年という『器うつわ』は、今こそ主従逆転して、あの黄金の竜を形作っているのだった。


「…………っ！」


　穂波が、視線を移す。


〈螺旋なる蛇オピオン〉たちのいた──治部池の方向が、光の膜まくに覆おおわれていた。


　その膜が、治部池の周囲一帯を包んでいることを、穂波は感知していた。


　結界である。


　いつきの目から抜ぬけ出た『力』が、〈螺旋なる蛇オピオン〉によって縛しばられており──その束そく縛ばくのための術式が結界となって、周囲を覆っているのだった。


　今や、結界の内側は完全に隔かく離りされている。


　光の壁かべは、下手なシェルター以上の強度をもって屹きつ立りつしていた。


「イツキは……生命の実と言ってました……」


「──えっ」


　穂波が振ふり向く。


　そこでは、アディリシアが立ち上がっていた。


　こちらの魔女が吹ふき飛ばされなかったのは、魔神エリゴールが庇かばったためであろうか。


　光の壁を見つめたままで、少女の顎あご先をつうと赤いものが滴したたった。


　血であった。


　強く嚙かんだ唇が出血して、アディリシアの白い肌はだに一条流れているのだった。


「きっとあれが、お父様を魔法に変えた、赤い実の完成形……」


　少女が見上げる内にも、光は変じていく。


　光の竜は、少しずつ鎖くさりに搦からめ取られていくようだった。


　鎖が竜を封ふうじ込めたとき、〈螺旋なる蛇オピオン〉の望みも叶かなうのだろう。


　そして、いつきは──


「私は……」


　アディリシアの声は、遠く掠かすれた。


　あの一いつ瞬しゆん、エリゴールに命じて、少年の命を絶つこともできた。


　しかし、少女にはできなかった。


　可能と不可能とか以前に、少年を抹まつ殺さつするという指令自体が、頭の中から消失していた。


　魔法使いである自分よりも、ただの少女としての自分を優先してしまった。


（私、は……）


　アディリシアは、奥歯を嚙みしめる。


　一体、自分はどこまで堕だ落らくしてしまっているのか。


　そして、そんなことが許されないと、何度思い知れば気がすむのか。


　いつきを想おもう心と、魔法使いとしての責務。


　身体が真っ二つに裂さけてしまいそうな痛みに、どうやって自分は耐たえたらいいんだろう。今だって、自分の膝ひざはドレスの内側で震ふるえて、頽くずおれてしまいそうなのに。


「……アディ」


　自問するアディリシアへと、穂波が振り向いた。


「……ひとつ、お願いがあるんやけど」


「…………っ」


　その声に、アディリシアの意識が現実へ復帰する。


　このライバルにだけは無様な姿を見せられないという、意地だったかもしれない。


　瞼まぶたを閉じて、軽くかぶりを振り、少女は言う。


「何ですの？　言っておきますけれど、〈ゲーティア〉は〈アストラル〉のためには動けませんわよ」


「分かってる」


　うなずいてから、穂波はこう続けたのだ。


「〈協会〉の責任者と、あたしを会わせて」


「な──」


　アディリシアが、目の前の旧友へ目を剝むいた。


「あなた……っ？」


「石動圭が言ってたね。今回の最高責任者は〈協会〉の副代表──ダリウス・レヴィやって」


「正気ですの？　一度は〈協会〉への協力を断った身で、のこのこ出てきて歓かん迎げいされるとでも思ってますの？」


　問い返したアディリシアを、穂波はじっと見つめた。


　詳くわしく説明したりはしなかった。


　ただ、一言だけ尋たずねた。


「できる？」


「…………」


　もう一度、少し沈ちん黙もくしてから、アディリシアは口を開いた。


「すぐ近くに、待機してます。合流するだけなら十数分とかかりません。ですけど、その場で拘こう束そくされても文句はありませんわね？」


「もちろんや」


　穂波がうなずく。


　この期ごに及およんで、なお希望を失わぬ相手を、不思議そうにアディリシアは見つめた。


　それは自分とこの少女が、よく似ていても異なる、最大の違ちがいだったろうか。不ふ屈くつであろうとする者と、挫くじけてもすぐに立ち上がろうとする者の、本質的な違い。


　うらやましい──とは思わないけれども、やはり眩まぶしくは感じた。


　きっとそれは、自分がこの少女を特別だと思った理由。


「でしたら……」


　と、アディリシアが言いかけたときだった。





「──おっと、余計な真似まねはやめてほしいなあ」





　新たな影かげが、森に落ちたのだ。


　夕ゆう映ばえに沈しずんでいく森の中で、その女は一ひと際きわ黒い毛皮を纏まとっていた。


「これ以上面めん倒どうくさくなるのはごめんだからね」


　ぺろりと、赤い唇くちびるを舐なめる。


　そうすると、驚おどろくほど鋭するどい牙きばが露あらわとなった。


　まるで最上級の呪じゆ力りよくを喰くらったと言わんばかりに、女の肌はだは艶つややかだった。


「──ツェツィーリエ、あんたも〈螺旋なる蛇オピオン〉に」


　穂波が、その名を呼ぶ。


　オルトヴィーンの師であり、ルーン魔ま術じゆつを極きわめし女吸きゆう血けつ鬼きが、そこにいたのである。


「へえ、あのときのケルトの魔女もいたのか」


　ツェツィーリエが、がしがしと頭を搔かいた。


　穂波とは、春以来の邂かい逅こうだった。


〈アストラル〉にオルトヴィーンが加わってすぐ、この女吸血鬼と争うことになったのだ。


「そりゃあ良かった。あいつの儀ぎ式しき、もうちょいかかるらしいからね。その間、すっげえ嫌いやなんだけど護衛を頼たのまれててさ。一応、結界は張ってるけど、外から邪じや魔まされないように虱しらみ潰つぶしをしといてくれだってさ」


　こきこき、と女が首を鳴らす。


「お前らなら、退たい屈くつせずにすみそうだ」


「…………」


　穂波も、アディリシアも、口を開かなかった。


　この女吸血鬼の傲ごう慢まんが、しかるべき実力に基づいていると知っているからだった。


　たったひとりで、この場の全員に匹ひつ敵てきすると。


　穂波が、マントの内側へ手をやる。


　場合によっては、用意していた切り札もここで使う覚かく悟ごだった。もとより手札ジヨーカーを隠かくしたままで勝てる相手でもない。


　ちら、と隣となりへ目をやった。


「……アディ、共同戦線に不服はないやろね？」


「この吸血鬼を打ち倒たおすのが、〈協会〉の意にそむくとは思えませんわ」


　金きん髪ぱつの魔女もまた、胸むな元もとの『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』を握にぎり込んでいた。


「ふうん」


　と、ツェツィーリエは唇をつりあげる。


「いいねいいね。そんな風に何の躊ちゆう躇ちよもなく戦う気になってくれるってのは最高だ。せいぜいあたしのために全力以上を出してくれよ？」


　女吸血鬼が大だい胆たんに歩を進め、ふたりの魔女が緊きん張ちように身を強こわ張ばらせた。


　刹せつ那な、


「──いいや」


　と、きっぱりした意思が、女の足を引き留めた。


　穂波とアディリシアを含ふくめて三人の視線が、意外な伏ふく兵へいへと集中したのだ。


「そやつの相手は、穂波どのでも、アディリシアどのでもないぞ」


　立ちふさがった伏兵の背せ丈たけは、わずか百二十センチとてない。


　なのに、誰だれも笑わなかった。


　歴史である。


　少女自身ではなく、少女の背負ってきた歴史こそ、場の全員を硬こう直ちよくせしめたのだ。


　それまで黙だまっていた少女──葛城香が、ざっと前へ出たのである。


「よいな、辰巳」


「お前が言わなくても、そのつもりだったさ」


　ぱん、と辰巳が拳こぶしで手のひらを叩たたいた。


　その指を一本ずつ鳴らして、巨きよ漢かんも前に出る。


　優やさしい声で、言った。


「穂波さんは、アディリシアさんと〈協会〉のとこに行くんだろ？」


「で、でも……」


　狼ろう狽ばいする穂波の前に、そっと手をあげる。


「やり方は知らないが、あいつを助ける気なんだろ？」


　竜りゆうの方へ、顎あごをしゃくった。


「だったら、とっとと行ってくれよ。どうもあの竜は俺の手に負えなそうだしな」





「へえ？」





　と、これは這はいずるような声が、森に響ひびいたのだ。


「それは、竜は駄だ目めでも、あたしなら相手にできるって意味かい？」


　ツェツィーリエの声に、一いつ切さいの感情は含まれていなかった。


　氷のごとき声こわ音ねはそれゆえに恐おそろしく、いかなる者も膝ひざを折らずにおかぬ禍まが々まがしい響きさえ秘ひめていた。


　しかし、


「そうさ」


　と、分厚い唇くちびるを歪ゆがめて、辰巳は快笑したのだ。


　ばかりか、


「支障ない。そやつが〈螺旋なる蛇オピオン〉の何者であろうとも同じことさ。──のう？　わらわを誰と思っておるのじゃ？」


　ふわりと、香も微び笑しようする。


　少女の指が、巫女みこ装しよう束ぞくの胸元を押さえた。





「見知りおくがいい、〈螺旋なる蛇オピオン〉の吸きゆう血けつ鬼きとやら。葛城家次期当主・葛城香と、その守り人・紫藤辰巳が、おぬしの相手じゃ」





　わずか十一歳の巫女は、女吸血鬼に対して、堂々と宣戦布告してのけたのだった。





　　　　３




　逡しゆん巡じゆんは、わずか数秒であった。


　少女の宣戦布告を耳にした穂波は、


「分かりました。恩に着ます」


　と答え、アディリシアとともに身を翻ひるがえしたのだ。


　斜しや面めんを半ば滑すべりながら駆かけ下りていくふたりの魔ま女じよに、ツェツィーリエは冷たい視線を投げかけていた。


　その姿が、消えた。


　消失と紛まがうばかりの高速移動。


　無防備な背中へ振ふり下ろすはずだった手刀は、しかし移動半ばで割り込んだ巨きよ影えいによって食い止められたのだ。


「驚おどろいたな」


　と、女が漏もらした。


「腕わん力りよくで、あたしと張り合える魔法使いがいるなんてね」


「俺もだよ」


　辰巳が苦く笑しようした。


　ツェツィーリエの手刀と辰巳の腕うでが、ふたりの間で拮きつ抗こうしていたのだ。


　ぎりぎりと、筋肉の軋きしむ音さえ聞こえそうな拮抗だった。腕力とは言ったが、どちらも単純な膂りよ力りよくには頼たよらず、呪じゆ力りよくによる強化ブーストがかかっていた。


　ツェツィーリエの手の甲こうに刻まれた刻印は──[image: ]。


　ルーン魔術において、勝利を示す文字だった。


　対して、辰巳は神楽かぐら。


　八百万の神に奉ほう納のうされる、神を喜ばせるための武術。


　両者の呪力は極きわめて高いレベルで伯はく仲ちゆうし、やがて斜面から穂波とアディリシアの背中が見えなくなったところで、大きく離はなれた。


　飛びすさったツェツィーリエが、毛皮のコートへ手を差し入れた。


「本当はゆっくり愉たのしみたいんだけどね。後で小言をくらうのも嫌いやだし、手早くやらせてもらうよ」


　女の指が、懐ふところから取り出した金属の壺つぼの蓋ふたを弾はじいたのだ。


　途と端たん、ひどく嫌な臭においが周囲にたちこめた。


　それは、腐くさった獣けものの血の臭いであった。


　それは、何十種類ものハーブを混ぜ合わせた臭いであった。


「てめえ……っ？」


　辰巳の表情が揺ゆれる。


　凄すさまじい臭しゆう気きを放つその液体を、ツェツィーリエは自らの頭頂から振りかけたのだ。


　どろりとした緑の液体は、女の美しい髪かみを、形の良い額を、すっと通った鼻び梁りようを、淫みだらに白い喉のど元もとを汚よごしていった。





「変へん生じようせよ！　変生せよ！　変生せよ！　意味を成して、我を喰くらい、すなわちルーンの礎いしずえとさせよ！」





　激しい咆ほう哮こうとともに、異変は生じた。


　女の纏まとっていた毛皮が……その肢し体たいに取り込まれていく。


　単なるコートだった毛皮は、女自身の体毛となり、針金のごとくそそり立つ。死んでいた体毛に生命いのちが注ぎ込まれ、女の身体からだをおぞましく──それでいてより美々しく変生させていく。


　女の肌はだにも、毛皮にも同様のルーンがいくつとなく刻まれていた。





　[image: ]スリサズ　[image: ]イーサ　[image: ]エフワズ





　すなわち、それは単独のルーンでは成せぬ、真なるルーンの秘術。


　神力のルーン。


「っ……はははははは」


　もはやかぎ爪づめといってよい指で顔を覆おおって、女は愉ゆ快かいそうに笑った。


　抑おさえきれぬ呪力の発はつ露ろとも見えた。


　身体の底から湧わいてくるモノを一いつ切さい留とどめずに、猛たけ々だけしい笑い声として放出しているようにも思えた。


「感謝しなよ。お前らふたりとも、頭のてっぺんから爪つま先さきまで丁てい寧ねいに挽ひいて裂さいて砕くだいて舐なめて磨すり潰つぶしてやるよ」


「…………」


　一歩退きかけて、辰巳はその足で強く地面を踏ふみしめた。


　女吸きゆう血けつ鬼きの力が分からぬはずもない。


　未熟な魔法使いであれば、その放射だけであてられて、呪波汚お染せんの初期症しよう状じようを引き起こしかねないほどだった。


　ふ……とその唇くちびるがほころんだ。


「だったら……こっちも同じだ」


「あん？」


　ツェツィーリエの、長く伸のびた眉まゆがひそめられる。


　同時。


　辰巳は、声を張り上げていた。


「香！」


「おお！」


　叫さけびとともに、りん、と清すがしい音が鳴ったのだ。





「ひ、ふ、み、よ、い、む、な、や、こともちろらね──」





　神楽鈴すずとともに響ひびき渡わたったのは、少女の祝詞のりとであった。


　さしものツェツィーリエが虚きよをつかれたのは、その舞まいの一差しの、美しさのゆえだったか。ただ一足、ただ一差しの神楽鈴の優美さは、それだけで神域に入っていたのだ。


　澄すみ渡った少女の横顔からも、一いつ瞬しゆんで人らしい面おも影かげが消えていた。


　年ねん齢れいも性別も超ちよう越えつした、神子の姿。


　其それ、すなわち『神』の顔かんばせ──。





「おきつかがみ、へつかがみ、やつかのつるぎ、いくたま、たるたま、ちがえしのたま、まかるがえしのたま、へびのひれ、はちのひれ、くさぐさのもののひれ、ふるべ、ゆらゆらとふるべ──！」





　少女の声とともに、ごおと空が鳴った。


　いつきを攫さらっていった竜りゆうには及およばず──しかし、途と轍てつもない力だった。


　都の空を渡る呪じゆ力りよくが、根こそぎ搔かき集められたのだ。少女の祝詞と神楽かぐら鈴の音に従って、呪力は怒ど濤とうのごとく渦うずを巻き、収しゆう斂れんした。


　どっと、辰巳の頭上へと雪崩なだれ落ちたのである。


「な……っ！」


　思わず、ツェツィーリエが目の前を覆った。


（……何、を？）


　この女吸血鬼でさえたじろぐほどの呪力が、一時に眼下へと集中したのだ。


　それだけの呪力を受けて、無事ですむはずがない。


　生身の人間が、落らく雷らいを受けるようなものだ。


　なのに。


「…………っ」


　指の間から覗のぞいた光景に、ツェツィーリエは小さく息を飲んだ。


　そこに、巨きよ漢かんは変わらずたたずんでいた。


　一回り、大きくなったようにも見えた。


　熱の放射を受けたかのごとく、ツェツィーリエの毛が逆立つ。


　ツェツィーリエの肌には、巨漢の肉体が噴ふん火かする火山のように思えた。


「お、前……っ」


　かすかに嗄しわがれた女吸血鬼の声に、辰巳は唇の端はしをつりあげる。


　すべての呪力が、巨漢の内側で制せい御ぎよされていたのだ。


　それを確かめるように、何度か拳こぶしを握にぎってはゆるめ、巨漢は口を開いた。


「要は、てめえの神力のルーンってのは……ひたすら喰くいあさってきた呪力を、ルーンっていう触媒カタリストを通すことで一気に活性化させる代しろ物ものだろうが」


「…………」


　ツェツィーリエは答えない。


　そんな女へと、巨漢は告げる。


「こちらも似たようなもんだ。ちいと理り屈くつは違ちがうがな」


　神降ろし、という。


　自らの肉体に神を宿らせる、神しん道とうの秘ひ儀ぎである。


　もっとも、神といってもそのほとんどは意識を持つものではない。


　かつて、葛城みかんが出会った『荒魂アラミタマ』──建たけ御み名な方かたの神かみのような呪波汚染や信しん仰こうの色に染められてない限り、神とはその土地に漂ただよう『力』のかたまりである。


　香は、そうした『力』を搔き集め、辰巳へと誘ゆう導どうしてのけたのだ。


「このあたりならさしずめ八坂神社の主神……素戔嗚尊ってあたりか」


　ぽつりと、呟つぶやく。


　無論、それを呼べる巫女みこも、それを受け入れられる守り人もただごとではない。


　戦いくさの場に立って、ろくな準備もなく神降ろしを成すことなど、すでに喜劇じみている。


　葛城家の神童と呼ばれた──葛城香の、これが実力であった。


　その香を守護すべく選ばれた──紫藤辰巳の、これが本領であった。


「もう一度……力比べしてみるか？」


　辰巳が問う。


「上等だ！」


　強く、ツェツィーリエが地面を蹴けった。





　純じゆん粋すいな『力』の固まりと化したふたりの魔ま法ほう使つかいが──正面から激げき突とつした。


[image: ]





　　　　＊





　いつきに──意識はあった。


　うすらぼんやりとした、夢の中のような意識だ。


　だけど、これが現実だろうという自覚はあった。


　自分の身体からだを凄すさまじい呪力が取り囲み、竜りゆうのような外がい殻かくをなしているのだと、そのことは理解していた。


　竜の外殻を纏まとうことによって、呪力は魔法使いと争っている。


　いくつもの鎖くさりに縛しばりつけられながら、それでも自由を求めて暴れ狂くるっている。


　鎖の一いつ端たんを握っているのは、無論フィン・クルーダであった。


（フィン……さん……）


　切れ切れな意識で、思う。


　以前にも、似たようなことがあった。


　一年前、やはりフィンによって、妖精眼グラム・サイトを浄じよう化かさせられかけたときだ。


　おそらく、基き礎そは同じ儀ぎ式しきなのだろう。


　もとより、フィンの狙ねらいはいつきの中の妖精眼グラム・サイト──さらにその内側の、秘ひめられた術式である。


（術式……）


　いつきは、思う。


　自分の身体を包み込んだ、黄金の竜。


　これも、その術式によるものだ。


　ある者は、それを紅あかい種と呼んだ。


　ある者は、それを生命の実と呼んだ。


　ある者は、それを『魔法使いを魔法にする方法』と呼んだ。


　しかし、実態は同じだ。


　結局、どの姿も、ひとつの霊脈レイラインを──この竜を変質させたモノであり、いつきの中の術式であることは変わらないのだ。





【見ロ】





　声が、聞こえた。


　同時に、視界が変わる。


　現実が搔かき消え、いつきの目に映るものは、小さく狭せまい空間だった。


（これ、って……）


　少年が、目を見張る。


　大量のビーカーや魔法薬が置かれた、黴かび臭くさい研究室。


　狭苦しい床ゆかや壁かべには、おびただしい魔法円が刻まれていた。


　散らばった羊皮紙には、複雑な計算式や図形が書き込まれている。何百回、何千回という卓たく越えつした思考の残ざん骸がい。どうやらカバラを基本とした式らしいことは、今のいつきにも分かったが、それ以上は読み取れない。


　哲学者の卵フラスコの中で蠢うごめく小さなヒトガタは、ホムンクルスかマンドラゴラか。


　おびただしい蒸気があがり、古めかしい計器が目盛りを上下させている。


　その中で、一ひと際きわ大きな哲学者の卵フラスコが、ごぼごぼと音を立てた。


　いつきが、息を飲む。


　その中には、何もない。


　何もないのに、朧おぼろ気げなカタチが生まれつつあった。


　哲学者の卵フラスコに蓄たくわえられた呪じゆ力りよくが、術式に従ってカタチを成そうとしていたのだ。


　ぐっと小規模で、構築された術式も不安定だったが、何を目的とする実験なのかは、理解できた。


　ある種の呪力を捉とらえ、固定化しようとする魔術だ。





　──たとえば。


　その術式の極きわまるところ、土地を流れる霊脈レイラインから呪力を汲くみ取り、紅い種のカタチに固定化することも、可能となるような。





（じゃあ、これは……）


　いつきは、悟さとる。


　これは……自分の中の、術式がつくられた経けい緯いだ。


　おそらくは何百年もかけて、ゆっくりと醸じよう成せいされていった術式の制作過程だ。


　ひとりの魔法使いでは成しきれず、何人もの術者の手を渡わたりながら、術式は熟成し、練り込まれ、完成に近づいていったのだ。その途と方ほうもない年月と執しゆう念ねんこそを、いつきは今目まの当たりにしているのだった。


（僕の中の術式を……つくっているのが……〈螺旋なる蛇オピオン〉……？）


　いつきが、思う。


　かなり古い組織らしいという、そんな知識はあった。


　自分の父と争ったことに加えて、そのずっと以前から、自分の内側の術式をつくっていたようだと、なんとなく考えてはいた。


（じゃあ、その最初は……？）


　そんな、少年の疑問に答えるように──。


　突とつ然ぜん、視界が変わる。


　今度は、古びた教会近くの広場だった。


　老ろう若にやく男なん女によを問わず多くの人々が集まっており、その中央に設けられた処しよ刑けい台だいには、巨きよ大だいな刃はを固定した機械が据すえられていたのだ。


　壇だん上じようには、覆ふく面めんをかぶった処刑人と、その機械に首元を押さえつけられた罪人の女がいた。


（……まさ、か）


　その正体をいつきが想像するよりも早く、群衆が叫さけびをあげた。





　──魔ま女じよだ！





　糾きゆう弾だんの、叫び。


　人が人を貶おとしめ、断罪せんとする陶とう酔すいの響ひびき。





　──魔女の首を落とせ！





　その声に、処刑人が応こたえた。


　固定された刃が、機械から降り落ちたのだ。


　どお、と血がしぶいた。


　重く鋭するどい刃によって断たたれた首が、ごろりと音を立てて地面に転げる。


（────っ！）


　ギロチン。


　痛みなく人の命を断つと言われた、人道的な処刑機械。


　熱ねつ狂きよう的なざわめきが、人々の間を渡る。


　娯ご楽らくに浮うかれた熱に押されて、新たな罪人が処刑台にあがり、ギロチンの刃が再び持ち上げられる。


（やめて──！）


　いつきが叫ぶ。


　しかし、そんな叫びの届くはずがない。


　ギロチンの刃が、人の首を断つ。


　ごろり、と首が転げる。


　歓かん喜きのうねり。


　熱狂の叫び。


　死んでいく。


　死んでいく。


　死んでいく。


　死んでいく。


　死んでいく。


　魔法使いが、魔法使いと疑われたただの人間が、殺されていく。


　人々の歓喜と熱狂に押されて、次々と、何の意味もなく殺されていく。


（────っ！）


　目をつぶりたかった。


　そむけたかった。


　だけど、声がした。





【見ロ。視みロ。観みロ】





　声が告げる。


　目を離はなすなと強制する。


　その正体は、いつきにも分かってしまう。


　多くの魔法使いと、もっと多くのそうでない者が殺された時代。


　魔女に関連すると疑われただけで、何万もの命が無む為いに散った、ヨーロッパ中世の血ち塗ぬられた歴史。


　魔女狩がり。


　忌いまわしい、その響き。


〈螺旋なる蛇オピオン〉は、そこを起点としているのか。


　そんな悲劇を、そんな悲劇に抗あらがう意志が、〈螺旋なる蛇オピオン〉のスタートなのか。





　──また、視界が変わる。





（っ、あ……！）


　吐と息いきが、こぼれた。


　今度は、現実だった。


　竜りゆうが、吼ほえていた。


　自分を飲み込んだ術式が──竜が、フィンと争っている。


　術式を引きずり出したのは、複数の〈螺旋なる蛇オピオン〉による複合魔ま術じゆつだったが、今はフィン単独で魔術を継けい続ぞくしているらしかった。


　おそらく、残った座セフイラーは、フィンの邪じや魔まをさせぬように、周囲に散っているのであろう。


　何があったのか、若者の右目は血を流していた。


　左目の妖精眼グラム・サイトだけを開き、フィン・クルーダは笑っていた。





「──我は命ずるハイル」





　若者の声とともに、さらなる呪じゆ力りよくが絡からみつく。


　いつきの内側から膨ふくれあがった術式が竜のカタチを取ったなら、フィンの操あやつる呪力は蔦つたのカタチを取って、次々と竜を縛しばっていくのだ。


　竜の縛られるたび、いつきの身体からだにも激痛が走る。


（っ、あ──！）


　その悶もん絶ぜつさえ、声にならぬ。





「──我は命ずるハイル」





　趨すう勢せいは、やはりフィンの側にあった。


　竜の呪力は片かた端はしから土地に吸い込まれており、土地に吸い込まれたそれらの呪力は、すぐさまフィンの魔術によって操られているためだ。


　自然の呪力を活用する、ケルト魔術の魔術特性ならではのやり口である。


　いわば、自分で自分と戦わされているようなものだ。


　竜を形成している呪力がいくら膨ぼう大だいでも、これでは時間の問題でしかない。


　いつきを取り込んだ術式は──竜は、遠からずフィンの手に落ちる。


（どうすれ、ば……っ）


　いつきが、歯は嚙がみする。


　しかし、指一本とて、少年の自由にはならない。


　何ひとつ、思い通りにはならない。


　見てるだけしか、いつきにはかなわない。


　どんな悲劇が起こるのだとしても、どれほどに願ったとしても、結局のところ、伊庭いつきにはそれを覆くつがえす『力』がない。





「──我は命ずるハイル」





　フィンの詠えい唱しようによって、竜が呪じゆ縛ばくされていく。


　すでに、竜の抵てい抗こうはかすかな痙けい攣れん程度のものとなっていた。


　それにつれて、いつきの意識も薄うすれ、闇やみの中へと溶とけ込んでいく。


「イツキくん」


　フィンが、少年を見上げる。


「良いことなんて……なかったでしょう」


　竜に取り込まれて、中空に吊つり上げられた格好の少年へ、フィンは囁ささやく。


「瞳ひとみがその術式に憑つかれて以来、苦しいことばかりが多かったでしょう。こんな世界に巻き込まれたことも、こんな世界を見続けなければならなかったことも、優やさしい君にとっては不幸以外の何物でもなかったでしょう」


　本当に、哀かなしそうに囁いた。


「その竜を……今、引き剝はがしてあげます」


　指が、ケルトの三重螺旋を描えがく。


　その印に則のつとって、さらなる呪力の蔦が竜を縛りつける。


　ほとんど完全に竜は封ふうじ込められ、新たなフィンの魔術によって、いつきから引き剝がされようとしていた。


（駄だ、目め……っ）


　半ば本能的に、いつきが目をつむる。


（こんな……こんなんじゃ……）


　こんなやり方で……誰だれも、救われるはずが……





【見ロ】





　そこに、もうひとつの呪力が介かい入にゆうしたのだ。


　最初、それが呪力だといつきにも分からなかった。


　周囲の結界をすりぬけたそれはあまりにも無色で、何の圧あつ迫ぱく感かんもなく、ごく自然に溶け込んでいたからだ。





「……結局、こうなりましたか」





　と、その呪力が告げた。


　縛られた竜りゆうのすぐ近くを、悠ゆう々ゆうと人ひと影かげは浮ういていた。


　いかなる魔法によるものであろう。


　穂波とアディリシアだって、箒ほうきや魔神なしに空を飛ぶことはかなわないのに、この人影はただの両足のみで虚こ空くうを踏ふんでいた。


「おふたりともご無ぶ沙さ汰たしております。──とりわけフィンさんには、一年ぶりの再会となりますが」


　あくまで無表情な声こわ音ねで、人影は言う。


　魔ま法ほう使つかいを罰ばつする魔法使い。


　影崎。


「〈協会〉として、審しん判ぱんを下しに来ました」


　静かに、言う。


　フィンと、いつきと、影崎。


〈螺旋なる蛇オピオン〉と、〈アストラル〉と、〈協会〉。





　三つの呪じゆ力りよくと──三つの組織に属する人間が、天と地で睨にらみ合ったのだった。





　　　　４




　穂波が〈協会〉の飛行船へ辿たどり着くのに、時間はかからなかった。


　丘おかを降りる途と中ちゆうから箒を使って、直接〈協会〉の飛行船へと乗り込んだものである。


　アディリシアは、すでに別行動となっている。


　使い魔アガシオンを使って、穂波を飛行船へ通すよう〈協会〉に連れん絡らくしたきりで、アディリシアは再び丘の方へと戻もどっていった。


　彼女には、彼女の戦いがある。


　アディリシアをアディリシアたらしめている誇ほこりは、どれほどに忌いみ嫌きらう行こう為いであっても、少女を突つき動かすだろう。


　たとえその結果、伊庭いつきを殺すこととなっても。


（嫌いやや……）


　と、穂波は思う。


　少女は、見たくなかった。


　自分の親友と、大切な幼なじみが争っているところを、どうしても少女は見たくなかった。


　だから、ここに来たのだ。


　飛行船の一室で、じりじりと穂波は待っている。


　数分も経たってないはずなのに、まるで数時間も待っているように少女には思えた。


　ゴンドラの、扉とびらが開いた。


「穂波……さん」


「まなちゃん」


　そこから入ってきた黒羽の姿に、穂波が目を見開いた。


「まなちゃんが、どうしてここに？　それに、オルトヴィーンは？」


「オルトヴィーンさんは……もう我が慢まんしてられるかって、ここから降りて、丘の方に走っていって」


　では、どこかで入れ違ちがいになったのか。


　おそらくは、穂波が箒を使った後のことだろう。


　あの少年のことだから、無む闇やみな心配をするにはあたるまいが、状じよう況きようが状況であった。


（……ううん）


　かぶりを振ふって、不安を断たち切る。


　この期ごに及およんだ以上、無む駄だな心配をしている場合じゃない。それぞれがそれぞれの全力を尽つくす以外、できることはあるまい。


　アディリシアは、アディリシアのやるべきことを。


　オルトヴィーンは、オルトヴィーンのやるべきことを。


　そして、穂波は穂波のやるべきことを。


「まなちゃんは、どうしてここに？」


　もう一度、同じことを穂波が尋たずねた。


「ここへは……影崎さんが連れてきてくれたんです。何をするべきか知りたいなら、何が起きているか知るべきだって」


「影崎が？」


　怪け訝げんに眉まゆを寄せた穂波に、黒羽が訊きく。


「あの、影崎さんの昔を、穂波さんは……」


　そう言いかけて、少女は振り返った。


　後ろから、一ひと際きわ大きな、蒼あおいスーツを着た壮そう漢かんが現れたのだ。


　穂波が、小さく唇くちびるを嚙かむ。


「……ダリウス・レヴィ」


「お前か」


　栗くり色いろの髪かみの少女を一いち瞥べつして、ぽつりとダリウスは告げた。


「今いま更さら、何をしにきた？」


「何を、って」


「言っておくが、私はすでに影崎を派は遣けんした」


「────っ」


　穂波が、息を飲む。


　すぐに気を取り直して、少女は顔をあげた。


「満を持して……ってわけ？　ここまでは、ずっと自分の最強の手札を切るタイミングを待ってたん？」


「私に言えるのは、これで事件が終わるということだけだ」


　ダリウスの眼まな差ざしは、あくまで冷ややかだった。


　うっすらと蒼い瞳ひとみで少女を見つめたまま、


「消えろ」


　と、告げたのだ。


「お前は、〈アストラル〉として〈協会〉の要よう請せいを受けることを断ったはずだ。だったら、子供は子供らしく、ごっこ遊びで満足してろ。こちらの世界のルールは、お前たちを受け入れん」


　それきりで、ダリウスは身を翻ひるがえした。


　少女に対する、あらゆる興味を失ったようであった。


　その背中を、強い声が引き留めた。


「あんたらのルールなら……ええんやろ？」


　ダリウスは、振り返らなかった。


　視線を向けることさえしなかった。


　それでも、かまわずに穂波は言った。


「ただでどうこうしてとは言わへん。そんなつもりで来たんやない。──あたしは〈アストラル〉の社員やなくて、ただの穂波・高瀬・アンブラーとして、ダリウス・レヴィに交こう渉しようしにきたんや」


「…………」


　ダリウスは何も言わぬ。


　穂波には、分かっている。


　足りないのだ。


　どうやっても、今の自分たちには足りない。


〈螺旋なる蛇オピオン〉にしろ、〈協会〉にしろ、立ち向かう『力』が足りない。その『力』を鍛きたえるとしても、いかにも時間がなさすぎる。


　天才と謳うたわれた能力も、祖母から受け継ついだ魔ま女じよの血統も、ここでは役に立たない。


　ただ、未熟な自分を思い知らされるだけだ。


（…………）


　奇き蹟せきなど、起きない。


　奇蹟じみた現象を扱あつかう魔法使いだからこそ、この世界に奇蹟などないと、誰だれよりもよく知っている。


　いいや、ある意味ではそれに似た──いつきの妖精眼グラム・サイトに頼たよってきたからこそ、ついに自分たちは追いつめられてしまったのではなかったか？


　だからこそ。


　穂波は、今度こそ守りたい。


　大切なものを守るための方法を、どうやっても手た繰ぐり寄せる。


「まだ、何も終わってへん」


　自分に言い聞かせるように、穂波は断言した。


「影崎が行ったとしても、社長の右目がどうなったとしても、まだ何も終わってないんや」


　きっぱりと、少女は言う。


　自分の言葉を武器とするために、強く強く口にする。


　いつきにもアディリシアにもできないことを成すために──ここで、少女は戦わねばならないのだから。





「テーブルに着いて、ダリウス・レヴィ。話し合いはここからや」





　　　　＊





　小細工はなかった。


　どちらの魔法使いも、そんなものは知らない。


　ただひたすらに、猛たける呪じゆ力りよくと肉体とをぶつけ合う。そのたびに、辰巳の飲み込んだ神こう々ごうしい呪力と、ツェツィーリエの禍まが々まがしく黒い呪力とは、飛沫しぶきのように弾はじけ散るのだった。


　ツェツィーリエの圧あつ倒とう的な速度は、人の知覚できる限界を超こえている。


　いくら呪力で強化されようと、たかが人間の眼球運動で追いつける速度など、とうにツェツィーリエは突とつ破ぱしている。


　ゆえに、辰巳は目に頼らなかった。


　わざと隙すきをつくったり、視線や体勢で相手の動きを誘ゆう導どうし──総動員した五感で気配をつかむ。そうやって、強ごう引いんにでもツェツィーリエの攻こう撃げきをさばき、その攻撃ベクトルから相手の行動を先読みする。


　中国拳けん法ぽうでいう聴ちよう勁けいと、似て非なる神楽かぐらの技法。


（──そ、こ！）


　相手の行動の先へ置くようにして、掌しようを放つ。


　その一いち撃げきは、まるで爆ばく弾だん。


　ツェツィーリエの身体からだがくの字に曲がって吹ふっ飛び、衝しよう突とつした大木が悲鳴をあげる。


　しかし、それほどの一撃を受けても、なおツェツィーリエはひるまなかった。十分な攻こう性せいの呪力を浸しん透とうさせたはずなのに、やおら顔をあげた女吸きゆう血けつ鬼きは横っ飛びに金貨をばらまいたのだ。


　金貨には、こう刻まれていた。


　[image: ]





「汝なんじは氷！　汝は凍とう結けつ！　汝は停止！　されば阻はばめ、イーサ！」





　辰巳の足元から、いくつもの氷の槍やりが突つきあがる。


　魔術でくくられた氷だった。


　茨いばらのごとく無数の棘とげを突きだし、前後左右、巨きよ漢かんのあらゆる逃にげ場を封ふうじて、襲おそいかかったのだ。


「おおおおおおおおおおっ！」


　辰巳が、吼ほえた。


　咆ほう吼こうは、そのまま息い吹ぶきに通じた。


　山間に轟とどろく神なる呼吸。その息吹とともに薙なぎ払はらわれた豪ごう腕わんは、鋭するどい氷の槍も茨もまとめて砕くだき、初秋の夕ゆう映ばえにきらめく霙みぞれと変えた。


　巨漢の肌はだに触ふれた氷が、じゅっと音をたてて溶とける。


　全身から膨ぼう大だいな呪力を放つ巨漢は、赤銅色の肌を持つ鬼おにか。


　吸血鬼と鬼。


　奇くしくも、どちらも日本語においては『鬼』という字をあてられるふたりであった。


「……愉ゆ快かいだなあ」


　と、こぼしたのはツェツィーリエの方だった。


「あいつの周りは、本当に愉快なヤツらばかりだな。この数十年でこんなに退たい屈くつしなかったのは初めてだぜ。あー、うちの弟で子しをいびってたときは、少しマシだったぐらいか」


　あいつというのが誰だれのことか、訊きくまでもなかった。


　辰巳が、ぎりと歯を軋きしらせる。


「てめえは……いつきをどうするつもりなんだ」


「預け物を返してもらうだけさ」


「生命の実とか、言ったやつか」


「へえ？　あいつが言ってたか。こりゃ漏もらしたフィンは、やっぱり厳げん罰ばつものだな」


「そいつは……どういう意味だ？」


　ちら、と斜ななめ後ろを見る。


　香なら、今のやりとりから何らかの真実を見いだせたかもしれぬが、少女は辰巳に『神』を降ろし続けてるがため、巫女みこ特有のトランス状態にあった。


「っは」


　軽く笑い、女吸血鬼は肩かたをすくめた。


「まあ、もう一いつ緒しよか。どうせあのケルトの魔ま女じよとソロモンの姫ひめさんも聞いてるんだろ？　もう隠かくすような段階でもねえしな」


　一いつ拍ぱくおいて、女は言ったのだ。





「魔法に、意味と価値を持たせてやるのさ」





「な……」


　その言葉に、太い眉まゆが寄った。


「意、味……？」


「現代で、魔法に意味なんかあるか？」


「…………」


　ツェツィーリエの言葉に、辰巳は押し黙だまった。


　ない。


　そんなものはない。


　現代という世界は、魔法を必要としていない。


　科学という果実が落とす利益は、魔法で得られるそれを遥はるかに上回っている。ごく一部の占せん術じゆつなどはまだいくらかの意味を持っているかもしれぬが、たとえ魔法のすべてが噓うそや偽いつわりでも、誰も困りはしない。


　辰巳や香、遡さかのぼって葛城家が払ってきた途と方ほうもない代だい償しようは、けして報むくわれることはない。


　等価交こう換かんなどと、噓っぱちを言ったのは誰だ。


　魔法など、何の意味もありはしないのに。


「だったら、つくればいい」


　ツェツィーリエは、ひどく軽い口調で言ったのだ。


「つくる……だと？」


「そうさ」


　と、女吸きゆう血けつ鬼きが笑う。


「難しいことじゃない。魔法が存在した意味や価値を、誰もが認めざるを得ないような事業でつくればいいのさ。──たとえば、月に至った宇宙飛行士や、ふたつの都市を破は壊かいせしめた核かく爆ばく弾だんが、どうしようもなく科学の価値を認めさせたようにね」


「…………」


　絶句する。


　想像もしなかった考えに、辰巳は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。


　あるいは、認めたからでもあった。


　その言葉の、逆らいがたい甘さを。





　──魔法の、意味と価値。





　それは、魔法使いへ、常に突つきつけられている問いであった。


　単に、自分ひとりのことではない。


　魔法使いの『力』は、血統に依い存ぞんする。


　自らの『力』は同どう胞ほうや両親、祖父母、曾そう祖そ父ふ母ぼ──想像もできぬほど長い年月と、多くの人々の身を鑢やすりにかけるがごとき厳しい鍛たん錬れんによって育はぐくまれたものだ。


　その尊さを、魔法使いは忘れない。


　その情熱は、魔法使いの魂たましいまで刻み込まれている。


　そして。


　そこまでしてなお、現代において、魔法は無意味なのだ。


　ならば、優ゆう秀しゆうな魔法使いほど、自らの『力』を誇ほこり──現代における自分の存在の無意味さに絶望しているはずだった。そこから目をそむけるか、従容と受け入れるかは別として、砂を嚙かむごとき徒労感を味わわぬ魔法使いはいない。


（……だけど、こいつは）


　と、辰巳は思う。


　もしも、それが覆くつがえるなら？


　自分のみならず、同胞や先祖の人生にも、意味と価値を与あたえられるとしたら？


　それは、あまりにも甘く、致ち命めい的てきな毒ではないか。


　魔ま法ほう使つかいによっては、あらゆる地位や名めい誉よを投げ捨て、〈螺旋なる蛇オピオン〉の側へなびいてもおかしくない言葉であった。


「だからって……」


　辰巳が唸うなると、ツェツィーリエはせせら笑った。


「だからって、他人を傷つけていいってことにはならないってか？　おいおい、安っぽいドラマみたいなこと言わないでくれよ？　お前だって魔法使いの端はしくれなら、それがどういう生き物か知ってるはずだろ？」


　引き裂さけるような笑えみは卑いやしく、それでいて女の美しさを損ねなかった。


　アディリシアがその凜りんとした気高さによって美しさを増すのならば、ツェツィーリエという女は背徳の色をもって美しさと成すのであった。


「それとも、知らなかったのか？」


　と、女吸血鬼は牙きばを剝むく。


「誰だれより傲ごう慢まんで……自分勝手でなけりゃ、魔法使いになんてなりゃしないんだぜ？」


　その残ざん酷こくな笑顔を、辰巳は最も恐おそろしいと思った。


　惹ひかれる自分も、確かにいたからだ。


　ツェツィーリエという女吸血鬼は、魔法使いの一面を完かん璧ぺきなまでに体現していた。


　その傲慢さと我が欲よくと──いっそ無む垢くなまでの探求心。


　人が高みを目指す際に不可欠な、だからこそ憧あこがれてやまない性質をも、女吸血鬼はその身に内包していたのだ。


　それでも。


　辰巳にも、揺ゆるがぬ理由はあった。


「それだけじゃ……ねえよ」


「あん？」


「俺にもよく分かってないけどな。魔法使いってのは……きっとそれだけのものじゃねえ。でなかったら、俺はここに立ってねえ」


　岩みたいな頭が、深くうなずいた。


　辰巳は、見ていたのだ。


　貸し出し魔法使いレンタルマギカ。


　今、女が言ったような理念に反する、誰かを助けるための魔法使い。


「そりゃ残念」


　ツェツィーリエが鼻を鳴らす。


　少しだけ、本当に残念そうだった。


　そのまま、凶きよう暴ぼうな指が本人と一体化した毛皮に差し込まれた。


　はたして、投とう擲てきされた金貨に刻まれたルーンは──
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「汝なんじは嵐あらし！　汝は雹ひよう！　汝は災わざわい！　されば喰くらえ、ハガラズ！」





　忽こつ然ぜんと吹ふいたのは、黒い嵐であった。


　その風の触ふれるところ、雑草は萎しなび、樹木は朽くちていったのだ。


　腐ふ敗はいの風。


　ツェツィーリエの操あやつるルーンの中でも、屈くつ指しの威い力りよくを誇るその嵐は、三分の二が辰巳へ──残った三分の一が巨きよ漢かんを迂う回かいして、背後で神を降ろす香へと向かったのである。


「香！」


　巨漢が、背後へと地を蹴けった。


　無論、そちらに注意を払はらってなかったわけではない。


　巫女みこを守ることは、最低限の守り人の義務だ。戦いのどの瞬しゆん間かんにあっても、辰巳の第一目標は、この小さな想おもい人を守護しきることだった。


　だから、巨漢の身体からだを止めたのは、けしてツェツィーリエの策略ではなかった。


　それは、斜しや面めんの下方から投げつけられたもうひとつの小石であり──そこに刻みつけられた文字であった。
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「汝はヘラジカ。汝は角。汝は庇ひ護ご。──されば守れ、アルギズ！」





　刻まれた文字から、ひらべったい『角』が盛り上がった。


　それは言葉通りヘラジカのそれのごとく、手のひら状のカタチを取って幾いく重えにも広がり、黒風の魔手から神降ろしの巫女を守りきったのである。


「……お前」


　と、ツェツィーリエが目を剝いた。


「……お前の相手は、ボクだろう」


　ぎり、と少年が歯を嚙かみしめる。


　握にぎりしめられた手て袋ぶくろは、初秋にも拘かかわらず分厚い革かわのそれであった。真しん紅くのコートに耳当て付きの帽ぼう子しまでかぶって、少年は夕暮れの斜面にたたずんでいた。


　オルトヴィーン・グラウツが、そこにいた。


「はっ、今さら何をしにきた？」


　と、ツェツィーリエは唇くちびるを歪ゆがめた。


「〈協会〉に尻尾しつぽを振ふるつもりか？　それとも、あたしのところに戻もどる気にでもなったか？」


「…………」


　少年は、すぐには答えられなかった。


　分厚いコートに隠かくしてはいたが、その膝ひざは小刻みに震ふるえていた。


　帽子のひさしで覆おおってはいても、正面から女吸きゆう血けつ鬼きを見み据すえることさえ、少年にはままならなかった。


　この師し匠しように対する恐きよう怖ふを、克こく服ふくできたわけではない。


　家族を奪うばわれ、皮ひ膚ふをむしられ、ルーン魔術の実験に使われた過去は、どうやっても塗ぬり替かえられない。幼少のころより、文字通り身体に刻み込まれたトラウマは、早々抜ぬけられるものではなかった。


　だけど、


「〈協会〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉も関係ない」


　と、少年ははっきり口にした。


　唇は震えていても、その言葉は震えてなかった。


　眼まな差ざしは泳いでいても、見つめるべき相手を間ま違ちがえてはいなかった。


　その様子は、どこか辰巳たちの知る眼帯の少年と似ていた。





「ボクは……あの馬鹿（Dummkopf）を捕つかまえにきただけだ」





「……たいした忠犬ぶりだね」


　血の混じった唾つばを、女吸血鬼が地面へと吐はき捨てる。


　その唾を、ぎゅっと踏ふみにじった。


「気に入らないな。すっげえ気に入らない」


「……だったら、どうする気だ」


　オルトヴィーンが問う。


　辰巳も、思わぬ援えん軍ぐんに驚おどろきつつ、その視線をゆっくり女吸血鬼へ戻した。


　対して、


「──まとめて、ぶっ壊こわしてやるよ」


　ツェツィーリエは、一層冷たくなった空気に牙きばを晒さらして──その右腕を持ち上げたのだった。





　　　　＊





　アディリシアは、結界を挟はさんで、ちょうど丘おかの反対側に回っていた。


　穂波と別れた後、丘を迂回していたのだ。


　先のツェツィーリエたちの戦場を避さけて、〈螺旋なる蛇オピオン〉の儀ぎ式しきへ直接接近しようとしていたのである。


　黄金の竜りゆうによって破は壊かいされた丘は、あちこちで土石流を起こし、大量の樹木を砕くだいて横よこ倒だおしにしていたが、魔神フオルネウスを使えば移動自体には問題なかった。


　今、少女の前には、光の壁かべができている。


　天空まで屹きつ立りつした、眩まばゆいまでの光だ。


　結界の内側で、何が起きているかは分からない。


　だけど、その内側に悠ゆう々ゆうと影崎が進入したのを、アディリシアは目視していた。


（この……結界を……影崎は……）


　破ったとか、構成を見み抜ぬいて攻こう略りやくしたとかではない。


　はじめから結界など存在しないように、影崎はゆるりと通過した。


　それも、あの男の魔ま術じゆつ特性ならではか。


　影崎の魔術について、アディリシアはいまだ把は握あくしきれないものの、いくつかの推論は立てていた。真実が彼女の思う通りで、影崎の正体もそれに倣ならうとすれば、その程度のことは難なくこなすだろう。


　ダリウス・レヴィの持つ最強の手札ジヨーカーという評価は、伊達だてでも何でもない。


　もしも、疑問があるとしたら、彼が人間として存在できることぐらいだ。





　──しかし。




今の少女にとって気にかかるのは、別のことだった。







「…………」


　アディリシアと〈ゲーティア〉に託たくされたのは、掃そう討とう戦だ。


　影崎が結界を破った後、〈螺旋なる蛇オピオン〉を逃のがさず、同時に準一級の禁きん忌きと指定された──伊庭いつきを確保すること。


（イツキを……）


　一度は、あの少年を拘こう束そくした。


　結局、〈螺旋なる蛇オピオン〉の術式によって再度奪われはしたものの、〈協会〉との合力によって少年と接せつ触しよくすることはできた。


　あのときに、アディリシアは伊庭いつきを殺すべきだったのだ。


「私、が……」


　少女は、携けい帯たい電話を手にしている。


　伝達に魔術を使用して、相手に察知されないためだ。


　もとよりアディリシアは魔術を誇ほこりに思っても、魔術を盲もう信しんする性質ではない。その方が効率が良いなら、科学の産物とて使うことに躊躇ためらいはない。


　首領たるアディリシアの合図ひとつで、再び集団喚かん起きされた魔神シヤツクスが現れる段取りとなっていた。


「…………」


　少女は、長く沈ちん黙もくしていた。


　希望が、ないわけではない。


　穂波から、彼女のしようとしている内容は聞いている。


〈協会〉との、交こう渉しよう。


　彼女の言った条件なら、成功する可能性はある。


　穂波がずっと隠かくしていた札を切るのなら、あのダリウス・レヴィとて無視はしきれまい。


　そして、〈協会〉を味方につけるのは無理としても、黙もく認にんのカタチさえ取れれば、再びアディリシアはいつきに与くみすることができる。


（ですけど……）


　それが、失敗したら？


　そのとき、今度こそ、自分は伊庭いつきを殺せるのか？


　アディリシアの肩かたには、多くのものが積み重なっている。


　長い結社の伝統、研けん鑽さんされてきたソロモン王の魔術、父を飲み込んできた──堕おちた父を切り捨ててでも守らねばならなかった権けん威いと歴史。


　それらは、単なる過去の栄光ではない。今生きている徒と弟ていや自分自身の現在いまを守るだけの『力』が、結社の権威や歴史にはあるのだ。


　だからこそ……少女は悩なやんだ。


　少年への慕ぼ情じようと、結社と魔法への責任の狭はざ間まで揺ゆれて、潰つぶれそうになっていた。


　不意に、振しん動どうが手のひらに伝わった。


「っあ……」


　どきりと、心臓が跳はねる。


　携帯電話だった。


　かすかにおののきながら通話ボタンを押すと、


『ああ！　アディリシアさん！　やっとつながった！』


「……山田」


　その脳天気な声は、一いつ緒しよに修学旅行へ来ているクラスメイトのものだったのだ。


　まるで、それは異世界の出来事のよう。


　たった、半日前のことなのに。


　あれほど何度も、手作りの修学旅行のしおりを読み返していたのに。


　そんな少女の苦く悩のうも知らず、電話越ごしの声はのんきに尋たずねたのである。


『イバイツのヤツ、そこにいねえ？』


　その言葉は、少女の心臓を針で刺さすようだった。


「イツキは……」


　声が、掠かすれた。


　平常心を保たねばならないのに、やたらと鼓こ動どうがうるさかった。


　しかし。


　クラスメイトは、アディリシアの返答より早く、こう言った。


『あー、いいんだいいんだ。いないんだったらいいよ。どうせ、こんだけ連れん絡らくないってことは、なんか厄やつ介かいごとに巻き込まれてるんだろ？』


「え？」


『だって、イバイツだけじゃなくて、穂波さんもアディリシアさんもまとめて連絡とれねえってことは、ほかに考えられないじゃん。あいつ、そういうトラブルに巻き込まれるのだけは天才的だしさ』


　あっけらかんと、平へい凡ぼんなクラスメイトは口にしたのだった。


　ぱちくりと、アディリシアは瞬まばたきした。


「それを……確かめに？」


　と、送話部へ問いかける。


『まあ、そうなるか。姉貴からも、学校はごまかしとくから一応訊きいておけって言われたしな』


　養護教きよう諭ゆの姉を例にあげて、山田の声は苦く笑しようを滲にじませた。


『それに、修学旅行だってのに、アディリシアさん全っ然観光できてねえだろ？　ほれ、イバイツも穂波さんもアディリシアさんも揃そろって、いっぱい遊びたいじゃんか。まだ枕まくら投げもしてねえし、舞まい妓こさんの格好だってしてないし、一銭洋食も朝あさ粥がゆも湯ゆ豆どう腐ふも食ってねえですよ？　姉貴も委員長も待ってるし、穂波さんやアディリシアさんだったらタダで松コースの俺謹きん製せいガイドマップあげちゃうからさ！』


　実に調子よく、ぺらぺらと並べ立ててから。


　こほん、と山田は咳せき払ばらいした。


　照れくさそうに、碁ご盤ばん顔のクラスメイトはこう付け足したのだ。





『だから……みんな、揃って帰ってこいよ？』





「ぁ……」


　少女の顔が、くしゃくしゃになった。


　膝ひざから頽くずおれそうになる自分を、必死でアディリシアはこらえた。ほんの少しでも気をゆるめれば、涙なみだが滂ぼう沱だとこぼれてしまいそうだった。


　すんでで、こらえた。


　なにもかもを押し流してしまいそうな胸の熱さに、必死で蓋ふたをしながら、


「イツキには……伝えます」


　と、答えたのだ。


「私が……きちんと伝えますから。だから、待っててあげてくださいませ」


　それきりで、通話を切った。


　長く、その携けい帯たい電話をアディリシアは抱だきしめていた。まるでその携帯電話が、自分を見失わないためのよすがだと言うようだった。


　深く、呼吸をした。


　それから、アディリシアは斜しや面めんの下方へと振ふり向いた。


「立ち聞きですか。〈協会〉の犬になっても性しよう分ぶんは変わらないのですわね」


「や、どうも失敬」


　がしがしと長い髪かみを搔かき上げて、にやついた顔の青年が現れたのだ。


　石動圭だった。


「何の用ですの？」


「俺の腕うでじゃ〈螺旋なる蛇オピオン〉の相手なんてできないんでね。あくまで偵てい察さつってだけさ。──それと、あんたの監かん視しかな」


「私の？」


「今の、伊庭いつきやあんたのクラスメイトだろ。ちっとは情け心がわいたんじゃねえの？」


　圭の目が、こちらを窺うかがう。


　表情はにやけていても、その瞳ひとみは笑っていなかった。


〈協会〉を裏切るつもりならただではおかぬと、言外に告げていた。


　アディリシアは、淡あわく微び笑しようする。


「あなただって、あの強ごう欲よく陰おん陽みよう師じが目当てじゃないですの」


「あん？」


「ミカンと強欲陰陽師だけ、ずっと姿を見せてません。あなたは、あのふたりを心配してやってきたんじゃないですの」


「ふざけるなよ」


　圭が語調をきつくする。


「そうですわね」


　と、アディリシアは微笑を深めた。


　そして、小さく息を吸った。


　今度は静かに、しっかりと、決意を固めるための呼吸。


　ひょっとすると、少女の一生でも、一番の意思力を必要とする決意だったかもしれない。今まで触ふれてきた最もおぞましい魔ま術じゆつでも、これほどの恐きよう怖ふは味わわなかったというのに。


「──私の方も、もう少しだけ素す直なおになれば、解決する問題でしたわ」


「へえ？　どうする気さ」


「ホナミを信じます」


　少女の言葉に、圭は眉まゆ根ねを寄せた。


「あいつが、ダリウス・レヴィとの交こう渉しようを成功させて、伊庭いつきの拘こう束そくを撤てつ回かいさせるってのか？」


「ええ」


「はあ？　それで交渉が決けつ裂れつしたらどうする気だよ？　漫まん画がじゃねえんだから信じたらどうにかなるってもんじゃねえぞ？」


「分かってます。そのときは、イツキを確保して──できなければ、私の手で抹まつ殺さつすればいいのでしょう？」


　今度こそ、少女は明言したのだ。


　さしもの圭も、その発言には絶句せざるを得なかった。


「お前、本気で……」


「本気ですわ」


　アディリシアがうなずく。


　これ以上なく強く、はかなく──どんな宝石もかなわぬ輝かがやきを湛たたえて、告げる。





「ただ、そのときは……私は一生この心を閉とざします。あの方に捧ささげた心なのですから、あの方と死ぬのが当然です。ソロモンの血脈を残すため、ほかの誰だれかと結ばれようと子を生なそうと、私の心が開かれることはけしてないでしょう。──もちろん、何の償つぐないにもなりません。イツキだって納なつ得とくできないでしょう。ですけれど、私に許された真実ほんとうなんて、もとよりその程度でしかありませんもの」





　それが、アディリシアの結論だった。


　すべて、そのままに背負うのだと。


　現実からも理想からも目をそむけず、何もかもそのままで小さな肩かたに背負うのだと、少女は言ったのである。


「…………」


　啞あ然ぜんと、圭は少女を見つめた。


　その目は、もう年下の少女を見るものではなかった。


　単に、自分より上位の魔法使いを見るそれではなく、ごく純じゆん粋すいな畏い敬けいの念がこもっていた。


「どうして……そんなに強えんだ？」


「決まってますわ」


　アディリシアが、小さくうなずく。


「私が、アディリシア・レン・メイザースだからです。それ以上の理由も、それ以下の理由も必要ありません」


　淡い、微笑。


　ふ──と、その顔が、森の陰かげへ動いた。


　乾かわいた拍はく手しゆがあったのだ。


「凄すごイな。そんナ心境、覚者でもナきゃ、なカなか到とう達たつできルもんじゃないヨ」


　奇き態たいな発音とともに、純白のジャケットが露あらわとなった。


　ブルーのサングラスに、三重のネックレス。


　引き締しまった巨きよ体たいは、落ち葉を踏ふんでも余計な音をたてなかった。


「あなたは……」


　アディリシアが息を詰つめる。


　さきほど、黒鳩シヤツクスを通じて、〈螺旋なる蛇オピオン〉に警告したときに見た顔だったからだ。


　サングラスを押さえ、白人はにんまりと笑う。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉は〈尊厳ホド〉の座セフイラー、ジェイクと言いマス。御厨のジイさんから、足止めするヨウに頼たのまれタからネ」


　太い指にはめられた宝石が、妖あやしい呪じゆ力りよくの光を放っていると理解するよりも早く、





「来たれ、グラーシャ・ボラス！　三十六の軍団を制する力強き伯はく爵しやく！」





　少女は、自らを護まもる魔ま神じんの名を叫さけんでいた。
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　　　　１




　黄金の竜りゆうが、丘きゆう陵りように顕けん現げんしていた。





　御厨庚申にとって、その光景は夢のようだった。


　待ち望みすぎたためか、いかなる感かん慨がいも湧わかなかった。


　ただ、至純。


　ただ、清せい冽れつ。


　透とう明めいな想おもいだけが、老人の胸を揺ゆらしている。


（長、かった、のか……？）


　考えても、答えは出なかった。


　もはや、時間の概がい念ねんさえ、老人にとっては意味をなさなかった。


　それに関かかわって以来、老人の人生はすべてそれのために捧ささげられていた。


〈螺旋なる蛇オピオン〉。


　その同どう胞ほうとて、何人も死んだ。


　ナジム、ドゥマ、マルチェッラ。


　かつてこの術式の基き礎そを完成させながら──先代の〈アストラル〉と戦って散った、〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔ま法ほう使つかいたち。


　あるいは、猫屋敷蓮。


　自分の『続き』となる子供のために、情熱を注いだこともあった。


　ありとあらゆる生命を冒ぼう瀆とくし、人生を踏ふみにじって、老人はここに達したのだ。


（生命、の、実……）


　老人は、別の名前でも呼んでいる。


〈螺旋なる蛇オピオン〉においても、中ちゆう核かくをなす呪物フエテイシユ。その存在を知ったとき、老人の人生が変わったといって過言ではなかった。


　ここは、まさしく正念場であった。


　勝たねばならぬ。


　退しりぞけねばならぬ。


　ここまで踏みにじったすべてのモノのためにも、老人は勝たねばならなかった。


　もはやそんなまっとうな考えは腐くさりきっていたが、それでも老人は枯かれ木のような身体からだを、無意識に強こわ張ばらせていた。





　　　　＊





　三つの呪じゆ力りよくがせめぎあっていた。


　それぞれの呪力が、それぞれの敵を喰くらわんと、三つどもえの渦うずを巻いて拮きつ抗こうしている。


　天と地とその狭はざ間まで──全員が、それぞれの因いん縁ねんを抱かかえていた。


「影……崎……さん……」


　黄金の竜に飲み込まれたままのいつきは、かろうじて嗄しわがれた声でこぼした。


「……影崎」


　と、地上にたたずむフィンは、名を呼んだ。


　どちらも、動けなかった。


　この相手だけは特別だと、どちらも認にん識しきしているためだった。別格といっても良い。魔法使いの常識の、さらに外側に位置する相手。


　しかし。


　フィンの唇くちびるには、稚ち気きと好こう奇き心しんと──この若者には珍めずらしい自負がない交ぜになっていた。


　その別格に、今こそ挑ちよう戦せんすべきときだと。


「……では」


　と、虚こ空くうを踏んで、中空の影崎は独りごちた。


　男の視線が、地上のフィンへ向く。


　刹せつ那な。


　フィンの手が霞かすんだ。





「──我は命ずるハイル！」





　放たれるは、ヤドリギの矢。


　ケルト魔術の基礎にして、奥おう義ぎ。


　爛らん々らんと光る妖精眼グラム・サイトがその呪力を増ぞう幅ふくし、半ばで数十に分ぶん裂れつした。穂波の使うヤドリギの散さん弾だんとも異なり、それらの分裂したヤドリギはすべてが弧こを描えがいて、精密に影崎へと殺さつ到とうしたのである。


　そして、影崎を中心にちょうど一メートルほどの地点で、球状に砕くだけた。


「────っ！」


　フィンが、目を剝むく。


　刹那、若者の身体が水平に吹ふき飛んだのだ。


　数メートルも飛んで、ほとんど一回転した形で、地面へと激げき突とつする。


　かは、と若者の肺から無理に吐と息いきが押し出される。肺か気管が傷ついたのか、血が混じっていた。無理もない。まともな人間なら全身の骨が砕けるほどの衝しよう撃げきであった。


「審しん判ぱんを下しに来たと──そう言いましたよ？」


　虚空から、影崎が言う。


　彼は、ただそこで見下ろしているだけだった。


（……今の、は？）


　いつきは、目を剝く。


　影崎の魔術の発動に、印形も触媒カタリストも、何の予備動作も見えなかったからだ。


　フィンにしてからが、最低限の呪じゆ文もんだけは必要とするというのに。


　ひどく、もどかしかった。


　黄金の竜りゆうごと蔦つたに絡からまれて、身じろぎひとつできない自分が、どうしようもなく情けなく、歯がゆかった。


　その視線が、横に流れた。


「なる、ほど……」


　と、若者が起き上がったのだ。


　癖くせっ毛についた土を払はらって、フィンは再び影崎を見上げる。


　その立ち上がった姿が、いつになく弱々しかった。


「初めて見ました。叩こう歯し訣けつ……ですか。道術としても、随ずい分ぶん実じつ践せん的な術式ですね」


　叩歯訣。


　密ひそやかに、歯の一部だけを特定の回数とリズムで嚙かみ当てることで、魔ま術じゆつを成立させる技法だった。凶きよう事じを払うため左奥歯だけを叩歯する術を打だ天てん鐘しようといい、神を拝する際に右奥歯だけを叩歯する術を槌つい天てん盤ばんという。


　今のは、凶事を払う打天鐘の変形だったろうか。


　何にせよ、ごく小さな動作だけで、フィンの魔術を完全に凌りよう駕がした冴さえは、影崎の力を如によ実じつに示してもいた。


　ある意味ではいつき以上の妖精眼グラム・サイトの使い手──フィン・クルーダすらも、影崎という魔人に敵かなわぬのか。


　ふわりと、その唇がほころんだ。


「でも……この程度ですか？」


「何のことです？」


「倫敦ロンドンでのあなたは、こんなものではなかったでしょう」


　フィンが、言う。


　その横顔からは青白く血の気が引いており、しかし堂々と若者は続けた。


「だったら、いくつかの推論が成り立ちます」


　瞳ひとみの片方は閉とざされていたが、残った左目は真紅クリムゾンの光を放っていた。


　その瞳が、影崎の底の底まで見み抜ぬこうとするように、中空を強く睨ねめつける。


「たとえば、あれほどの『力』を発揮するには、時間や場所といった条件が必要なこと。倫敦での舞ぶ台たいは〈学院〉でした。世界でも有数の霊れい地ちの、さらにピンポイントといってよい場所。あなたが霊脈レイラインの力を利用しているとすれば、あれほどうってつけの場所はないでしょうね。対して、ここは一度霊脈レイラインの枯かれた場所。あまり得意な環かん境きようではないのでは？」


「…………」


　影崎は、沈ちん黙もくしたまま、若者を睥へい睨げいしていた。


「もうひとつの可能性は、『力』の代だい償しようが大きすぎること」


　さらに、フィンは言う。


「天てん仙せん、地ち仙せん、尸し解かい仙せん──でしたか」


　若者は三本の指をたてた。


「東洋における仙せん人にんのランク。西洋の結社における階位にも近い。本来、人間が生身のままで達成できる限界は、西洋においては７＝４アデプタス＝イグゼンタプス──仙人においては地仙のはず。でも、あなたのそれは、限りなく天仙に近い」


　仙人とひとくくりにされても、その範はん囲いは広い。


　天仙とは、仙人においても最上位。


　中国においては、神よりもさらに高みに置かれる存在だった。そもそも、中国神話の最高位の霊れい的てき存在にしてからが、神ではなく仙人なのだ。


「ただし、その結末は確か……個としての自分が消えて、完全に自然と、この星と同一化してしまうことではなかったですか？　いいえ、ひょっとすると、この瞬しゆん間かんも、あなたはゆっくりと消えていく最中なのでは？」


「…………」


　すぐには、影崎は答えなかった。


　フィンを見下ろしたままで、無表情の男は口を開く。


「仮に、そうだとしましょう」


　と、男は呟つぶやいた。


「条件があり、代償がある。それは魔法として当たり前のことです。そして代償として、いずれ私自身が消えるとしても、今は……使い時ではないですか？　〈螺旋なる蛇オピオン〉の策略を潰つぶし、その幹部を数人まとめて排はい除じよできるなら」


　くたびれたスーツの襟えり元もとへ、その手が置かれた。


　その指には、紫し煙えんをあげる細葉巻シガリロが挟はさまれていた。くゆった紫煙が、曖あい昧まいにカタチを崩くずしながら、天空へとのぼっていく。





【見ロ──！】





　再び、竜りゆうが吼ほえた。


　フィンの蔦つたに縛しばられたままで、なお咆ほう吼こうする。





【見ロ！　視みロ！　観みロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ観ロ──！】





　あるいは、怯おびえたのかもしれない。


〈螺旋なる蛇オピオン〉のつくった術式が、自分よりなお高みの存在を知って、たまらずに吼え哮たけったようでもあった。


　かつて一度だけ、いつきはその叫さけびを聞いたことがあった。


　三ヶ月前の、ロンドンで。


〈螺旋なる蛇オピオン〉が、〈協会〉へと反旗を翻ひるがえした舞台で。


　妖よう都とに溢あふれかえった呪じゆ力りよくが、ただひとりの魔法使いに屈くつ服ぷくした奇き蹟せきの中で。


　ふわりと、影崎が笑う。


　ただ、静かに言う。





「第六の契けい約やくを──今日の私は許されています」





　夕暮れが、突とつ然ぜんその色を無くした。


　俄にわかに、空が搔かき曇くもったのだ。


　激しい稲いな光びかりが走り、旋つむじ風かぜが吹ふき荒あれる。明らかに不自然な気象は、一定の規則性さえそなえて、天空を支配した。


（な……っ！）


　いつきが、呻うめく。


　稲光や旋風が群れ集つどう様が、少年の目には、ひとつの生物と見えたのだ。


　いいや。


　驚きよう愕がくすべきは、そのことではない。


　それさえも、『その存在』からすれば、血管の一本程度でしかなかったことだ。


　血液の代わりに稲いな妻ずまと烈れつ風ぷうを循じゆん環かんさせる血管。猛もう然ぜんと湧わきあがった黒雲のカタチは、その指の一本一本か。


　だとすれば、『その存在』は手のひらだけで都を押しつぶせるのではないか。


「これは……凄すごい」


　素す直なおな感想を、フィンが口こう端たんにのぼらせた。


「場所という条件は間ま違ちがってないと思うのですが、あなたの実力がそれ以上でしたか。──これほど枯かれた場所でも、これだけの『力』が出せるほどに」


　若者が、後ずさる。


　一歩だけ。


　それで踏ふみとどまり、フィンは微び笑しようした。


「でも、少し遅おそかったかもしれません」


「ほう」





「──我は命ずるハイル！」





　隻せき眼がんとなった真しん紅くの瞳ひとみが、その輝かがやきを増す。


　蔦の一端を摑つかんだ指が、ケルトの三重螺旋を刻んだ。


　それに従って、黄金の竜に絡からんだ蔦もまた複雑に動き、竜の身体からだの内側へと食い込んだのだ。


（────っ！）


　凄すさまじい激痛が、少年を苛さいなんだ。


　癒ゆ着ちやくした全身の皮ひ膚ふを、無理矢理に引き剝はがすような痛みだった。


　文字通りの、出来事である。


　フィンの操あやつる蔦がいつきを捕とらえ、取り込んでいた竜から強ごう引いんに引き剝がしたのだ。


「──、あ、が、あああああああ──っ！」


　口角から泡あわを吹きだし、悶もん絶ぜつした少年が大地へ叩たたきつけられる。


　同時、竜は解放された。


　それまでの束そく縛ばくから放たれ、黄金の竜は中空にたたずむ異い貌ぼうの男へと突とつ進しんした。


　結果からすれば、フィンの狙ねらいはそれだったろう。


　黄金の竜は、影崎へと爪つめを振ふるったのだ。


　この丘おかを突つき崩くずした膨ぼう大だいな呪力が、影崎という一個人へ集中する。爪の断たち割った空気はそれだけで奔ほん騰とうし、小規模の嵐あらしとなった。並の魔ま法ほう使つかいなら百人集まっても及およばぬ呪力が、たったひとりの男を打ち崩すべく、牙きばを剝むく。


「…………」


　影崎は、ゆっくりと唇くちびるを開いた。


　あるいは、柏原ではなく、影崎と名乗る魔法使いとしては初めてだったかもしれぬ。


　こうして、魔術の口こう訣けつを唱えることは。





「仁高護我　丁醜保我　仁和度我　丁酉保全


　仁燦管魂　丁巳養神　太陰華蓋　地戸天門


　吾行禹歩　玄女真人　明堂坐臥　隱伏藏身」





　六ろく丁ちよう護ご身しん呪じゆ、という。


　太たい陰いんによる諸力を集中することで、我が身を守るための呪じゆ術じゆつであった。


　片手で印形をつくり、刀を振り下ろすかのように、影崎は竜りゆうの頭へと振り下ろした。





　──世界が、砕くだけた。





　そうとしか、形容しようがない。


　途と轍てつもない呪力同士の激げき突とつは、分子さえ焼き尽つくした。


　ごお、と制せい御ぎよしきれぬ呪力が、余波となって吹き荒れる。凄まじい烈風はいくつもの雲を割り、天空へと突き抜ぬけた。先に丘きゆう陵りようを突き崩した五本の爪つめ痕あとは、今天空へと刻みつけられる。


　黄金の竜が咆ほう吼こうした。


　勝利の勲いさおしではない。


　影崎は、なおも健在だったのだから。


「生命の実……この竜なら、私にかなうと思いましたか」


[image: ]


　竜の爪は、影崎に触ふれる直前で停止していた。


　竜が止めたのではなく、影崎の身体を纏まとう防護の術を突とつ破ぱしきれなかったためだ。


　ロンドンのときと同じだった。


　竜という、およそ魔術で考え得うる限りの大規模な呪力をもってしても、影崎はさらにその上を行く。


　ただし、今度ばかりは無傷とはいかなかった。


　スーツのあちこちは、今の一いち撃げきで焼けただれていた。


　竜もまた、敗れてはいないのだ。


　少しでも影崎の防護がゆるめば、そのまま五体を八やつ裂ざきにせんと、巨きよ大だいな瞳を殺意に漲みなぎらせている。


　影崎は、目を細めた。


「大したものです。純度でいえば、所しよ詮せんは汚けがれた呪力の瀉しや血けつでしかなかった倫敦ロンドンのときより、遥はるかに勝まさるでしょう。これほどの『力』を使って、〈螺旋なる蛇オピオン〉がどのような術式を組み立てたかは興味がありますし……ええ、もう少し時間があれば、私の及ばないところまで進化したかもしれません」


　すう、と印形が変化する。


「ですが、今なら私の手に負える」


　断言した。


　それは、黄金の竜の力の程度を、完全に見切ったということか。


　新たな魔術が、黄金の竜を──〈螺旋なる蛇オピオン〉のつくりし術式の暴走さえも、打ち崩すか。


　しかし、


「いいえ」


　と、若者が否定したのだ。





「少し遅おそかったというのは……もう十年ぐらいのことですよ」





　　　　＊





「──渾こん沌とん」


　それは、東にあって悪をなす、盲もう目もく聾ろう啞あの妖よう狼ろう。





「──饕とう餮てつ」


　それは、南にあって人を喰くらう、人面牛身の怪かい物ぶつ。





「──窮きゆう奇き」


　それは、西にあって災わざわいを撒まく、翼つばさ持つ虎とらの妖あやかし。





「──檮とう[image: ]こつ」


　それは、北にあって暴ぼう虐ぎやくを起こす、人面虎身の魔ま獣じゆう。





　四つの魔の名を呼んだのは、御厨庚申であった。


　高く、低い声で、老人は呼ばう。


「──逆しまに行い下せば、逆しまに行うぞ」


　皺しわだらけの指が、絡からみ合う。


　まるで瀕ひん死しの蛇がそうするように、ぶるぶると震ふるえる指はおぞましくも甘かん美びに、一定の法則をもって重なり合う。今にも折れてしまいそうな指なのに、ひとつずつつくる印形だけは正確に、精密になされていくのが奇き怪かいであった。


「──微み塵じんと破れや」


　さもあらん。


　御厨庚申ならずとも、ひとかどの魔法使いが見聞きすれば、その精密さがわずかでもずれたらどれほどの返しの風に吹ふかれるかと、その背筋を震わせるだろう。


「──四方さんざら微塵と破れや」


　御厨庚申は、この十年を使って、丘きゆう陵りようの四方へある呪物フエテイシユを埋うめ込んでいたのだ。


　すなわち、蠱こ毒どくの壺つぼを。


　毒虫や毒どく蛇じやを争わせ、生き残ったものをさらに争わせ、自らの血や糞ふん尿にようも混ぜ合わせて、毒の中の毒として完成させた呪物フエテイシユを。


「──向こうは知るまい。こちらは取り知る」


　そして、それを四し凶きようと見立てた。


　玄武や白虎といった四神と対照的に、四方の土地に存在すると言われた、中国神話の怪物。


　今、ここに成る。


　毒をもって毒を制するがごとき、禁きん忌きの呪じゆ法ほう。


　御厨庚申という希け有うなる魔法使いが、その生しよう涯がいをもってただ一度成す、最高の蠱毒。





「──息座微塵にまらべ──」





　呪が完成する。


　乾かわいた唇くちびるが、会心の笑えみに歪ゆがむ。


「四凶相そう剋こくがひとつ……外げ天てん宿すく曜ようの陣じん」





　　　　＊





「少し遅かったというのは……もう十年ぐらいのことですよ」





　フィンの言葉と、影崎が硬こう直ちよくしたのは同時だった。


　瞬しゆん間かん、空を覆おおっていた黒雲もまた、大きく搔かき乱れた。稲いな妻ずまと烈れつ風ぷうが規則性をなくし、無様によじれていく。


　まるで、空の向こう側におわす『存在』が、苦く悶もんに伏ふしたようだった。


「たとえば……この土地に、十年近くもかけた呪術が仕し掛かけられていたとしたら？　それも、あなたのような存在に対たい抗こうするためだけに、あなたが世界から『力』を取り入れる瞬間だけを狙ねらっていたとしたら？」


　奇くしくも、飛行船で影崎は言っていた。


　霊脈レイラインを扱あつかうほとんどの魔ま術じゆつは、霊脈レイラインのおこぼれにあずかっている程度のものだと。


　もしも、影崎がその例外だったなら。


　霊脈レイラインからの『力』をすべて活いかせることが、影崎の呪力の秘密だったとしたら。


「ええ、あなたはいつも慎しん重ちようだ。直接呪術を仕掛けたところで、万が一にも糸パスが通ることはないでしょう」


　フィンが、言う。


　まるでおもちゃ箱を見せびらかす子供のように、その声こわ音ねは楽しそうだった。


「でも、あなたが『力』を引き込もうとする霊脈レイラインの方に、あなたのような存在のための蠱毒が植え付けられていたとしたら？　それでも、呪術の糸パスごと無効化できますか？」


「…………」


　影崎は、答えなかった。


　指を、持ち上げる。





「天蓬天蓬　九元殺童　五丁都司　高力北翁──」





「──我は命ずるハイル！」





　口こう訣けつより、フィンの叫さけびが早かった。


　今度は、若者の手に蔦つたが絡からみつき、大きな投げ槍やりと化したのだ。


　すなわち、ミストルティンの槍。


　真紅クリムゾンの妖精眼グラム・サイトは、なお紅あかく輝かがやき、その槍の呪力を限界まで増大させた。限りなく神話の原形オリジナルに近い──下手をすれば、それさえ凌りよう駕がしかねない、神を殺す槍。


（影崎……さん……っ！）


　悶もん絶ぜつしたいつきでさえ、その脅きよう威いを感じた。


　それだけは、絶対に放たせてはならぬものだと。


　しかし。


　フィンの手は、無情に槍を放った。


　刹せつ那なの、光としか見えなかった。


　その光が、黄金の竜りゆうと影崎の双そう方ほうを貫つらぬき──さらに天空の頂点までもミストルティンの槍は食い入った。


　数秒で、その意味は明らかとなった。


　影崎の、上空を覆った『手』が、分解したのだ。


　黄金の竜も、また。





「我は命ずるハイル！　妖精アールヴの末裔すえなる血と命の四分の一を捧げ、霊樹へと疾とく疾く命ずる！　されば風の風なるをもって、岩の岩なるをもって、竜の竜なるをもって、偉大なる王を玉座へと封ぜしめよ！」





　ほとんど絶ぜつ叫きようといってよい、初めて聞くフィンの詠えい唱しよう。


　すべてを握にぎりこむようにして、若者は叫んだ。





「──塞ふさげ！　汝なんじが腕うでの内にて封ふう印いんせよ！」





　ぐるりと、世界が渦うずを巻いた。


　まるで陽炎かげろうのように、竜を形成していた呪じゆ力りよくが影崎のそれと混交し、ぐるりと螺ら旋せんを描えがいたのである。まるで、中空にぽっかりと『穴』が生まれたようだった。


　その『穴』が、影崎を飲み込んだのである。


　それも、瞬まばたき程度の時間。


　ほんの一瞬の後には、影崎も『穴』も搔き消えていた。


（あ……ぁ……）


　いつきが、かすかに身じろぎする。


　必死の思いで、視線だけでも巡めぐらす。


　しかし、どうやっても、影崎は見つからなかった。少年の知覚できる範はん囲いから、完全に影崎は消え失うせていたのだった。


「事が終わるまでに、そこから出てこられたら僕らの負け」


　ぽつりと、フィンがこぼした。


　こちらも、けして軽傷ではなかった。


　いいや、被ひ害がいのほどから言えば、遥はるかに大きかったかもしれない。


「出てこられなければ、僕らの勝ちですよ。シンプルでいいでしょう」


　そう呟つぶやいて。


　血の滲にじんだ脇わき腹ばらを押さえ、がくりと若者は膝ひざをついたのである。





　　　　２




　飛行船のゴンドラで、ダリウス・レヴィは低い唸うなりをあげた。


「伊庭いつきの拘こう束そく指令を……延期しろと？」


　テーブルの前には、穂波ひとりが座っている。


　黒羽は、隣となりの部屋で待機していた。自分も〈アストラル〉社員なのだから交こう渉しようの場にいるべきだと、彼女は主張していたのだが、これは穂波が押し切ったものだ。


　強く、〈協会〉の副代表を見つめ、穂波・高瀬・アンブラーはこう口にしたのである。


「そうや。禁きん忌き指定を撤てつ回かいするなんて、〈協会〉の面メン子ツからしても無理やろ。こんな時期にそんなことやってたら、組織統制がガタガタになるもん。そやから、あくまで延期でええ。社長の目が、〈螺旋なる蛇オピオン〉に対する有力な牽けん制せいになるからって理由でもつければ、延期の言い訳ぐらいにはなるやろ」


「……ほう」


　と、ダリウスが相づちをうった。


「伊庭いつきが〈螺旋なる蛇オピオン〉への牽制になるから、か。発想としては悪くない。稚ち拙せつではあるが、ただ魔ま法ほう使つかいだけにのめりこんでいては、思いつかない類たぐいの考え方ではある」


　顎あご髭ひげを撫なで、壮そう漢かんが小さくうなずく。


「だが、〈協会〉の見返りはなんだ？　実際、牽制にはなるやもしれんが、あんな不確定要素を牽制として使うよりは潰つぶしておく方がよほどマシだろう。お前が交渉と言うからには、それ相応の見返りを用意してあるのだろうな？」


「それは……」


　穂波が、言葉を継ついだ。


　しばし、やりとりは続き、応接室には魔術とは異なる熱が渦うず巻まいた。言葉を現実の刃やいばや炎ほのおと変えるのが魔法使いであれば、この場で行われた言葉の闘とう争そうも、魔法の戦いと言えたやもしれない。


「……なるほど」


　少しして、ダリウスが息をついた。


「目の付け所はいい。だが、惜おしい」


「惜しい？」


「そこまでの価値は、お前の出した見返りにない。この取引は見合わない」


　ざっ、と壮漢が立ち上がる。


「影崎は、消しよう耗もう戦に入ったな」


　窓の外を見て、呟いた。


　丘きゆう陵りようでの〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いを、この壮漢がどこまで認にん識しきできているかは分からない。


「第六の契けい約やくを許している以上、あれに負けはない。……だが、勝てるかどうかは別だ。あそこに集つどった〈螺旋なる蛇オピオン〉の連中は、随ずい分ぶんと小細工も用意してるようだからな。場合によっては、すぐ次の手も必要だろう」


　そのまま、踵きびすを返す。


　もはやこれ以上の会話は無意味と、大きな背中が語っていた。


「まだ、話はある」


　と、穂波が引き留めた。


「無む駄だだ」





「この交渉が受け入れられないんやったら……あたしは、自分がダリウス・レヴィの娘むすめやって公言する」





「────！」


　このとき。


　振ふり返ったダリウスは、初めて穂波を怒いかりの目で見み据すえた。


　それはある意味で、初めてこの相手を対等に認めたという、証しよう拠こでもあった。


「変わったものだな。主張が受け入れられなければ脅おどしに来るか。それでは、お前が嫌きらった私のやりかたとそっくりではないのか？」


「……あたしは、必要なことをしてるだけや」


「そうか」


　と、ダリウスが言う。


「だが……だから、どうした？」


　厳おごそかに、〈協会〉の副代表は相手を見据えた。いかなる事情があっても、それは自分の娘を見つめる瞳ひとみではなかった。


「お前が私の娘であることは、何の醜しゆう聞ぶんにもならん」


「そうやね。でも、それは普ふ段だんの話やろ？　今は伊庭いつきが禁忌に指定されて、あたしはその禁忌に指定された結社の一員なんやで」


　穂波が、自分の胸むな元もとを押さえる。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉っていう敵が現れて、魔法使いの世界が乱れて、〈協会〉自体が浮うわついてる今の状態やと……そんなちょっとした醜聞でも、ハプニングにつながる可能性があるん違ちやう？　いつもなら簡単にもみ消すことも黙だまらせることもできる情報が、アキレスの踵かかとになる可能性も」


「…………」


　穂波の言葉に、ダリウスが沈ちん黙もくする。


　確かに、少女の言は真実をついていた。魔法使いたちの属する社会が、現代社会とは似て非なる権けん威いと伝統によって成り立っているがゆえに、こんな馬ば鹿かげた情報が足を引っ張ることは、容易に推測し得たのだ。


　しかし、


（まだ……や）


　まだ足りないことを、穂波自身が感じていた。


　仮にも〈協会〉の副代表を務めた男は、この程度の脅しに屈くつするものではない。たとえ、少々のマイナスを抱かかえても、自分の信じる道を違たがえはしないだろう。


　もう少しだ。


　後少しだけ、押せる材料があれば……





「だったら、もうひとつ、交こう渉しよう材料を足してみればいかがでしょう」





　不意に、声がした。


　ふたりが振り向いた。


　応接室の扉とびらがかすかに開き、


「──にゃあ」


　そこから、ひどく間の外れた鳴き声がしたのである。





　　　　＊





「汝なんじは始まり。汝は導く船。汝は輝かがやける松明たいまつ。されば爆はぜろ、ケイナズ！」





　オルトヴィーンの指から弾はじけた小石が、炎ほのおを撒まいた。


　[image: ]


　それは、ルーン魔ま術じゆつにおいて、最大の炎を象しよう徴ちようする文字だった。ごおと燃え立った炎の壁かべは丘きゆう陵りようの樹木は燃やすことなく、しかし対象には莫ばく大だいな熱量をもって、その骨身を灰とせしめるはずだった。


　しかし、その炎でさえ阻はばむことはかなわなかったのだ。


「はあっ！」


　右腕で食い千切るようにして、炎の中から女吸きゆう血けつ鬼きが跳とんだ。


　空中で、オルトヴィーンの脳天へ向かって、その右みぎ腕うでが振り落とされる。


「……っちい！」


　舌打ちして、辰巳が割り込む。


　人間同士の激げき突とつとは思えぬ轟ごう音おんが、丘陵の斜しや面めんを揺ゆるがした。


　両腕でかばってなお、巨きよ漢かんの足は地面を深く抉えぐりながら、数メートルも後退したのだ。


　ツェツィーリエが止まらない。


　巨漢の介かい入にゆうによって大きく弧こを描えがいたが、オルトヴィーンへ再び突とつ進しんする。その様は四つ足の獣けもののようだった。毛皮と同化したツェツィーリエは、口元から涎よだれさえ垂れ流しながら、かつて弟で子しであった少年を狙ねらい定めていた。


　再び、オルトヴィーンが小石を投げた。


　刻まれた文字は、[image: ]





「汝は閉とざされた門！　汝は死せる巨人！　汝は茨いばら！　されば阻め、スリサズ！」





　今度のルーンは、丘おかの蔦つたを操あやつった。


　すでに丘陵へはびこっている蔦を使うことで、効果の増強を求めたのだ。


　はたして、地面からぞわぞわと這はい上った蔦は幾いく百ひやくの手にも似て、ツェツィーリエの足首を捕とらえた。それとて力任せに千切られたが、勢いは緩ゆるんだ。


　減速したところを、かろうじてオルトヴィーンが横っ飛びに躱かわす。


「糞っ（Scheisse）！」


　短く、悪態をついた。


　ツェツィーリエと、辰巳。


　吸血鬼と、神楽かぐら。


　そこにオルトヴィーンという要素を加え、なお戦いは女吸血鬼に傾かたむいていたのだ。


　理由は、あの右腕だ。


　女吸血鬼の振ふるう右腕が、辰巳の神楽も、オルトヴィーンのルーンも、片かた端はしから力ずくで打破していくのだった。よくよく見れば、その肘ひじあたりにはルーンと異なる複雑な紋もん様ようが刻まれてもいた。


（なんだ……あれ……っ！）


　オルトヴィーンも知らなかった。


　三ヶ月前、自分と最後に争ったときのツェツィーリエは、あれほどの膂りよ力りよくは持ってなかった。


　ならば、新たに得たモノか？


〈螺旋なる蛇オピオン〉という組織に加わったことで、ツェツィーリエは新たな力を得たというのか。それがどんな魔術によるものにせよ、ツェツィーリエ自身が強大なルーン魔術の呪物フエテイシユであることも考えれば、あの右腕は呪じゆ波は汚お染せんの危険を免まぬかれがたいはずだ。


　あるいは、それさえ承知の上で、ツェツィーリエは強さを求めたのかもしれない。


　怠たい惰だな生よりは、激しい破は滅めつを。


　ツェツィーリエとは、そういう魔法使いだった。


（最悪……だ……っ）


　奥歯を、嚙かむ。


　辰巳の神降ろしも、これ以上の戦いに耐たえられるものではない。背後で、神を降ろし続ける香の横顔は、あまりの集中に凄すさまじい量の汗あせを流していた。


　なのに、短期決戦に持ち込むことさえできない。


　届かない。


　自分の手も、結局は届かないのか。


　この丘の先に、救うべき相手がいると分かっているのに、自分には何もできないのか。


（生きてるのか、馬鹿（Dummkopf）……っ！）


　届かぬ声を、オルトヴィーンは胸の内で張り上げた。





　　　　＊





「エリゴール！　グラーシャ・ボラス！」


　主あるじの命令を受けて、二柱の魔神が大地を蹴けった。


　翼つばさ持つ狼おおかみ、グラーシャ・ボラス。


　豪ごう槍そう操る白銀の騎き士し、エリゴール。


　どちらも、七十二の魔ま神じんの名に恥はじぬ、血と戦いくさに通じた悪あく霊りようだった。


「おオ、怖イ」


　なのに、その槍やりも牙きばも、おどけた白人に触ふれられなかった。


　ジェイクと名乗った魔法使いの身体からだへ食い入ったと思った瞬しゆん間かん、まるで陽炎かげろうみたいに白人の姿はぼやけて、魔神の攻こう撃げきを虚こ空くうへ滑すべらせるのだった。


（この……魔法は……っ？）


　アディリシアは、困こん惑わくしていた。


　無論、〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーというからには、端たん倪げいすべからざる相手だと認にん識しきしていた。


　だが、すでに数手を交かわした後だというのに、この魔法使いの扱あつかう魔法はいまだ読み切れなかったのだ。西洋圏けんの魔術はもちろん、中東やアジアの魔術にも通じたアディリシアをして、こうも悩なやませる魔術とは？


「〈協会〉の犬にも、心当たりはないんですの？」


「残念ながら」


　圭もまた、苦く渋じゆうに唇くちびるを歪ゆがめる。


　さきほどから若者の放っている霊れい符ふもまた、魔神同様にいなされていたのだ。


　呪力自体は、さほど強きよう烈れつには感じない。せいぜいが圭と同じぐらいのレベルである。並の魔法使いならともかく、一流にはほど遠い。


　なのに、結果はこれだ。


　アディリシアと石動圭のふたりをして、まるで攻せめきれない。


　かといって、相手から反はん撃げきに出ることもない。


　言葉通り、アディリシアたちの道を塞ふさぎ、時間稼かせぎするためだけに現れた相手だった。


「頼たよりになりませんこと」


　軽口めいた言葉を囁ささやきながら、アディリシアの内心は穏おだやかではなかった。


（……この、ままじゃ）


　不安が、少女の胸をざわつかせていた。


　穂波が間に合わなければ、自分の手で殺すと言った。


　あの決意は、揺ゆれてない。


　しかし、少年に辿たどり着けもしない可能性は、少女の心を抉えぐる。


　そんなどうしようもない戦場で、ジェイクと名乗った白人は、不意に空を見上げた。


「どうモ、ツェツィーリエさんモ、贈おくり物を使っテくださってイルようで。じきニ、あちらモ決着がつきソウですネ」


　ジェイクが言う。


　不ふ吉きつな予言のように、それは少女の鼓こ膜まくをべったりと汚けがした。


「ふざけないで、くださいませ」


「フザけてなんかいまセン。単なル事実でしテ。あの、ツェツィーリエさんへの贈り物は、これでも一番出来ノいい品なんデスよ？」


　白人が笑う。


　肩かたを揺らしたところに、エリゴールの魔ま槍そうがひた走り、またも男の身体を触れられずに空気だけを灼やいた。


（イツ、キ……っ！）


　少女は、想おもい人の名に胸を焦こがした。





　　　　＊





「やっと……一段落ですか」


　フィンが、ゆっくりと立ち上がった。


　地面についた膝ひざを持ち上げるのが、岩を引き抜ぬくようだった。実際、今の若者にとって、自分の身体は鉄よりも重かっただろう。根こそぎの精気オドを先の魔術に注ぎ込んだ今、フィン・クルーダは朽くち果てた老樹にも等しかった。


「君の……儀ぎ式しきも終わった」


　ついで、足あし下もとの物体を拾う。


　影崎と黄金の竜りゆうが消えた直下の地面から、小さな呪物フエテイシユを取り上げたのだ。


　鈍にぶく光る、水すい晶しようのごとき楕だ円えんの種子。


　紅あかい種。


「……そ、れ」


　いつきが、懸けん命めいに顔をあげる。


　ようやっと、身体が動くようになっていた。


　異常なほどの寒気が。内臓という内臓を裏返しにされたような吐はき気。


　それでも、今度こそ少年は動くことができた。


「……ぁ……ああっ！」


　地面に手をつく。


　痙けい攣れんする膝に力をこめて、無理矢理に上半身をもたげる。ぐらつく足を叱しつ咤たして、少年は地面を踏ふみしめた。


　二重三重にぶれる視界の中で、若者を見み据すえた。


「その、種から……手を離はなして、フィンさん」


「君には必要のないものでしょう？」


　フィンが言う。


「それでも……他人には渡わたせないものです。渡しちゃいけないものです」


　眼帯に、触ふれる。


　もう、躊躇ためらわなかった。


　力強く、少年は自らの眼帯をむしり取った。


「…………っ」


　そして、茫ぼう然ぜんとした。


　眼帯が外れても、何の変化もない自分に。


　脳のう髄ずいで虫に暴れられるような、あの激痛がないことに。


　いや、痛みはあったが、もはや悶もん絶ぜつするほどの激痛ではない。ボロボロになった革かわの眼帯はひどく軽く、十年以上もずっとつけていた品とは思えないぐらいだった。


「もう、その瞳ひとみに苦しむこともないでしょう」


　にこりと、フィンが笑う。


　邪じや気きひとつない、妖よう精せいの笑えみ。


　その笑みを見やって、いつきは口にした。


「僕から……何を……奪うばったんですか……」


「忘れていいものです」


　と、フィンは口にした。


「君は、このまま普ふ通つうの社会に戻もどればいい。しばらくは〈協会〉の監かん査さもうるさいだろうけど、僕たちがすべてを手に入れたと知れば、いずれは追つい及きゆうの手もやみます。ええ、いささか残念ではありますが、アディリシアさんと殺し合う必要もなくなるでしょう」


　その声こわ音ねには、ただ少年を慮おもんぱかる意思しかない。


　紅い種を指でつまんで、


「君が見た魔ま法ほう使つかい、君が視みた魔術、君が観みた呪じゆ力りよくのすべては、この種に転写されている。十年以上種を埋うめ込まれていた分、影えい響きようはまだ残っているでしょうが、それもすぐに消えていくはずです」


「それ……を……何に使うつもりですか？」


「もう、君には関係ないことです」


　先と同じ言葉を、フィンは繰くり返した。


　もはや、これより先のことは、伊庭いつきには関係しないことだと。


　目を失ったいつきには、踏み込めない領域なのだと。


　何か、いつきは言おうとした。


　なのに、喉のどが震ふるえるだけだった。右目がからっぽになったみたいに、凄すさまじい喪そう失しつ感かんだけが、少年の内側を吹ふき抜けていた。身体中から『力』が抜けて、ただ虚きよ脱だつ感かんだけがいつきを打ちのめしていた。


　フィンの言うことは、事実だ。


　そう。


　終わったのだ。


　伊庭いつきの、一年以上にわたる魔法使いとの時間は、ここで終わりを迎むかえたのである。少年の最大の苦しみが癒いやされたことで、少年が闇やみの世界に居続ける動機もまた失われた。


　それは、どうしようもない真実。


「君と僕が会うのも、これが最後でしょうね」


　どこか寂さびしそうに、若者が呟つぶやく。


　いいや、寂しいはずなどなかった。


　この若者の正体なんて、とっくに知れている。


　──願望機。


　他人の願いを聞いて、それを叶かなえることだけに生き甲斐がいを見いだすモノ。人の欲望を叶え続けていれば、いつかは誰だれかに必要とされて、生きる意味ができるなどと思っているモノ。


　そんな幻想ゆめにしか、意味を見いだせなくなったモノ。


　それが分かっていても……いつきはもつれる舌で、懸けん命めいに言葉を紡つむいだ。


「何のために……僕を、魔法使いから、遠ざけるんです？」


「はて、何のためでしょう。ううん、君に願われたわけじゃないですよね」


「あなたに……頼たのんだことなんて、ありません」


「ですよね」


　これは、本当に不思議そうに、若者は首を傾かしげたのだ。


　困ったように、微び苦く笑しようしていた。


「正直、僕にもよく分からない。最初は君を〈螺旋なる蛇オピオン〉に誘さそうつもりでいたし、今だってそうしない理由はない。ええ、紅あかい種の術式が引き剝はがされただけで、君自身の体質がなくなったわけじゃないですから」


　フィンは、囁ささやくようにこう続けたのだ。





「でも、君には──魔法使いなんかより、ごく当たり前の日常の方が似合うでしょう。眩まばゆい光の下の方が、イツキくんにはお似合いです」





　きっと、それは若者の本心であった。


　いつも軽く、空々しい若者の声が、このときばかりは深く静かに響ひびいたのだ。


　色を失いつつある夕暮れの中で、まるで子供たちに帰宅を促うながす教会の鐘かねのように、強く確かに流れていった。


「だから、君は戻りなさい」


　と、口にした。


「当たり前の日常に。魔法使いなんて関係ない、光の下にお戻りなさい」


　すう、と手を振ふった。


　ちょうどフィンの足元までが森の陰かげで暗く覆おおわれており、夜の直前の透とう明めいな光がいつきの影かげを長く淡あわく伸のばしている。


　夕暮れと、夜との境界線。


　その光景がひどく象しよう徴ちよう的ではあった。


　とても近くにあるのに、あったはずなのに、けして交わらない何かを示すような光景だった。


「──では」


　と、フィンが踵きびすを返す。


　その足が止まった。


「いいえ」


　きっぱりと、否定する声があったのだ。


　顔だけ振り返ったフィンへ向けて、少年の瞳ひとみは燃えていた。


　たとえ妖精眼グラム・サイトでなくとも、少年の衰すい弱じやくした身体からだの、ありったけの力がその視線に込こめられていた。


「イツキくん？」


「勝手に、僕を決めないでください」


　少年は強く告げた。


　眼帯を握にぎりしめ、その拳こぶしで右目を押さえていた。


「たとえ、この瞳がなくたって、僕は魔ま法ほう使つかいに関かかわりたい」


「関わり、たい？」


「ええ」


「君は、魔法使いでさえないのに？　そうあるべき家門も、そうなれる血筋も受け継ついでいないのに？」


「ええ」


　と、少年が再度うなずく。


「魔法使いの、血なんてない。魔法使いの、才能なんてない。僕は穂波じゃない。アディリシアさんでもない。猫屋敷さんでもみかんちゃんでもオルトくんでもない。黒羽さんみたいな幽ゆう霊れいでさえない」


　いつきは、言う。


　たとえつっかえても、強く、胸の思いのままに言う。


「僕には、何の『力』もない。こんな代だい償しようばっかりの目に頼たよって、やっとのことで帳ちよう尻じりを合わせていただけだ。でも、そんなの言い訳にならない。僕が、僕のやりたいことを誤ご魔ま化かす理由にならない。──僕は」


　息を、少年は吸い込んだ。


　何もかも失われたからっぽの身体を、せめて別の何かで満たそうとするように、思い切り吸い込んだ。


　そして、告げた。





「僕はそれでも……魔法使いを護まもりたい」





　その、力強い意志に。


　フィンが、一いつ瞬しゆん身じろぎした。


「護る……？」


　本来なら、滑こつ稽けいな言葉であった。


　言葉通りに無力で、孤こ独どくで──いまや妖精眼グラム・サイトさえ奪うばわれた少年に、護られる存在などあろうはずがない。


　なのに、フィン・クルーダは戦せん慄りつしたのだ。


　手のひらで、何かが鼓こ動どうしたように思えた。


　まるで、いつきの言葉に呼応して、紅あかい種が脈動したようだった。


「……本気、ですか？」


　その種を握りしめて、フィンが問う。


「その魔法使いの在り方のせいで……あなたは、あのアディリシア・レン・メイザースに命を狙ねらわれたんですよ」


　そうだ。


　魔法使いが魔法使いであるがゆえに、現代社会を無視して自らの勝手な規き範はんを優先するがゆえに、あのような残ざん酷こくな悲劇が起きたのだ。


　それはけして否定しようのない真実のはずだった。


　覆くつがえしようのない悲しみのはずだった。


　なのに、


「それでもです」


　いつきは、微び笑しようした。


「それでも僕は……そういうアディリシアさんを素す敵てきだと思うからです。そして、それだけで十分です」


「…………っ！」


　フィンが、瞼まぶたをこすった。


　少年の背中に、まるであの少女が立っているように思えたからだ。


　この場にいないはずの金きん髪ぱつ翠すい瞳とうの少女が、それでも誇ほこらしげに少年を支えて、一いつ緒しよに自分を見み据すえているように思えたからだ。


　いや。


　アディリシアだけではない。


　フィンの目には、少年の背後にたたずむ幾いく多たの魔法使いが垣かい間ま見みえた。


　……ひとりでは、なかった。


　たとえ何もかも失って、この丘おかに取り残されているとしても、伊庭いつきはけしてひとりなどではなかった。それは結社という組織にあっても、あくまで個人の魔術のみにこだわる魔法使いの在り方とは、相反する在り方だった。


　そして、奇くしくもその言葉は、丘の半ばで成されたもうひとつの問いへの答えでもあった。





　──魔ま法ほう使つかいの価値と意味とは？


　──現代で、意味を失った魔法使いの行く先とは？





　今、いつきが言う。


　それでも、魔法使いは素敵なのだと。


　誰だれかがそう思えるのなら、それだけで意味や価値なんて十分なのだと。


　ただの偶ぐう然ぜん。


　しかし、必然。


　戯たわ言ごとのような台詞せりふがけして空くう虚きよに聞こえぬのは……きっといつきが出会ってきた魔法使いたちのせいだ。多くの邂かい逅こうが、交流が、戦いが、たかだか十六、七歳の少年の言葉にふたつとない『力』を与あたえたからだ。


　ほかの、誰でもない。


　たったひとりの、『伊庭いつき』をつくりあげたからだ。


「君は……どうするつもりですか」


　フィンが、訊きいた。


「護まもりたいのは、別に〈協会〉の魔法使いだけじゃありません」


　いつきが言う。


「叶かなうのなら、僕は……〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いだって、護りたい。ほかの誰かと魔法使いが、生きられる道と場所をつくりたい」


　いつきが言う。


　夢よりも夢のようなことを、真まっ直すぐに言う。


　それが、『力』でなくて何なのか。


　妖精眼グラム・サイトなどよりも、はたまた〈螺旋なる蛇オピオン〉のつくってきた術式などよりも、ずっと熱く激しい『力』でなくて何なのか。


「だから……」


　と、いつきは続けた。


「だから僕を、〈螺旋なる蛇オピオン〉の……」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉、の？」


　フィンが、問い返す。


　いつきの言葉の先が、風でちぎれたためだった。


　精せい一いつ杯ぱい少年に向き合おうと、若者も耳を澄すませた。


　突とつ然ぜん。


　その身体からだが、硬こう直ちよくした。


　しなやかな手から、さきほどの紅あかい種がこぼれ、転がった。


「──フィンさん！」


　いつきの声も、届いたかどうか。


　二、三歩、たたらを踏ふんで、フィンはぐるりと振ふり返った。


「……何の……つもり、です？　御厨……庚申」


　若者の胸むな元もとは、しとどに濡ぬれていた。


　鮮血であった。


　背後から放たれた、霊れい符ふによるものだった。


　その霊符は飛ひ翔しよう半ばで、鋭するどい金こん剛ごうの針と化して、若者の背中から胸をたやすく貫かん通つうしたのである。


　いわく、太たい白はく破は軍ぐん金こん神じん符ふ呪じゆ。





「──見て、の、まま、さ」





　若者の視線の延長上──森の向こうから、枯かれ木のごとき老人が現れていた。


　御厨庚申。


　直立していることさえ不思議な、まさしく木乃伊ミイラのような老人は、フィンの手からこぼれた紅い種を拾い上げた。


　嬉うれしそうに、その種を眺ながめて、


「わしは、〈螺旋なる蛇オピオン〉を、抜ぬけ、る」


　と、告げたのだ。


「フィンさん！」


　いつきが駆かけ寄る。


「近寄ら、ないで！」


　その少年を、フィンが制した。


　今にも崩くずれそうな膝ひざをこらえて、老人を見つめる。


「〈協会〉に……戻もどる気ですか……」


「いい、や」


　紅い種を手にして、にたりと老人は嗤わらった。


　がさがさと乾かわいた唇くちびるを開き、御厨庚申はこう答えたのである。


「これは、蓮、に、植え、込む」


「……っ、あなた？」


「わし、の、可愛かわいい、のは、蓮、だけ、よ」


　くかか、と老人は邪じや悪あくな笑えみを満面に広げた。


（…………っ！）


　同時に、いつきははっと息を飲んだ。


　少年の中で、ずっと凝しこっていた疑問が、やっと氷解した気分であった。


　老人の目的は、最初からこれだったのだ。


（だから……）


〈螺旋なる蛇オピオン〉の理想。〈協会〉の理想。それぞれの組織に、それぞれの理念があろう。


　しかし、この老人──御厨庚申だけは、どちらに与くみするようにも思えなかったのだ。


　老人の望みは、あくまで個。


　自分の『続き』を、さらに強く、さらに禍まが々まがしく、完成させることだけ。


　その結けつ晶しようこそが、猫屋敷蓮であった。


　フィンが、苦しげに口を開く。


「猫屋敷さんに……その種を植え込むって……これから、〈協会〉の包ほう囲い網もうを抜けてですか？　あなたの……老いさらばえた身で？」


「蓮の、身体は、丘おかの途と中ちゆう、に、埋うめて、あるさ」


　御厨庚申の顔の、おびただしい皺しわが歪ゆがむ。


「仮死、状態じゃが、それゆえ、に、この種も、すんなりと、受け入れ、てくれる、じゃろう」


　すべて、老人の計画の内であった。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の策に乗り、〈協会〉との諍いさかいも計算にいれて、御厨庚申はただ待っていたのだ。


　見事紅い種が引き剝はがされ、この場から自分以上の力を持つ人間が消える、そのときを。


　ひょっとしたら、この丘へと蠱こ毒どくを埋め込んだ──十年近くも前から。


　フィンの表情が、苦く笑しように滲にじんだ。


「その願いを……言ってくれれば良かったのに」


「は、おぬしが、他人の、願望、を、叶かなえると、いっても、矛む盾じゆんする願望、は、先着、順で、あった、ろうが。この願い、は、おぬしには、叶え、られん」


「……そう、ですね」


　フィンが瞼まぶたを閉じる。


　そのまま、膝をついた。


　さしもの若者も、限界を超こえているらしかった。閉じられた瞼からは、妖精眼グラム・サイトの光もこぼれず、ただ頽くずおれた。


「フィンさん！」


　少年の声にも、若者は応こたえなかった。


　妖精眼グラム・サイトの取り替え児チエンジリング、ついに墜おつ。


　影崎は封ふう印いんに消え、フィンは倒たおれ、この場に立つ者は御厨庚申と伊庭いつきのただふたりとあいなった。


「……さて」


　と、老人がいつきを見み据すえる。


「あと、は……おぬし、も、邪じや魔まな、だけか」


　その瞳ひとみには、醒さめた殺意がこもっていた。


　当たり前に雑草を間引くような、その程度の意思で人を殺せる眼まな差ざし。


「…………」


　いつきは、退かなかった。


　倒れ伏ふしたフィンのそばで、ぎり、と奥歯を嚙かみしめた。


　顔をあげる。


「それを……返してください」


「それ？」


「紅あかい種を、返してください」


「っか」


　淡あわく、老人が嗤わらう。


「フィンにも、同じこと、を、言うて、おったな。他人には、渡わたせない、もの、だったか。じゃが、それなら、おぬし、でも、同じ、では、ないか？　所しよ詮せん、おぬし、の、意思だって、単なる、わがまま、に違ちがいは、なか、ろう」


「だとしても、猫屋敷さんにそんなものは使わせられません。フィンさんだって、見捨てられません」


「か、かか」


　また、愉ゆ快かいそうに、老人が嗤った。


「なる、ほど。あいつ、が、気に入りそう、な、ぬるい、考え、だ」


　その指が、懐ふところへ忍しのび入った。





「……疾チツ」





　不意を打って、老人が霊れい符ふを放ったのだ。


　漆しつ黒こくの紙に、水銀より採り出されたる朱しゆで急急如律令と書かれた霊符が、地じ獄ごくの炎ほのおを丘へと現出させた。


　いわく、泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符ふ呪じゆ。


　もはや薄うすらぎつつある夕ゆう映ばえの中で、その炎は紅く無残に丘を染めた。


　しかし、


「ほ、う」


　と、老人は唸うなった。


　燃えさかる炎の隙すき間まを縫ぬって、かろうじて少年はその外へ転がり出ていたのだ。それだけならば、単に反射神経の賜たま物ものとも考えられたが、咄とつ嗟さにフィンを横よこ抱だきにした早はや業わざと──炎よりも紅い右目に、老人は唇くちびるを歪ゆがめた。


「まだ、視みえて、るのか？」


　言いながら、新たな霊符を選び取る。


「じゃが、もう、ずいぶんと、掠かすれて、おるだろ、う？　ぼんやりと、しか、呪じゆ力りよく、を、視られなく、なって、おる、の、では、ないか？」


「…………」


　その通りだった。


　いつきの右目から、どんどんと魔ま術じゆつの色が失われていく。


　この一秒ずつでさえ、伊庭いつきは魔法から遠ざかっている。


「ほんの、十数秒、生きながらえた、だけ」


　また、老人が言う。


　妖精眼グラム・サイトは消しよう滅めつ寸前、頼たよりとなる社員もいない。たかだか一年ばかりで覚えた武術など、人生のすべてを陰おん陽みよう道どうに捧ささげたこの老人には通じまい。


「……ううん」


　と、いつきはかぶりを振ふった。


「力なら、ある」


「ほざ、くか」


　つまらなげに、老人の手が振られた。





「……疾」





　新たな符呪は、いつきの頭上へと放り投げられた。


　中空で、その符呪は無数の礫つぶてとなって、少年を中心とした全方位へ降り落ちる。いつきがいかなる方向に回かい避ひしようと、その礫は足を砕くだき、腕うでを砕き、頭ず蓋がいを叩たたき割る。


　いわく、玄げん天てん上じよう帝てい石せき星せい符ふ呪じゆ。


　降りかかった礫に、少年が強く奥歯を嚙む。


　そのときだった。





「はらいたまい、きよめたまう──！」





　裂れつ帛ぱくの息い吹ぶきとともに、凜りんと玉たま串ぐしが振られたのだ。


　祝詞のりととともに、少年の前方へ展開された〈禊みそぎぎ〉の結界は、御厨庚申の符呪をして無に帰しめた。


「な……っ！」


「あ──」


　老人と、少年がほぼ同時に振り返った。


　その先で、新たな人ひと影かげが落ちていた。


　わずか九歳の少女は、きゅっと唇をへの字にして仁に王おう立だちしていたのだ。


「みかん……ちゃん」


「や、やっとやっと……やっと間に合ったよ、お兄ちゃん社長！」


　葛城みかんが、涙なみだ混じりの声で叫さけんだのだ。


　そして、


「──御厨庚申」


　と、名が呼ばれた。


　みかんの隣となりには、もうひとりいた。





「ずいぶんと、勝手をしてくれましたね」





　池のすぐそばで、猫屋敷蓮が、淡あわい微び笑しようを浮うかべていたのであった。
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「なるほど……」


　と、影崎は周囲を見回した。


　そこは、光に満ちていた。


　そこは、闇やみに満ちていた。


　光と闇の区別さえつかず、時間の感覚もなく、ただ空くう虚きよで──しかし豊ほう潤じゆんな空間だった。


　そこは、搔かき消えた黄金の竜りゆうが創り出した空間だった。


「つまるところ、伊庭いつきに秘ひめられた術式の内、余った呪力だけをそのまま反転して、私を捕つかまえるための術式に書き換かえたわけですか」


　影崎が呟つぶやく。


　いつきに秘められた術式──『生命の実』を引き剝はがすための儀ぎ式しきは、同時に影崎を捕とらえるための罠わなでもあったものか。おそらく、最後には影崎が出張ってくることを見み越こして、〈螺旋なる蛇オピオン〉はこうした罠を組み込んでいたのだろう。


　ふと、影崎は背後を向いた。


　背後というのがどの方向かも怪あやしかったが、影崎は迷わなかった。


　そこに、人影があった。


　見覚えのある顔は、誰だれかと考えるまでもなかった。


　伊庭いつき。


　そこには、虚うつろに表情を無くした伊庭いつきが浮かんでいたのであった。


「……なんとなく、残念ですね」


　と、影崎は囁ささやいた。


　いつきに、聞こえている様子はない。


　このヒトガタは、本当の伊庭いつきではない。


　長く伊庭いつきの内にあったことで、『器うつわ』のカタチを持つようになった、単なる『力』のかたまりでしかない。


　さきほど紫藤辰巳が受け入れた『神』よりも──遥はるかに巨きよ大だいな『力』である。


　その『力』の密度があまりに高すぎて、魔ま術じゆつという『式』もなしに、この場へ物質化しかけている。


　常識を超こえた事こと柄がらだった。


　物理学において、物質とエネルギーは同じものだと説かれるが、実際にエネルギーが物質化するためには途と轍てつもない量を必要とする。


　今の状じよう況きようは、それに似ていた。


　巨きよ大だいすぎる『力』は、まるで液体のように滴したたり落ちようとしている。


　単に、布留部市や京都の霊脈レイラインというだけではありえない。


　それこそが、〈螺旋なる蛇オピオン〉が死力を傾かたむけた術式の本質であったろうか。


　この場にいるだけで、影崎という存在が摩ま耗もうするようでもあった。


「さすがに……契けい約やくを使っても、堪こたえますね」


　影崎が、かぶりを振ふる。


　ぞんっ、と『力』が走った。


　影崎といつきをつないだ、『力』の光こう芒ぼうは数十に及およんだ。


　そのひとつひとつに、ただの魔法使いでは及びもつかない呪じゆ力りよくがこもっていた。


　影崎の身体からだが、かすかに揺ゆれた。


　それだけだった。


「今の私を消すには、足りないようです」


　影崎が、小さく息をつく。


　しかし、封ふう印いんも絶大だった。


　無理に出ようとすれば、さらなる契約を消費せざるを得まい。


　フィンが看破したように、影崎が現実に存在するためには、いくつかの条件を必要としている。それらの条件は能力を発揮するほどに厳しくなり、契約を伴ともなう使し役えきとなれば絶対的な消しよう耗もうを意味する。そうなれば、今後の計画にも致ち命めい的てきな支障を来きたすだろう。


　ゆえに、影崎は動かなかった。


　ただ、いつもと同じ無表情で、口にした。


「どうするつもりです？　伊庭社長」


　そして、こう続けた。


「……猫屋敷蓮」
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「……蓮」


　呻うめいたのは、御厨庚申であった。


　大きくのけぞり、かろうじてよろよろと踏ふみとどまる。朽くちた身体は、それだけでぽっきりと折れてしまいそうだった。


　いびつな喉のどが、ごくりと動いた。


「どうし、て……？」


「あなたが、〈螺旋なる蛇オピオン〉などよりも、私に執しゆう着ちやくしているのは分かっていました。くわえて言えば、私を捕とらえるために、母親が飼っていた猫ねこを蠱こ毒どくに使うだろうことも予想していました。ですから、それに対応した薬やく呪じゆをあらかじめ飲み込んでいたんですよ」


　猫屋敷が言う。


　さすがに、その横顔は青白かった。


　対たい抗こうの薬呪を整えていたとはいっても、相手は御厨庚申。〈八葉〉の首領が精せい魂こんを傾けた蠱毒である。薬と毒が戦った後の青年の身体は、今も悲鳴をあげていることだろう。


　夜色に染まりつつある世界の中で、御厨庚申は問う。


「だ、が……おぬし、の、身体、は、ここに、埋うめて、おったぞ」


「みかんさんがいました」


　隣となりの少女の頭に、猫屋敷がぽんと手を置いた。


　涙なみだ目めで、鼻息荒あらく顔を真っ赤にしたまま、少女の手は泥どろだらけだった。それだけ懸けん命めいになって、猫屋敷を掘ほり出したのだろう。


「私だけでは〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーふたりは相手にできない。あなたの裏をかくことも難しい。でも、みかんさんがいれば、なんとかしてくれるだろうと思ってました」


　それだけ、この少女を信用していたのだと、青年は告げた。


　そして、その信しん頼らいこそがこの逆転劇を招いたものか。


　視線を油断なく老人へ据すえたまま、青年の声は優やさしく少年へと流れた。


「あなたに教わったことですよ、社長」


「……え」


　いつきが、ぱちくりと瞬まばたきする。


「力ならあると、言ってくれたでしょう」


　先に、老人に追い詰つめられたときのことだ。


　抵てい抗こうしようが十数秒生きながらえるだけだと言った老人に、いつきはそう答えたのだ。


　猫屋敷の──たとえ猫屋敷という特定の個人でなくとも、〈アストラル〉の誰かが辿たどり着いてくれることを、少年は信じていた。


　それは、確かな力。


　呪力や魔ま術じゆつのように選ばれた者ではなくとも、あるいは権力や暴力のように直接的ではなくとも、きっともっと根源的なところで世界を変えていく『力』。


　猫屋敷は、涼すずやかに目を細める。


「おかげで、ここへの道を塞ふさいでいた〈螺旋なる蛇オピオン〉の人間も出し抜ぬけました。この場所に張られていた結界も、さきほど消えましたしね」


　黄金の竜りゆうが影崎に破れ、姿を消したとき、結界も消えていたのであった。


　しばし、間があった。


　猫屋敷と葛城みかん、伊庭いつきを前に、御厨庚申はどろどろと沈しずみ込みそうな瘴しよう気きを漂ただよわせて、じっとたたずんでいた。


　乾かわいた風が吹ふいた。


「──っか」


　と、老人の喉が震ふるえた。


「かか、かか、か」


　ひどく弱々しい笑い声だった。


　枯かれ葉がこすれるような音だった。


　夕暮れも過ぎた丘おかに、その声が空しく過ぎていき、老人は深い深いため息をついた。


「……夢は潰ついえた……か」


　ぽつりと、呟つぶやいた。


「ええ」


　猫屋敷が、断言する。


　御厨庚申という醜しゆう悪あくなる魔法使いの妄もう執しゆうに、その息子むすこたる青年が幕を下ろす。数十年を超こえた長い長い夢が、ついに終わったのだと。


「……いいや、まだ、だ」


　と、老人は顔をあげた。


　今までで、一番おぞましい顔だった。


　ある意味で、ひどく人間らしい顔でもあった。


　とうに失われたものを諦あきらめぬ──諦められない、妄執さえ越えた何かに突つき動かされる、ただの人間の顔だった。


「ここで、無理矢理、に、でも、おぬしに、植え込めば、すむ、こと」


　紅あかい種をつまんだまま、老人の指が忌いまわしいカタチをつくる。


　印形。


　猫屋敷さえ知らぬ陰おん陽みよう道どうの秘ひ儀ぎを、ここに振ふるうつもりか。


　老人に凝ぎよう集しゆうする呪じゆ力りよくはいつにも増して強大で、底知れなかった。あるいは、紅い種という呪物フエテイシユのせいやもしれぬ。老人の白はく髪はつを揺ゆらして吹きつける風さえも、禍まが々まがしい瘴気に変わるようだった。


「──今、言いましたよ」


　と、猫屋敷が冷ややかに言う。


「昼に譲ゆずったのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部ふたりでは勝ち目がないからです。……でも、一対一でなら、先せん輩ぱいひとりにしか負けたことがありません」


「片意地を、張る、な」


　青年の言を、老人はせせら笑う。


「おぬしとて、衰すい弱じやくは、して、いよう。我が蠱こ毒どく……耐たえたと、して、も、すぐに、魔術を使える、ほど、たやすく、も、ある、まい」


「…………」


　猫屋敷が、沈ちん黙もくする。


　その沈黙こそが、答えだった。


　実際、こうして立っているだけでも、猫屋敷には精せい一いつ杯ぱいだった。本来なら〈螺旋なる蛇オピオン〉の儀ぎ式しきごと妨ぼう害がいしたかったのがここまで遅おくれたのも、御厨庚申の蠱毒の凄すさまじさゆえであった。


　みかんの〈禊みそぎぎ〉がなければ、きっと今も生死の狭はざ間まを漂っていたはずだ。


「猫屋敷、さん……」


　青年の羽織の袂たもとを、ぎゅっと少女が摑つかんだ。


「あたしが……護まもるから。絶対、護るから」


　もう片方の手で、葛城みかんは強く玉たま串ぐしを握にぎっていた。


　これ以上、青年に傷ひとつでもつけさせないと、その小さな拳こぶしが語っていた。


　しかし、


「勝てるよ」


　と、背後から言われたのだ。


「──お兄ちゃん社長」


　みかんが、振り向く。


　御厨庚申もまた、視線を動かし、少年へと問うた。


「伊庭、いつ、き……今、何と言っ、た？」


「あなたに、勝てると言った」


　堂々と、伊庭いつきが言い放つ。


　その宣言に、


「か、かか！」


　高く、老人が笑ったのだ。





「抜ぬかすな！　妖精眼グラム・サイト、も、失っ、た、ただの、小こ僧ぞう、が……っ！」





　しかし、吼ほえた御厨庚申は絶句した。


　いつきの右目から、紅い光が染しみ出していたのだ。


　今にも消えそうなほど淡あわく。


　もはや、少年のモノではなくなったアカイロ。


　だが、その淡いアカイロは、もうひとつの色を呼び覚ましていた。


　いつきの抱だいた若者フインからも──その閉じられた両の目からも、異なるアカイロが滲にじんでいたのである。


「ごめんなさい、フィンさん」


　と、いつきは告げた。


　同時に、御厨庚申は、ある魔ま術じゆつの基き礎そを思い出した。


　多くの魔術に共通する、基礎の基礎ともいえるひとつのシステム。


　類感魔術。


　同じ形質を持つモノは、たとえ離はなれていてもそれぞれに感応しあっているのだという、ほぼ全世界で共通する魔術理論。御厨庚申の扱あつかう陰陽道とて、その例外ではない。


　そもそも、この丘おかでフィン・クルーダが行った儀式もまた、ふたつの妖精眼グラム・サイトを共鳴させてのものではなかったか。


「少しだけ……『力』を借ります」


　少年の言葉とともに、それは始まった。





　──赤く。


　──紅あかく。


　──朱あかく。





　世界が──紅玉カーバンクルと真紅クリムゾンの色に、染まっていく。
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　丘の半ば。


　杉すぎ木こ立だちの奥でも、そのアカイロは観測できた。


「こレ、は……っ？」


　ジェイクが、眼めを見張る。


　これまでアディリシアや石動圭といった魔ま法ほう使つかいを翻ほん弄ろうしてきた、〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部をして、それは初めて目まの当たりにする現象だったからだ。


　しかし、


「は、なるほど……あいつらしい……」


　と、石動圭は苦く笑しようする。


　彼にとっても、これは初めてだ。


　初めてだけど、納なつ得とくできた。ある少年と出会い、あの右目が起こした奇き蹟せきを体験した身からすれば、これはひどく親しみのある色合いだったからだ。


「あナタ、タち、何を言って……？」


　困こん惑わくしたジェイクの前で、ひとりの少女が立ち上がったのだ。


「ええ、簡単ですわ」


　淡あわい涙なみださえ浮うかべて、アディリシアは強くうなずいた。


　目め尻じりの涙を拭ぬぐい去り、誇ほこり高い微び笑しようを浮かべる。


「あなたを打ち倒たおすのに、もう何も思い煩わずらうことがなくなったということです！」


　掲かかげるは、手のひらに収まるほど小さな青銅の壺つぼ。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





　足りない。


　この魔神を喚かん起きするには、足りないものだらけだ。


　純じゆん粋すいなアディリシアの実力はもとより、糸パスを結んだもうひとりもいない。


　本来必要な、血のつながりもない。


　だけど、確かに聞いたのだ。


　だけど、確かに届いたのだ。


　あの人の、声。





「O THOU wicked and disobedient Asmody, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」





　祈き願がん呪じゆより、『精せい霊れいの鎖くさり』へと詠えい唱しようが移る。


（ええ、聞いたのですもの……っ）


　信じられる。


　確信できる。


　何より、このアカイロが告げている。


　この心臓の鼓こ動どうは、確かにあの人へつながっているのだと。


　自分の胸が脈打つ限り、自分とあの人はバラバラではないのだと。


　アカイロの中にいることで、まるであの人の腕うでに包まれているような心持ちがした。あの人と溶とけ合っているようにさえ思えた。涙が出るぐらいに嬉うれしくて、今の自分の立場を考えれば喜んでばかりもいられないことだった。それでも、この一いつ瞬しゆんだけは、確かにつながっている。


　だから、できる。


　できない理由が、ない。


　アディリシア・レン・メイザースは、その全ぜん霊れいをもって叫さけぶ。





「来たれアスモダイ！　七十二の軍団と、十八の悪あく霊りようが仕える、至高の女王よ！」





　呪じゆ力りよくが集つどう。


　途と轍てつもない質量を刹せつ那なに凝ぎよう縮しゆくし、アッシャー界現実へカタチを取る。


「……ジーザス……っ」


　それまで表情を変えなかったジェイクさえ、息を飲み込んだ。


　それは、女であった。


　女という形象でありながら、なお魔神の頂点に位置する存在だった。


　文字通り、ひとつの国を傾かたむけかねない美び貌ぼう。その右には雄お牛うしの頭が、左には雄お羊ひつじの頭が生えていた。獣けものの口元にはちろちろと炎ほのおの舌が蠢うごめいており、艶なまめかしい腰こしのあたりには長い蛇の尾おが伸のびていた。


　そしてそれでも、その魔神は美しかった。


　アスモダイ。


　七十二の魔神にあって、至上の四柱と呼ばれる特別な魔神が、そこに顕けん現げんしていた。
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　アカイロが、世界に降り落ちていく。


　それは、ひどく優やさしい色だった。


　静せい謐ひつで、雄ゆう大だいで、圧あつ倒とう的で、しかし、けして人に強制しない──人を傷つけない色だった。


　丘おかの反対側へも、その色合いは染しみ込んでいった。


「はは……」


　と、辰巳が小さく笑い声をあげて、分厚い手で顔をぴしゃりと押さえた。


「……やっぱりやりやがった、あの馬鹿（Dummkopf）」


　とこぼしたのは、オルトヴィーンであった。


「糞ったれ（Scheisse）。追われてるのは自分だってのに、他人のことばっかり気にしやがって」


　悪態をつきながら、少年は頰ほおをほころばせていた。


　がちがちと膝ひざが震ふるえていた。


　さきほどまでの、恐きよう怖ふによる震えとはもう違ちがっていた。


　身体からだの奥底からこみあげる、どうしようもない歓かん喜きと熱情による震えであった。


「どうした？　てめえら……」


　苛いら立だたしそうに、ツェツィーリエが言う。


　女吸きゆう血けつ鬼きには、聞こえなかったのだろう。


　世界の異変と、不可思議な呪力には気がついていても、そこに含ふくまれた、たったひとりの少年の意思は伝わらなかったのだろう。


　だから、言える。


　言い切れる。


「お前なんかに……」


「てめえなんかに……」


　オルトヴィーンと、辰巳の声が、重なった。





「「負ける気がしねえっつってんだよ！」」





　だん、と辰巳が踏ふみ込んだ。


　その踵かかとから、膝から、腰から、胸から、肩かたから呪力を捻ひねり込む神楽かぐらの掌しよう打だ。


「──かぁっ！」


　さしものツェツィーリエが、その一いち撃げきを受けてもんどりうった。あの右みぎ腕うでによる受けは、今の一撃さえ凌しのいだが、至し極ごく単純な掌打の重さまでは消去しきれなかった。


「────っ！」


　そして。


　巨きよ漢かんの背後で、オルトヴィーンは自らの衣服へ手をかけた。


　真しん紅くのコートと帽ぼう子し、手て袋ぶくろを取り払はらう。その下の肌はだには、おびただしい数のルーン文字が刻まれていた。いいや、単に刻まれたのではない。そのルーンを刻まれた肌は、色も艶つやも変じており、皮ひ膚ふ移植をされた痕あとが露あらわであった。


　ツェツィーリエが纏まとう、神力のルーン。


　その実験台こそが、オルトヴィーンだったのだ。


　所しよ詮せんは実験台ゆえ、この呪じゆ力りよくを制せい御ぎよしきることはオルトヴィーンにも至難の業わざであった。暴走すれば、命ばかりか、一生呪波汚お染せんを撒まき散らす化け物になりかねない外げ法ほうだったからだ。


　だけど、今なら。


　この優やさしいアカイロに包まれた、今ならば。


　オルトヴィーン・グラウツは、満まん腔こうの自信をもって、詠えい唱しようする。





「変へん生じようせよ！　変生せよ！　変生せよ！　意味を成して、我を喰くらい、すなわちルーンの礎いしずえとさせよ！」





　　　　＊





　アカイロが届いたのは、丘きゆう陵りようだけではなかった。


　飛行船のゴンドラからも、その色ははっきりと見えていた。


「──穂波、さん！」


　応接室の、扉とびらが開かれた。


　そこから飛び出してきた黒羽は、口元を押さえていた。


「……うん、聞こえた」


　穂波がうなずく。


　彼女は泣いたりしなかった。


　ただ、少しだけそっぽを向いて、小さくこぼした。


「聞こえたよ、いっちゃん」


　それだけで、穂波はいつもの顔に戻もどった。


　喜んだり、泣きじゃくったりは後でいい。


　彼女のやるべきは、ひとつ。


　あのどうしようもなく馬鹿で、救いようがないぐらいおっちょこちょいで……胸が詰つまってしまうぐらいお人ひと好よしな、あの少年の帰ってくる場所をつくること。


　テーブルを叩たたいて、少女は告げる。


「ダリウス・レヴィ。これで、条件はええね？」


「……いいだろう」


　かすかに不服そうだったが、蒼あおいスーツの壮そう漢かんは首を縦に振ふった。


「ダリウス・レヴィの名において約束しよう。あの少年の禁きん忌き指定は解かないが、拘こう束そく指令は延期する。……ただし、それも今回の事件を〈アストラル〉が解決すれば、だ」


「大だい丈じよう夫ぶや」


　と、少女は肯こう定ていする。


　これ以上ない確信を込こめて、断言する。





「絶対に……うちの社長も、〈アストラル〉の皆みなも、アディも辰巳さんも香さんも、絶対に負けへんから」





　　　　２




　見えて──いた。


　視みえて──いた。


　観みえて──いた。


　穂波も、黒羽も。


　アディリシアも、石動圭も。


　紫藤辰巳も、葛城香も、オルトヴィーンも。


　それぞれがそれぞれの場所で戦っているのが、いつきには見えていた。


　アカイロに満たされた世界のすべてが、いつきの目になったようだった。まるで神話に出てくる百眼巨人ヘカトンケイルのよう。この周辺数キロほどに起きているすべての事態を、いつきは我が手に取るように把は握あくできた。


「…………」


　そして、どんどんと視えなくなっていった。


　どんどんと分からなくなっていった。


　まるで、霧きりの中のようだ。


　さきほどまで見えていたすべてが、曖あい昧まい模も糊こと霞かすんでいく。


　たとえ、フィンの妖精眼グラム・サイトと同調していても、今のいつきの眼めでは足りなくなっているのだった。これほどの奇き蹟せきを維い持じするための『核かく』が、もはやいつきの身体からだからは失われているのだった。


　それでも。


　それでも、もう少しだけ……。


（もう少しだけ、この僕のまま……っ！）


　願う。


　まるで、祈いのりのよう。


　原始に、神も知らぬ人々が両手を組み合わせたように、少年は祈る。


　目を開く。


　見開いた目の前では、老人が後ずさっていた。


「お前……は……」


　喘あえぐように、呻うめいていた。


　じゅう、とその手が焼ける音をたてて、地面に何かを落とす。


　紅あかい種。世界に満ちるアカイロに反応したのか、その小さな種もまた力強い赤光を脈動させていた。


「社長命令だ」


　さらに、いつきが言う。


　これまで妖精眼グラム・サイトを露あらわにしたときとは違ちがって、その声はひどく優やさしかった。


「みかんちゃん、フィンさんに手当を」


「え、え、うん！」


　だからだろうか。


　いつものように、身体を呪じゆ力りよくによって引っ張られるのではなく、みかんはいつきの言葉に一いつ瞬しゆん躊躇ためらってから、フィンの身体に駆かけ寄った。





「──返せ、返せ、我が息い吹ぶきを受けてこの血の道を疾とく返せ」





　血返しの術を、若者の身体へと施ほどこす。


　吐と息いきをもって血の流れを復する、辰巳も使った術であった。


　魔ま術じゆつによって消しよう耗もうした精気オドは癒いやしようがないが、たった今流れ出ている出血は抑おさえることができた。アカイロによってみかんの呪力も増ぞう幅ふくされ、ゆっくりと、しかし確実にフィンの顔が生気を取り戻もどしていく。


　それを見て、つかのま唇くちびるをほころばせたいつきが、さらに言う。


「猫屋敷さん、水すい行ぎよう符ふ呪じゆ」


「ええ」


　うなずき、青年陰おん陽みよう師じは五芒星セーマンを切る。





「疾チツ！」





　剣けん指しで描えがかれた五芒星セーマンより、放たれるは漆しつ黒こくの霊れい符ふ。


　それは中空で逆巻く怒ど濤とうを生んで、さらには猛たけ々だけしい水の龍りゆうと変じる。いつきの妖精眼グラム・サイトによって増幅された龍の顎あぎとは常の数倍にも膨ふくれあがり、木乃伊ミイラのごとき老人の頭上から牙きばを剝むいた。


　いわく、黒こく龍りゆう北ほく斗と水すい帝てい符ふ呪じゆ。


　対して、御厨庚申はその朽くちた指に鏡を手た挟ばさんだ。


　ざらりとした表面の、古びて歪ゆがんだ銅鏡だった。その銅鏡を片手に持ち、ひび割れた唇で口ずさんだのだ。





「癸みずのとに物申す。壬みずのえに物申す。されば十干の名に則のつとり甲きのえへと移りたまえ。疾く疾く為なせ！」





　方かた違たがえという。


　元来、陰おん陽みよう道どうにおいては時の吉きつ凶きよう、方位の吉凶を占うらなうのが主であった。


　そして、どうしても凶方へ行かねばならぬ場合、その方角の吉凶をねじまげる術さえ、陰陽師には託たくされていたのだった。


　ある意味では、霊符などよりも陰陽道の本道に則った呪術。


　その、歴史の重さゆえか。


　水の龍は行く先を違えて、猫屋敷自身へと返ったのだ。


「猫屋敷さん！　右斜ななめへ！」


　かろうじて、いつきの指示で猫屋敷は水の牙を回かい避ひした。主をなくした水の龍はほどなくして消しよう滅めつし、老人だけが低く嗤わらった。


「それで、も、この丘おか、は、わしの、蠱こ毒どくの、内よ」


　嗄しわがれた声で、御厨庚申は言う。


　なればこそ、このアカイロの世界で、なお猫屋敷と互ご角かくに張り合えるものか。いつきのつくりだしたアカイロの中で、老人の周囲ばかりは禍まが々まがしく黒ずんでいた。


　皺しわだらけの顔が、さらに皺を深くする。


「いろ、いろ愉たのしま、せて、くれた、が、もう、終わろ、う」


　ゆるりと、手が垂れる。


　老人の呪力が、その禍々しい黒さを増していく。淀よどんだ沼ぬまのごとく、いつきのアカイロさえも侵しん食しよくしていく。


　次に発されるは、いかなる呪術か。


　猫屋敷以上に陰陽道を知り尽つくした魔法使いが、この窮きゆう地ちに選ぶ術とは？


　しかし、


「それも、消える」


　いつきが告げた。


　老人の、眉まゆ根ねが寄る。


「何、を？」


　普ふ段だんなら問いかけもしない言葉だったろう。


　御厨庚申にとって、ほかの魔法使いなど取るに足らない存在だった。実の息子むすこにして、次期当主である藤次すらどうでもよく、唯ゆい一いつ気にかけたのは自分の『続き』としての猫屋敷蓮ただひとりだった。


　しかし、今の少年は──


　瞳ひとみのアカイロを薄うすれさせながら、いつきは猫屋敷へと向く。


「ですよね、猫屋敷さん」


「……ええ」


　いつきの言葉に、もう一度、猫屋敷はうなずいた。


　羽織の懐ふところから取りだしたのは霊符ではなく、一本の扇せん子すであった。


　広げた扇子を振ふり上げて、一陣じんの風を扇あおぐ。


　まるで、その風に乗せるように、


「玄武、白虎、青龍、朱雀」


　ここにいない四匹ひきの猫ねこの名を、青年は呼ばった。





　　　　＊





「──檮とう[image: ]こつを抑えよ、玄武」





「……にあ」


　と、丘の北方の森で、眠ねむたげに玄武が鳴いた。





　　　　＊





「──窮きゆう奇きを裂さけ、白虎」





「にゃあ」


　と、丘の西を飛ぶ飛行船のゴンドラで、白虎が潑はつ剌らつと鳴いた。





　　　　＊





「──渾こん沌とんを縛しばれ、青龍」





「うにゃあ」


　と、丘の東に在する商店街の道で、青龍が賢さかしげに鳴いた。





　　　　＊





「──饕とう餮てつを喰くらえ、朱雀」





「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　と、丘の南に流れる川のそばで、朱雀が気ぜわしく鳴いた。


　遠い主あるじの声にこたえるように、長く長く、とても長く、四匹の鳴き声は響ひびいた。








　　　　＊





　ごお、と呪じゆ力りよくがうねった。


　竜たつ巻まきのように。稲いな妻ずまのように。


　砂すな浜はまの何もかもを、海へと浚さらっていく大波のようだった。


「あ、あ……」


　老人が、たたらを踏ふんだ。


　その顔が、どっと汗あせを噴ふき出し、老人の矮わい軀くはさらに萎しぼんだように見えた。


　わずか数秒で、二十も年をとったようだった。


　いいや、これが老人の本来の姿でもあったろう。〈八葉〉の屋や敷しきで出会った老人ならば、この丘おかへと辿たどり着く前に絶命してもおかしくなかった。


　この丘へと蓄ちく積せきされた蠱こ毒どくの呪力が、老人の身体からだを維い持じしてもいたのだ。


「今こ宵よいの演だし物は、四神相応がひとつ──太極回帰の陣じん。──とは今名付けたものですが」


　猫屋敷は、淡あわく笑った。


　扇子で口元を覆おおい、青年の瞳は糸のように細められていた。


「あなたがこの丘に蠱毒をかけているのは分かってました。十年をかけた蠱毒。それを無効にするのは不可能です。それでも、どのような術式かは見み抜ぬけましたし、それを弱める程度はできる。──もちろん、社長の助力あってのことですが」


　御厨庚申がこの丘きゆう陵りようへ仕し掛かけた蠱毒は、猫屋敷の四神相応にも似た、方位の魔ま術じゆつ的性質を利用した秘ひ儀ぎだったのだろう。


　だから、猫屋敷はその蠱毒を打ち破るための魔術を、自らの式神へ託たくした。


　四し凶きように対するに四神。御厨庚申の思おも惑わくを見抜き、それを上回るための仕掛けを整えて、四匹の猫をそれぞれの場所へと放っていたのである。


　そして、ここにやってきたのだ。


　すべてを、終わらせるために。


「お、ぬし……っ」


　呻うめいた老人が、猫屋敷へと振ふり向く。


　醜みにくい乱らん杭ぐい歯ばの歯ぎしりに、青年はただかぶりを振った。


　もはや興味も失ったように、告げる。


「……私を鍛きたえたのは、あなたですよ。そして、私の中ではもう終わっていたことです。あなたを殺したいなんて思ってたのは、もう十年以上も前の私。こだわっていたのも、執しゆう着ちやくしていたのも、私じゃない」


　そう言って。


　猫屋敷の、上半身がのめった。


　目の前の地面へ手をつき、荒あらい息を吐はく。


　老人が指し摘てきしたように、青年の身体もまた衰すい弱じやくの極きわみにあった。


「だが……おぬし、も、その、ていたらく、なら」


　老人の指に、霊れい符ふが並ぶ。


　いまだ、老人の執しゆう念ねんは潰ついえてなかった。


　たとえ蠱毒の助力をなくしたとしても、自らの『続き』と見み据すえた息子むすこに、最後の呪術を施ほどこすまでは死ねるはずがなかった。


「こだわっていたのは、私じゃありません」


　もう一度、同じことを猫屋敷は言った。


「だから、決着をつけるのは、もう私じゃなくていい」


　息を吸う。


　まるでそれが、この場での最後の一息であるかのように、深く。


「社長……っ！」


　と、叫さけんだ。


「はい！」


　瞬しゆん間かん、いつきが大地を蹴ける。


　一気に、老人へと迫せまった。


　丘陵の呪力も奪うばわれて、それでも老人はまだ霊符を放とうとしていた。


　木火土金水。


　猫屋敷も操あやつる五行の霊符。


　それらのどれであったとしても、直ちよく撃げきすれば少年の命などたやすくもぎ取ることだろう。


　だから、それよりも早く！


「ああああああああああああ──っ！」


　いつきが、吼ほえる。


　踏み込む。


　震しん脚きやく。


「あなたの、妄もう執しゆうは──」


　強く握にぎったのは、小さな拳こぶし。


　これまでの何もかもを、自分の身体に残ったありったけを、その拳に込こめて。


　もはや視みえぬも同然の紅あかい視界で、それでも老人の内側に蠢うごめく、禍まが々まがしい呪力の『核かく』を見据えて。





「──あなたが、償つぐなえ！」





　拳が、老人の鳩尾みぞおちへ食い入った。


　しん、と物音が絶えた。


　風も絶えた。


　静せい寂じやく。


「……かっ」


　老人が、いつきを突つき飛ばす。


　思いがけぬ力に少年はたたらを踏ふみ、老人も二、三歩後ずさった。


　すぐに、結果は出た。


　ちょうどいつきの拳が穿うがった部分から、ざわざわと触しよく手しゆのごとき黒い影かげが、老人の開いた胸むな元もとを這はい回ったのだ。抑おさえきれなくなった呪じゆ力りよくが、これまで退けていた〈協会〉の呪じゆ詛そが、まるで堰せきを切ったかのように老人を蝕むしばんでいるのであった。


　ぞりぞり、と。


　何かが、削けずれるような音がした。


　黒い影の這い回った場所から、老人はさらに萎しなび、朽くちていく。


　水気を失った肌はだにはいくつものひびが入り、肉ごと割れて、覗のぞいた骨までも黒ずんで干ひ涸からびていった。


　もはや、人の死に様ではなかった。


「……無様、よな」


　と、乾かわいた唇くちびるが漏もらした。


　その唇さえ、たちまち崩くずれていった。


　バランスを取ろうとよろけた足が、その踵かかとから脆もろくも砕くだける。


　御厨庚申であったはずの身体からだは、まるでできそこないの塑そ像ぞうのように崩ほう壊かいしていく。


「……本当に……無様よな」


　言葉さえ、微み塵じんと砕けるようだった。


「……結局、夢も……叶かなわず、仕じ舞まいか。外げ道どう、に……外道、を重ねて……ここ、止まり。この程度、の……結末。はは……滑こつ稽けい、にも……ほどが……ある……」


「…………」


　その姿を見つめて、いつきは瞼まぶたを閉じた。


　もう一度開いたとき、もはや紅玉カーバンクルの色は欠片かけらも残っていなかった。


「それでも……」


　と、いつきは口を開いたのだ。





「それでも、あなたの夢は潰えてなんかいません」





「……な、に？」


　老人が言う。


　猫屋敷が顔をあげた。


　フィンを介かい抱ほうしていたみかんもまた。


「社長──」


「お兄ちゃん社長」


　ふたりの声を背に、少年は続けた。


「猫屋敷さんは……ここにいます。猫屋敷さんのおかげで、みかんちゃんと僕はここにいます。あなたと猫屋敷さんの関かかわりがあったから、〈アストラル〉があります。たとえそれが、あなたの望まなかった『続き』だとしても」


「……お、前は……本気、で……」


「最初にも言いました。猫屋敷さんは、〈アストラル〉にとってかけがえのない人です」


「…………っ」


　呆あつ気けにとられたように、老人が言葉を止めた。


　そしてすぐ、


「は」


　と、老人は笑った。


　今までと同じで、しかし違ちがう声だった。


「はは、ははは」


　高く、夜空よりも高く、その声が伸のび上がった。


　声が高いほどに、老人の崩壊も早まったが、気にする風もなかった。


「おた、めごかし、も、いい、ところ、だ」


　嘲ちよう笑しようのような言葉。


　しかし、どこか一陣じんの涼りよう風ふうのごとき爽さわやかさが混じっていた。


「そ、うか。これ、が、〈アストラル〉、か。あの、馬ば鹿か者が、つくった、結社の、その『続き』、か」


　その言葉に、いつきが目を剝むいた。


「あなたは、父さんを？」


「知って、いるとも。会ったのは、一度、きり、だが」


　どんどんと、ひびが入っていく。


　何百年も経た木乃伊ミイラのように、崩壊は止まらない。


　ついには腕うでがもげ、腰こしが砕け、老人の身体が大きく斜ななめに傾かたむいた。


「ひと、つ、だけ、言って、やろ、う」


　眼球さえひび割れて埋まい没ぼつし、老人は盲もう目もくのままに告げる。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉……は、お前、の、目の術式、で……を創り……」


　それを最後に。


　老人の首が、砕けた。


　地面に落ちると、まるで乾かわいた粘ねん土ど細工のように砕け散った。皮ひ膚ふや肉ばかりか、黒ずんだ骨も血けつ痕こんも後には残らなかった。


　そのまま、風に溶とけていった。


「…………」


　いつきは、黙だまっていた。


　何も言わずに、散っていく老人の姿を見送っていた。


「社長……」


　猫屋敷が声をかけた。


　振ふり返ったいつきが、泣き笑いのように顔を歪ゆがめた。


「ごめんなさい。お父さんを……」


「いいえ」


　猫屋敷がかぶりを振った。


「当然の報むくいですし……あれはあれで、満足だったでしょう」


「そう……かな」


　と、呟つぶやく。


　小さく、息をつく。


「満足……してたのなら、いいな」


　そのまま、少年の上体が大きく揺ゆらいだのだ。


「社長!?」


「お兄ちゃん社長！」


　抱だき留めた猫屋敷と、立ち上がったみかんが血相を変える。


「なんでも……ないです。でも、少しだけ……」


　少年が、振り返る。


　丘おかの東と西、その双そう方ほうから、いくつもの影かげが駆かけ上がってきたのだ。


　二メートル近い巨きよ影えいとちびっ子は、辰巳と香。


　真しん紅くのコートを纏まとう、オルトヴィーン。


　ラフなジャケットは、石動圭。


　そして……黄金に紛まがう金きん髪ぱつと漆しつ黒こくのドレスは、アディリシア・レン・メイザース。


　空から箒ほうきで降りてくる穂波と黒羽の姿も見えたような……気がして。


　なんだか、そのことにとても安心して。





「……少しだけ……疲つかれました……」





　いつきの意識は、断絶した。
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　結局、伊庭いつきは丸一日と半、眠ねむっていた。


　疲れ果てた身体からだが、それだけの休息を必要としたのだ。


　実際のところは、それでもまったく短かったぐらいで、修学旅行というイベントさえなければ、きっと三日でも四日でも眠っていたことだろう。精気オドの尽つき果てた身体は、穂波の秘薬をもってしても、早々には回復してくれなかったのだ。


　そして。


　修学旅行、最終日。


　朝方から疲れ果てた身体をひきずり、皆みなの泊とまった旅館に潜もぐり込んだいつきは、すぐさま首根っこを捕つかまえられたのである。


「──こンの馬ば鹿か！　間ま抜ぬけ！　イバイツ！」


　と、碁ご盤ばん顔も厳いかめしく怒ど鳴なりつけたのは山田だった。


「ちょ、ちょっとイバイツって、馬鹿とか間抜けとかに匹ひつ敵てきするぐらいの罵ば倒とう語なの!?」


「当たり前だ、このおっちょこちょい！　一日ぐらいなら誤ご魔ま化かしてやるとはアディリシアさんにも言ったが、何お前、二日も外がい泊はくしてるんだよ!?　なんかあれか!?　ハッピーでラッキーで大人の階段なイベントか、この巻き込まれスケベ！」


「私も……あまり擁よう護ごできないかも」


　これは、委員長の功刀くぬぎも隣となりで、同意する。


「そ、その、そういうわけではまったくないんだけど……」


「ほうほう。言い訳は後でたっぷり聞いてやる。いいから来い！」


「ちょ、ちょちょちょ……ぼ、僕まだ眠くて……できたらもう少し眠っていたくて……」


　しかしずるずると山田に引っ張られて、旅館の入り口で、


「ほれ」


　と、突つき飛ばされた。





「──ふえっ」





　一発で、眠ねむ気けが醒さめた。


　穂波とアディリシアが、そこで待っていたのだ。


　いや、それ自体は驚おどろくにあたらない。このふたりはいつきより早く回復し、昨日には修学旅行に合流していたらしいのだから。


　ただし、その服装は。


　穂波が纏まとっているのは、赤と白を基調にしただらりの帯の振ふり袖そで。


　アディリシアは豊かな金きん髪ぱつを巻き上げ、こちらも黒と藤ふじ色いろを基調にした振り袖を纏って。


　いつきにまじまじと見られて、ふたりともが狼狽うろたえたように声をうわずらせる。


「な、何？　何かずれてたりする？」


「や、やっぱり変ですの？」


「そそそそ、そんなことないけど！　ふたりともすっごい綺き麗れいだし！」


　思わず、素す直なおな感想を口にして、旧友へと振ふり返る。


「えと……ど、どういう、こと、なの？」


「ふん！　最後の半日で丸三日分遊びたおすんだろうが！　だから、穂波さんとアディリシアさんにも、準備してもらってた寸法よ！　姉貴にも感謝しろよ。本当だったら、もう最後まで旅館ここで謹きん慎しんのはずなんだからな！」


　鼻息荒あらく、山田が腕うでを組む。


　筋肉の薄うすい二の腕をぱあんと叩たたいたあたり、一応江え戸どっ子こ気質かたぎなつもりらしい。


「アディリシアさんも穂波さんも、不満ないですよねっ！」


「……え、ええ」


「……不満は、あらへんけど」


　こくり、とふたりの少女が揃そろってうなずいたのは、実に珍めずらしい光景ではあった。


「そんじゃ行きましょ！　時は金なり！　Time waits for no one歳月人を待たず！」


　どやしつけられるようにして、全員が京都の町へ繰くり出したのだ。





　──それからは、本当に楽しかった。





　振り袖を着たアディリシアや穂波はどこに行っても注目の的だったし、大急ぎで美術館を見て回るのも、お土産みやげ屋で安物の携けい帯たいストラップやアクセサリーを見比べるのも楽しかった。なぜだか山田は木刀を振り回してたり、功刀は舞まい妓こさん風のかんざしを買ったりしてた。


「よお、いつき！」


「やっと来おったな、〈アストラル〉の」


　途と中ちゆうで、辰巳と香とも出会った。


　これは、穂波を通じて打ち合わせていたらしい。


　ふたりとも葛城家でみっちり絞しぼられてる最中で、この半日だけこっそり抜ぬけ出てきたそうだった。辰巳には、京都に出てきたときの美味おいしいそば屋を教えてもらったり、香には穂波とアディリシアがずれた振り袖を直してもらったりしていた。





　──とにかく、大おお騒さわぎだった。





「お、社長！」


「ああ、お兄ちゃん社長だ！」


「やっと来たか、馬鹿（Dummkopf）」


　さらには、猫屋敷とみかんとオルトヴィーンまでも待ちかまえていた。


「は？　社長って何？　何やってるわけイバイツ」


「な、なんでもない！　なんでもないよ！　三人ともバイト先の人で！」


〈アストラル〉の事情を知らない山田を誤ご魔ま化かしていると、三人は最初から加わっていたようなスムーズさで紛まぎれ込み、京都の猫ねこのたまり場や漫まん画がの博物館へと、いつきを連れ回した。気を抜くと、オルトヴィーンとみかんが喧けん嘩かを始めたり、穂波とアディリシアが口論を開始したりするので、この仲裁も苦労した。


「──いつきくんは大変ですね」


　と、こっそりやってきた黒羽が慰なぐさめてくれたのが、せめてもの救いだろうか。


　黒羽の姿は山田には見えないので、こちらは説明する必要もなかった。それに、ほとんどの呪じゆ力りよくを失ったいつきの目でも、まだ黒羽を視みることができるのは本当に嬉うれしかった。


　それからも、たくさんの写真を撮とったり撮られたり。


　山田が自信たっぷりに紹しよう介かいした店がもの凄すごく不味まずくて、顎あごを落としそうになったり。





　──本当に、目まぐるしかった。





　穂波もアディリシアも、猫屋敷もみかんも、ずっとはしゃぎっぱなしだった。


　辰巳と香はしょっちゅういがみあったり仲良くやったりしてたし、山田と功刀が意外とオルトヴィーンを気に入ったようで帽ぼう子しの頭を撫なで回してたし、黒羽はそんな様子を見て楽しげにくすくすと笑っていた。





　──たった半日で、三日分どころか丸一週間は遊び続けたようだった。





　　　　＊





　そして、あっという間に半日は過ぎて。





　新幹線から特急に乗り継ついで、布留部市に戻もどったところで、修学旅行は解散とあいなった。当然、〈アストラル〉のメンバーもそれぞれに散らばって、各自バラバラに帰路についた。


　いつきも、そうした。


　すっかり日は傾かたむいている。


　今にも搔かき消えてしまいそうな夕ゆう映ばえ。


　あまりにもはしゃぎすぎたせいで、まだ身体からだがふわふわしていた。地に足がつかないというか、頭の中を極ごく彩さい色しきのメリーゴーラウンドが回っている感じ。


　真っ赤に染まった自宅への帰り道で、いつきはふと顔をあげた。


　いくつかの長い人ひと影かげが、いつきの自宅近くにたたずんでいた。


　その顔に、見覚えがあった。


〈協会〉に直接所属している、魔ま法ほう使つかいたちであった。


「あ……」


　と、いつきは声をあげた。





　──夢が、覚めた。





　魔法の解けた、気分だった。


　きっと、この一年半の中でも屈くつ指しの、極ごく上じようの魔法だったと思う。


「──伊庭いつき様ですね？」


　と、訊きかれた。


「ええ」


　せめて、相手をしっかりと見上げてから、いつきはうなずいた。


　覚かく悟ごは、していた。


　だって、何も解決はしてなかったからだ。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の儀ぎ式しきは妨ぼう害がいしたものの、いつきが指定された禁きん忌きの問題はまったく終わっていない。


　紅あかい種を引き剝はがされた以上、いつきは普ふ通つうの社会に戻れるはずと、フィン・クルーダは言っていたが、それが今でも通用するかどうか。


　いつきは、見せてしまった。


　紅い種がなくとも妖精眼グラム・サイトを操あやつれる可能性があると、いつきはあの丘きゆう陵りようで見せてしまった。


　後こう悔かいは、していない。


　必要なことをしただけだと、覚悟を決めている。


　そんな覚悟ぐらいしか、いつきにできることはないのだから。


「どうぞ、連れていってください」


　と、告げる。


　すると、〈協会〉の魔法使いは眉まゆを寄せた。


「連れていく？　何か勘かん違ちがいされてませんか？」


「え？」


「あなたの禁忌指定は解かれてません。ですが、拘こう束そくの要よう請せいについては無期限で延長されてます。私たちが来たのは、契けい約やくの最終確かく認にんを〈アストラル〉の首領として行ってもらうためです」


「最終……確認……？」


　何故なぜだろう。


　拘束されずにすむと、良い知らせを受けたはずなのに、嫌いやな予感がした。


　それも、今まででも一番の、嫌な予感だった。


「こちらの契約書を、ご覧ください」


　差し出された羊皮紙を受け取り、一読して、いつきは目を剝むいた。


「これ……っ、穂波と猫屋敷さんが……っ！」


「すでに、契約は済んでいます」


　と、〈協会〉の魔法使いは告げた。


「穂波・高瀬・アンブラーと、猫屋敷蓮が、〈協会〉へと派は遣けんされる手続きが終わっています」


「────っ！」


　いつきが、息を止める。


　ここに来て、いつきはやっと気づいたのだ。


　まるで、溶よう岩がんを飲み込んだように胸が熱くなった。肺はい腑ふを切れ味の悪いナイフで無理矢理に抉えぐられたみたいだった。


　自分がすぐに捕とらえられなかった理由。穂波がやっていた会談の意味。


　あの丘陵から飛行船を垣かい間ま見みて、しかし視みただけでは分からなかった──ダリウス・レヴィとの交こう渉しようの真相。


　それは、いつきを見み逃のがす代わりに、穂波と猫屋敷のふたりが〈協会〉に繫つながれるということ。


「そんな！　それぐらいなら僕が！」


　抗こう弁べんした少年を、〈協会〉の魔法使いは切り捨てる。


「契約書にあるように、これは正式な契約ゲツシユです。違い反はんなさるというのなら、それなりの代だい償しようが必要となりますが？　それもあなたの払はらう代償ではなく、猫屋敷蓮と穂波・高瀬・アンブラーの払う代償が」


「…………」


　自分ではなく、ふたりの払う代償。


　そう来られては、いつきも押し黙だまるしかなかった。


「それに……もうひとつ、引き渡わたすモノがあります」


「モノ？」


　モノと言ったのに、それは人影だった。


〈協会〉の魔法使いたちがたたずんでいた後ろから、小さな少女が飛び出したのだ。


「いつき！」


　と、抱だきつかれる。


　その軽い手て応ごたえ。


　燃えるように赤く、滑なめらかな長ちよう髪はつ。


　ゴシックロリータを思わせて、袖そでや襟えり元もとを繊せん細さいなフリルやレースに縁ふち取どられた、古風なツーピースのドレス。





「……ラピス」





　それは、ホムンクルスの名。


　自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師ユーダイクス・トロイデがつくりあげたホムンクルスが、少年に抱きついていたのだった。





　　　　＊





　飛行船のゴンドラに、穂波は戻もどっていた。


「これで……ええんやろ」


　闇やみ色のマントと漆しつ黒こくの帽ぼう子しを重ねたいつもの服装になって、ソファに座っている。


　テーブルを挟はさんで、目の前に座っているのは、ダリウス・レヴィだった。


「ああ」


　と、壮そう漢かんはうなずく。


　そして、視線を移した。


　穂波の隣となりに座った、羽織と四匹ひきの猫ねこを纏まとう青年。


　猫屋敷蓮。


「〈八葉〉についても、お前の言うように取りはからっておく。それでいいな？」


「ありがとうございます」


　問うたダリウスに、猫屋敷が頭を下げる。


「幸い、御厨庚申は〈八葉〉の誰だれも〈螺旋なる蛇オピオン〉に誘さそわなかったようですから、藤次に当主を任せれば、今まで通り〈協会〉に貢こう献けんできるかと思います」


「そう願っている」


　言って、ダリウスはふたりに退席を命じた。


　どちらも素す直なおに従った。今や、ふたりともがダリウス・レヴィ直属の魔ま法ほう使つかいであった。


　応接室を出ていく前に、ふとダリウスは口を開いた。


「そんなに、あの少年が大切だったのか？」


　と、訊きいた。


「もちろんや」


「もちろんです」


　ふたりともが即そく答とうした。


　それきりで、振ふり返らずに姿を消した。


「…………」


　ふたりが去ってから、ダリウスはソファに深く身を埋うずめた。


　瞼まぶたを閉じるまでもなく、二日前のことはたやすく思い出せた。


　──二日前。


　穂波がダリウスへ交渉を迫せまったときだ。


　少女は、自分の身み柄がらをもって、いつきの拘こう束そく指令の延長を願ったのだ。





　──『あたしが……アンブラーの名を受け継ついだ魔女のあたしが、〈協会〉に入ったなら、ある程度の見返りにはなるやろ。古株の魔法使いには、まだおばあちゃんの名前の威い光こうも残ってるはずや』





　そう告げた穂波を、ダリウスは一度は退けた。


　穂波ひとりでは、伊庭いつきという不確定要素を放置するほどの材料にはならないと、言い切った。


　そこに現れたのが、猫屋敷蓮だったのだ。


　正確には、白虎に遠えん隔かく同調して、会談に参加した猫屋敷はこう告げた。





　──『だったら、私ならどうでしょう』


　──『この私が、魔法使いを罰ばつする魔法使いになるのなら、伊庭いつきを放置するデメリットを賄まかなえると思いませんか？』





「……分からんものだ」


　ぽつりと、ダリウスは呟つぶやいた。


　それから、分厚い手のひらで、小さな呪物フエテイシユを転がした。


　ひどく危険な紅玉カーバンクルの色に、その種は輝かがやいていた。


　紅あかい種。


　いつきを見守る条件で、猫屋敷から〈協会〉へ提出させたものだった。


「これが……〈螺旋なる蛇オピオン〉の、目的か？」


　呟く。


　確かに、この呪物フエテイシユに秘ひめられていた呪じゆ力りよくは、ダリウスの目の前で丘きゆう陵りようを突つき崩くずし、影崎を封ふうじる一手となった。その凄すさまじさは、今いま更さらくだくだと述べるまでもない。


　だが。


　その程度では、あるまい。


　影崎を封じたことはともかく、たかだか丘陵を突き崩す程度に、〈螺旋なる蛇オピオン〉が長い時を費ついやしたとは考えがたい。爆ばく弾だんでもすむようなことに、魔術を使う必要はない。


　だとすれば、ここから先がある。


　この紅い種を使って、さらに成そうとしている何かがある。


「…………」


　ダリウスが沈ちん黙もくする。


　それから、「入れ」と命じた。


「失礼します」


　と、扉とびらを開いたのは、ひどく無個性な男だった。


　相も変わらぬくたびれたスーツのまま、


「拘束したフィン・クルーダと、ツェツィーリエの護送が終わりました」


　と、影崎は口にした。


　御厨庚申が倒たおれた直後、封ふう印いんは解け、影崎は現実へと帰き還かんしていたのだ。


　結果として、ツェツィーリエは降こう伏ふくし、ジェイクと名乗った白人はいかなる魔術によるものか、あっさりと姿を消していた。影崎の能力を考えれば、すでに疲ひ弊へいしていたツェツィーリエが白旗をあげたのも当然だろう。それとも、至上の四柱たるアスモダイと出で遭あい、早々に逃とう亡ぼうしたジェイクの判断を褒ほめるべきか。


　少なくとも、〈協会〉としては大きな戦果であった。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の目的たる呪物フエテイシユを奪うばい、四人いた〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部の内、ひとりは抹まつ殺さつし、ふたりを拘束した。


　大勝と言っても、過言ではない。


　なのに、ダリウスの顔はうかなかった。


「どうしました？」


　影崎が言う。


　この男も、前よりさらに存在感が薄うすれたようだった。


　無理もあるまい。


　残る契けい約やくはわずか。この男をかろうじて現実につなぎ止めている鎖くさりは、すでに断たち切れかかっている。それはダリウスにとって最強の手て駒ごまを失うことも意味する。穂波と猫屋敷を自分の手に抱かかえたことは、そのときのための非常手段でもあった。


　もしも、契約を使い切るとすれば──それが決着のときとなろう。


「……なんでもない」


　ダリウスが言う。


　さまざまな思いがあったが、すぐに壮そう漢かんは断ち切った。


　まだ、やるべきことは多い。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の企たくらみがすべて潰ついえたわけではない。拘こう束そくした〈螺旋なる蛇オピオン〉からも情報を得ねばなるまいし、これからの対策もさらなる練り直しが必要だ。あれだけの魔法使いを拘束し続けるとなれば、それだけでも周到な準備が必要だろう。





　ダリウス・レヴィの──〈協会〉の副代表としての戦いは、まだ終わりすら見えてはいなかった。





　　　　＊





　からから、と。


　古びたシーリング・ファンの音が、妙みように懐なつかしかった。


　散らかったデスクと椅い子す。ランプの光。年代物の振ふり子こ時計。魔ま法ほう薬やら植物の触媒カタリストやらの入り交じった臭におい。パーティションで区切っただけの応接室にも、おびただしい資料が散乱したままだった。


　いつものような、〈アストラル〉の事務所。


　この屋や敷しきに戻もどるのが、何ヶ月ぶりかのようにいつきには思えた。


「じゃあ……穂波さんと猫屋敷さんが、ラピスちゃんに〈アストラル〉へ来るよう頼たのんだってこと？」


「うん」


　事務所に詰つめていた黒羽の言葉に、ラピスがこくりとうなずいた。


　昨日のことだ。


　妖よう都との事件で半はん壊かいしていたユーダイクスの修しゆう繕ぜんもあらかた終わり、〈協会〉の監かん視し下かながらそれなりに羽を伸のばしていたラピスへ、一本の国際電話がかけられたのだ。


　すなわち、自分たちの代わりに、〈アストラル〉へ入社してくれないか、と。


　もともとイツキに会いたがっていたラピスは一も二もなく了りよう承しようし、ユーダイクスにも許可を得て、準備された飛行機へすぐさま飛び乗ったのだという。


「穂波先せん輩ぱいが……」


「……猫屋敷さんも」


　これは、オルトヴィーンとみかんが、ふたりして絶句した。


「…………」


　いつきも、唇くちびるを嚙かむ。


　そこまで、ふたりは考えていたのだ。


　単にいつきの処しよ遇ぐうを改善するだけではなく、自分たちがいなくなった後の〈アストラル〉の穴を、どうやって埋うめるかということまで。


（……なのに、僕は）


　自分の不ふ甲斐がいなさが、胸をついた。


　いつも思うことが、今回はなおさらに少年を苛さいなんだ。


　もっとできることがあったのではないか。


　伊庭いつきが違ちがう人物であったなら、もっと皆みなを救えたのではないか？


　穂波と猫屋敷だけではない。


　紫藤辰巳にも葛城香にもかけた負担ははかりしれない。さきほど再会したときには笑っていたが、実際のところ、葛城家が〈協会〉に対してどれだけの不利を被こうむったか、いつきには分からないのだ。


　そして、もうひとり。


〈ゲーティア〉と、アディリシアには……


（……ちゃんと、謝らないと）


　どうやったら、報むくいることができるだろう。


　受け取った厚意は、あまりにも大きすぎた。


　たとえ欧おう州しゆうに冠かんたる魔術結社の首領とはいえ──本当はごく当たり前の少女でしかないあの娘むすめに、伊庭いつきはどれだけの決断と心痛を強しいたろう。逆に、自分がアディリシアを殺せと言われた場合を考えると、少年は心臓を切り裂さかれる思いだった。


　穂波とも、猫屋敷とも、アディリシアとも、つい数時間前に別れたばかりなのに、もう一度会いたくてたまらなかった。


　あの馬ば鹿か騒さわぎが、すぐ先にやってくる悲劇を見み越こしたもので、山田を除く全員がそのことを分かっていながら触ふれないようにしていたとしても……だとしても、もっと言えることがあったんじゃないかと、そう思わずにいられなかった。


　そう、考えていたときだった。


「いつき！」


　と、少年の袖そでに赤い髪かみの少女が取りすがったのだ。


「ああ！　お兄ちゃん社長にいちいちくっつくの禁止ぃ！」


　みかんの怒いかりも無視して、ホムンクルスの少女は真まっ直すぐに注文をつけたのである。


「ラピスにも、ちょうだい！」


「な、何を!?」


　瞬まばたきしたいつきに、ラピスは不満そうに唇を尖とがらせた。


「むむ！　猫屋敷と穂波、言ってた！　自分たちは返さないから、いつきに会ったらちゃんと貰もらえって！」


「か、返す？」


　わけが分からず、困こん惑わくするいつきの胸むな元もとを、ぴっとラピスが指さしたのだ。


「これ！」


　白い指の先には、銀色のバッジが付けられていたのだ。


　銀の鏡と五ご芒ぼう星せいを組み合わせた、〈アストラル〉だけの紋もん様よう。


「これって……社章？」


　そう言って。


　あ、といつきは気がついた。


　──社章を返さない。


　それは、彼らなりの意思表示なのだと。


　あくまでレンタルされるだけだと、ふたりは言外に伝えていたのだ。


〈アストラル〉の社則の通りに、貸し出し魔法使いレンタルマギカを実行してくるだけなのだと。


　つまり、それは──


「いつきくん」


　と、黒羽が微び笑しようした。


　少女にも、その意味が通じていた。


　それから、オルトヴィーンが片目を閉じた。


「まあ……穂波先せん輩ぱいでも、猫屋敷でも、その程度は言うだろうさ。後、それぐらいにはこの馬鹿（Dummkopf）にも期待してるだろ」


「え、え？　何、何？」


　みかんだけがきょとんと目をぱちくりとさせ、


「みかんちゃんには、当たり前のことだよ」


　と、いつきに頭を撫なでられた。


「当たり前？」


「うん」


　と、少年はうなずいた。


　それから、少しだけ苦く笑しようした。


　やっぱり穂波も猫屋敷さんも厳しい、とそう思ったのだ。





「皆が帰ってくるまで、ちゃんとこの場所を守っているようにって、つまりはそういうメッセージだよ」





　言って、いつきは拳こぶしを握にぎった。


　決意を、新たにする。


　自分の、自分だけの消えない炎ほのおを胸に宿す。


　穂波とも、猫屋敷とも。


　アディリシアとも、もう一度笑え顔がおで会える場所を取り戻もどすのだと。


　たとえすぐにはできなくとも、そういう場所を取り戻せるような、そういう社長にならねばならないのだと。


　自分がなるのは、そういう社長であるべきなのだと。


「うん。ラピスの社章もつくらないと」


　微笑した。


　淡あわく、しかし強く、いつかきっとあの三人にも言うのだと、秘ひめた想おもいとともに告げる。


　遠く、あの三人にも届けと、口にする。





「──〈アストラル〉へ、ようこそ」





　　　　＊





　布留部市の郊こう外がいには、特別な屋や敷しきがある。


　元華か族ぞくのお屋敷だとか、異国のお姫ひめ様さまが建てた別べつ荘そうだとか、さまざまに噂うわさされた屋敷だが、一年ほど前に新たな主あるじに買い上げられ、徹てつ底てい的な改築を加えられてからは、さらに十倍も百倍も華か麗れいになって、人々の目を愉たのしませていた。


　薔薇ばらを中心に、夜にも爽さわやかな香かおりをさざめかせる英国式庭園。


　今にも窓へ蒼あおい光がともり、舞ぶ踏とう会かいの様子が窺うかがわれそうなたたずまいに、行き交かう人々までが、まるで美しい幻げん想そうの世界を垣かい間ま見みたように、そっと瞼まぶたを閉じるのであった。


　自分が垣間見た夢を、心の奥に仕し舞まうかのように。


　そんな屋敷の、奥の間である。


　斜ななめに月明かりの差し込む瀟しよう洒しやな部屋で、アディリシア・レン・メイザースは、小さくうなずいたのだった。


「──ええ、すでに高校へは休学届けも出してあります。しばらくは〈ゲーティア〉の運営に注力するつもりですわ」


「……申し訳ありません。私の力が及およばず」


　低頭したのはダフネであった。


　ダークスーツに身を包んだ〈ゲーティア〉の高こう弟ていは、部屋の闇やみに溶とけ込んでいた。


　アディリシアは、すっとかぶりを振ふる。


「あなたが気をつかうことじゃないわ。あなたが謝ることでもない。集団喚かん起きをまとめるだけでも、ずいぶんと疲つかれたでしょう？　それに、結果から言えば、今回のことは〈協会〉に恩義を売った形です。〈螺旋なる蛇オピオン〉に対する大勝に、少なからず〈ゲーティア〉が寄き与よしたのですもの」


「ですが」


「問題ありません」


　優やさしく、アディリシアは言った。


　反論を許さない類たぐいの優しさであった。


　その意味を悟さとってか、ダフネもそれ以上は言げん及きゆうしなかった。押し黙だまった表情には、高弟や家令という以上の感情を秘めてはいたが、それを発はつ露ろすることはなかった。


　二、三、事後報告と現在の状じよう況きよう確かく認にんをして、


「……では、失礼します」


　と、退席した。


　足音も凜りんとして、屋敷の通路に高く響ひびいた。





　そして、アディリシアはひとりぼっちになった。





「…………」


　深く、ため息をつく。


　長く、はかなく、それは続いた。


「高校に行けない……ですか」


　少し、哀かなしげに微笑する。


　でも。


　問題は、そんなことじゃない。


　恐おそろしいのは、そんなことじゃない。


　少しの間、あの少年に会えないとか、体面上〈アストラル〉と距きよ離りをおかねばならないとか、そんなことで思い悩なやむ少女ではない。もちろん寂さびしさは拭ぬぐえないが、そんなものは再会の喜びを考えれば、お釣つりだって来る。


　もっとずっと、少女自身にとって、根源的なことだった。


　きゅ、と白い指が握り込まれる。





　──今回の事件で、ひとつ、分かったことがある。





　いいや、本当は今いま更さらのことだ。


　分かっていたもので。


　分かっていたことだ。


　アディリシア・レン・メイザースが、何より大切にしているもの。


　ソロモン王の魔ま術じゆつにおいて、魔神に捧ささげねばならぬのは、結局そういうものなのだ。


　今までは、気づかぬふりができた。


　もう無理だ。


　アディリシアは、それに気がついてしまった。自分が今より先に──至上の四柱も従えて、かつてのオズワルドへ届くため、必要な対価に気がついてしまった。


　ならば、そこに辿り着いたとき──


「……ええ」


　と、少女がうなずく。


　至上の四柱への、再さい契けい約やく。


　いずれ、自分が成さねばならない大だい儀ぎ式しき。


　きっと、それが終わったとき、アディリシア・レン・メイザースは。





「イツキと一いつ緒しよにいた記き憶おくも、想おもいも、すべて無くしてしまうのでしょうね……」





　少女は、涙なみだを流さなかった。


　流せなかった。


　ただ、今のこの時間を──まだ少年を想うことができる、この刹せつ那なを抱だきしめるように、ずっとずっと胸むな元もとで両手を組み合わせていたのであった。




　あとがき




『レンタルマギカ　滅びし竜と魔法使い』、皆みな様さまにお届けします。


　今回は（僕としては大変珍めずらしいことに）わりと早めに原げん稿こうがあがっていたのですが、出版社のスケジュール調整やもろもろ重なって、この時期の発売となりました。ぎりぎり初夏……っぽい時期に出せて、胸をなで下ろしてます。


　とにかく、前巻のラストからお待たせしてしまった皆様には申し訳ありません。


　第二部もついに最終巻。分量的にも内容的にも、作者としてはお待たせした分を埋うめられるぐらいの力作だったつもりですが、いかがでしょうか。





　舞ぶ台たいは京都。


　いにしえの都を戦場に、三つ──結社別に見ていけば五つもの勢力のぶつかりあいです。〈協会〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉も〈アストラル〉も〈ゲーティア〉も葛城家も、この時点、この場所で可能な限りの『力』を振ふるい、せめぎあっています。


　魔ま法ほうに誇ほこりを持つ者。


　魔法を嫌きらう者。


　魔法を嫌っていた者。


　魔法に執しゆう着ちやくしている者。


　魔法から離はなれられなかった者。


　そして、魔法を愛している者。


　そうした人間たちの、どうしようもない激げき突とつ。


　魔法使いだからこそ避さけられない、今回はそういう物語です。





　　　　＊





　以下は、少しだけネタバレが入ります。


　本編をお読みになってない方は、できれば読どく了りよう後ごにどうぞ。





　　　　＊





　──本編第二部のラストは、ああいった形となりました。


　それぞれがそれぞれの立場で、考えられる最善を尽つくした結果でしょう。それでも、すべてが救いきれるわけではなく、〈螺旋なる蛇オピオン〉には大きな打だ撃げきを与あたえたものの、〈アストラル〉の受けた傷ははかりしれません。あの〈協会〉や影かげ崎ざきですら、今回の事件では後々までひきずる疲ひ弊へいを強しいられました。


　蜜みつ月げつは去り、すぐには〈アストラル〉へ戻もどれぬ者もいます。打ち明けられぬ秘密に胸を痛めている者もいます。


　それでもなお、いつきたちは諦あきらめていません。


　誰だれもが笑って再会できるような場所を、きっと取り戻せると信じているのです。





　できれば皆様も、そんな彼らの行く先を、最後まで見ていてくださるようお願いします。





　　　　＊





　ここで、ひとつ宣伝を。


　前の巻でもそうだったのですが、実は今回も同じ七月に、電撃文庫から『イスカリオテⅢ』が発売される予定だったりします。ええまあ、こんなにスケジュールがかぶるとは思わず、ゲラのチェックとかも同時期で、大変な修しゆ羅ら場ばを体験してしまいました……（遠い目）。


　十日前後の発売ですので、戦うシスターとか自動人形とか聖人とか〈獣ベステイア〉とか、そういう単語にピンと来た方はぜひ手にとってくださいませ。





　　　　＊





　最後になりますが、細かな旅行の風景までイラストとして切り取ってくださったpakoさん、取材旅行からお世話になりっぱなしな魔術考証の三輪清宗さん、前回から新担当として親身にやってくださっている担当のＭさん、そして読者の皆さんに感謝を。


　次からは、第三部。


『レンタルマギカ』全体のクライマックスへ向けて、加速します。


　新しい装よそおいとなった〈アストラル〉とともに、冬頃ごろにはお会いできるんじゃないかと思っています。





　　二○○九年六月




『宗像教授異考録』を読みながら　　







Ｐ．Ｓ．　もし感想などありましたら、奥付のスニーカー文庫編集部まで送っていただけると嬉うれしいです。




レンタルマギカ


滅ほろびし竜りゆうと魔ま法ほう使つかい





三さん田だ　誠まこと
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